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プロローグ









　医務室の扉とびらを後ろ手に閉めて、ナタリア・イワノヴナ・ヤコブレワは少し驚おどろいた。

「……社長？」

　ニサ基地のやや手て狭ぜまな廊ろう下か、その片かた隅すみに一人の男がいた。壁かべにもたれかかった長身の姿に、ナタリアはため息をつく。

「立ち聞きとは、あまり趣しゆ味みが良くありませんね」

「そういうつもりではなかったのだが……」

　ステファン・イリイチ・ミハイロフは、憮ぶ然ぜんとそう答えた。ナタリアにはそれが、言い訳にしか聞こえなかったが。

「戻もどるぞ」

「はい」

　そう言って歩き始めた民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス現社長の後を、その秘書は追った。静かな廊下に、かつかつと足音が響ひびく。

「あの子と──リーナと話がしたいのでしたら、好きになされば良いでしょうに」

「今さら顔を合わせて、何になる」

　振ふり向きもせず、ミハイロフはそう答えた。

「終わったことだ、とっくにな」

「そうでしょうか？──いえ、そうですね」

　かつてあの少女との間に幾いくばくかの信しん頼らい関係があったとしても、それを断たち切ったのは自分たちの方からである。そして現在は明確な敵として彼女と戦い、撃げき墜ついし、そして捕とらえたのだ。

　むしろ、自分の方が未練がましいだけなのだろう。

「容態はどうだった」

「問題はないでしょう。負傷の処置は終わっていますし、後こう遺い症しようの類たぐいも見あたりません。詳くわしい報告でしたら、カルテを──」

「いや、それには及およばん……では、明日あしただな」

「何がでしょうか？」

　そうたずねながらも、ナタリアには返事が予想できていた。

「明日、あの娘むすめの身み柄がらをガルナバシュに搬はん送そうする」

「承知しました」
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　だから予想通りの言葉には、驚きも反感も感じない。

「お前も同行しろ」

　むしろ続く言葉が意外だった。

「私が、でしょうか」

「他ほかに、誰だれがいる」

　短い言葉からは、ミハイロフの反応はうかがえなかった。








第一話　折れた翼つばさ









　　　　１




　目覚めは、茫ぼう洋ようとしていた。

　緩ゆるんだまぶたの隙すき間まからのぞく、何もかもが曖あい昧まい模も糊ことした情景。彼は目をかすかに瞬またたかせる。

（あ、ああ……）

　灰色の世界の中で、何か──いや、誰かがこちらを見下ろしている。見えない、誰なのかも分からない。と、かすかに揺ゆれる長い髪かみ。女……？

「リーナ？」

　乾かわいた唇くちびるが開き、言葉が漏もれた。凍こおりつく女性の影かげ。滴したたり落ちる涙なみだが、彼の頰ほおで熱く弾はじける。

　その瞬しゆん間かん、達たつ哉やの意識は覚かく醒せいした。

「……菊きく乃の？」

　少女の名を呼びながら、達哉は身を起こした。

「……達哉、さん？」

　驚いた黒くろ髪かみの少女の前で、荒あらく肩かたを上下させる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

「あ、ああ……」

　左胸に手を当て、呼吸を必死に鎮しずめようとする。脳のう裏りを過よぎる様々な画像──戦せん闘とう──敗走──墜つい落らくしたヘリ──

「ここは、どこだ……」

　喘あえぎながら、達哉はそうつぶやく。

　頰を撫なでる湿しめった風に、足あし腰こしを刺さすごつごつした岩がん盤ばんの固い感かん触しよく。深い暗がりの中、軍用ランプの灯あかりが二人の周囲だけを照らしている。

「崖がけの崩ほう落らくは、覚えていますわね？」

「一応は」

　ずきずきと疼うずく頭痛をこらえながら、達哉はうなずいた。

「あの地点から谷沿いに一〇キロほど移動した洞どう窟くつです。とりあえず、達哉さんの救助と治ち療りようを優先しまして」

「洞窟……ここが？」

　菊乃に言われ、達哉はあらためて周囲を見回した。軍用ランプを掲かかげ、暗がりの奥に目をこらす。

　ごつごつした岩の地面と壁へき面めんが、ゆるやかに下りながら奥へと広がっている。高すぎて光の届かない天てん井じようからは、ぴたぴたと水すい滴てきがしたたっていた。

「なるほど、確かに洞窟みたいだな」

　視界の端はしを、得体の知れない虫のような何かが走った。顔をしかめた達哉は、軽く息をついて現状を再さい確かく認にんする。

　無人ＡＳアーム・スレイブ〈ケントゥリア〉の開発計画を追い、達哉たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．はここガルナスタン共和国のクーデターに参加することとなった。

　だがクーデターは一日で失敗、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は国外への脱だつ出しゆつを図はかるものの、達哉と菊乃の二人は取り残され──

（──二人）

　そっと、周囲を見回す。周囲に、達哉と菊乃以外の人ひと影かげはない。

「なあ、菊乃……」

「何ですか？」

　恐おそる恐る、達哉は菊乃に尋たずねた。

「リーナは、どうなった？」

「…………」

　言葉を詰つまらせた菊乃が、ぎこちなく目をそらす。それだけで達哉には分かった。分かってしまった。

「そうか……」

　両手で顔を覆おおい、達哉はうつむく。肩を震ふるわせるその姿を、菊乃は無言で見やることしかできない。

　しばしの後、達哉は自分から顔を上げる。

「行こう、菊乃」

　充じゆう血けつした目を隠かくさず、達哉は言った。

「救きゆう援えんの望みはないんだろう？　なら俺たちは自力で何とか、この国から脱出しないと」

「ええ、その通りですが──大丈夫ですか、達哉さん」

　心配を隠せない菊乃を、達哉は赤い眼めでにらみ返す。

「大丈夫とか、大丈夫じゃないとか、そういう問題じゃないだろう。やるかやらないか、それだけだ」

「……ええ、その通りです」

　菊乃はうなずく。だがその声には、気き遣づかわしげな響きがあった。

「〈レイヴン〉は、どうなってる？」

「二機とも、外に偽ぎ装そうしてあります。損傷は酷ひどいですが、何とか動かすことはできるようです」

「分かった、行こう」

　立ち上がった達哉に、菊乃が寄り添そった。まだふらつく達哉を支えながら、洞窟の外へと先導する。

　心地ここちよい風が、ふっと頰をなでる。頭上に広がる、一面の星空。同じ闇やみの中でも、洞窟の中とは解放感が違ちがった。

「機体は、あちらです」

　菊乃の指差した方向に、ゆっくりと近づく。山さん岳がく迷めい彩さいのシート等で入念な偽装を施ほどこされた二機のＡＳが、駐ちゆう機き姿勢を取っていた。

　ＡＳ─１一号機の〈ブレイズ・レイヴン〉改と、四号機の〈イージス・レイヴン〉だ。

「なるほど、こいつは酷いな」

　ライトで照らした機体の状態を確認し、達哉は言った。

「まだガルナスタン軍も付近に残っているはずです。夜のうちに、移動しなければ。急ぎましょう」

「分かった」

　うなずいた達哉は、素す早ばやく機体をよじのぼった。コクピットのハッチを開き、すべりこむ。

「こんなんで、本当に動くんだろうな？」

〈レイヴン〉の機体を起動させる。激しく明めい滅めつするスクリーンと、ずらずら表示されるアルファベットの文字列。明らかに通常の起動シークエンスではない。

　やはり、だめなのか──達哉が焦あせった瞬間、スクリーンが暗転。数秒後、外の夜景を映し出す。恐る恐る操縦スティックを引っ張ると、それに同調して機体の右みぎ腕うでも動いた。

「ふうっ──」

　闇やみ夜よの中、達哉自身の荒い息づかいが、ＡＳアーム・スレイブの狭せまいコクピットに響ひびく。

『どうやら敵も、我々の大まかな位置はつかんでいるようですね』

　通信機から聞こえる菊乃の声は、あくまで冷静なものだった。

『数も多い。包囲を抜ぬけるだけでも、手間がかかりそうです』

　暗がりの中、スクリーンに映った菊乃の四号機は、ひどく傷ついていた。

　重厚な機き影えいを覆う複合装そう甲こうの鎧よろいにはそこかしこに亀き裂れつが走り、右腕は肘ひじからもぎ取られれている。特とく徴ちよう的なサブアームも、左ひだり肩かたと右腰のそれしか稼か動どうしていない。

　とはいえ達哉の〈レイヴン〉一号機も、似たり寄ったりの惨さん状じようだ。四し肢しこそくっついてはいるものの、反応はすこぶる悪い。機体の命と呼ぶべきアジャイル・スラスタも、全すべて大破している。

　辛かろうじて動く二機の〈レイヴン〉だが、本来の性能はとうてい発揮できないだろう。

「〈ケントゥリア〉か？」

『いいえ、この反応は──〈サベージ〉と、そして〈シャドウ〉。おそらくは、ガルナスタンの正規軍でしょう』

「そうか、あいつらに比べれば少しはマシだな」

　とはいえ、窮きゆう地ちに代わりはない。今の〈レイヴン〉の状態では、選べるのは逃にげの一手のみだ。

「二手に、分かれよう。その方が、発見されにくいと思う」

『……ええ、確かにそれがよろしいですね』

　達哉の提案に、少し考えて菊乃も同意する。

『わたくしは、こちらに直進します。達哉さんは、北に迂う回かいしてください。合流ポイントは──』

　機体間のデータリンクシステムを介かいして、四号機から送られた情報を確認する。問題はない。

　そのことが、腹立たしかった。

（くそっ、この距きよ離りなら通信できるってのに）

　機体に組みこまれた長距離通信用のシステムは、両機とも手の出しようがないほど壊こわれていた。本来なら衛星通信を介かいして撤てつ退たいした本隊と連れん絡らくが取れるはずなのだが、現状の達哉たちは生存を知らせることすらできない。

　今の二人は情報的にも、敵地で孤こ立りつしている。

『達哉さん、念のためこれを』

　菊乃の四号機が、予備兵装のハンドガンと小型単分子カッターを差し出した。

「ありがたいけど、お前はいいのか？」

『わたくしには、これがありますから』

　左肩のサブアームを、四号機は動かしてみせる。搭とう載さいされた機き関かん砲ほうや格かく闘とう用のクローも、まだ生きているようだ。

「それじゃ、遠えん慮りよなく使わせてもらう」

　手て渡わたされた兵装を、傷ついた一号機のハードポイントに搭載する。現状だと、これらの武装を使う事態に追いこまれただけで、すでに負けも同然だろうが。

『急ぎましょう、達哉さん──幸運を』

「ああ、お互たがいにな」




　だが──残念ながら幸運の女め神がみは、全くもって達哉に微笑ほほえまなかった。

「くそっ」

　低い声で、達哉はののしる。

　彼の操あやつる〈レイヴン〉一号機は、切り立った岩がん壁ぺきにへばりついていた。その足あし下もとの山道を、三機の〈シャドウ〉が進んでいる。

（気づくなよ、そのまま行ってくれ）

　息を殺す達哉。幸いにも、一号機の電磁迷彩ＥＣＳはまだ生きている。レーダーや赤外線等で、見つかることはないはずだ。後は夜の闇が、機体を隠してくれているのを祈いのるのみ。

　ゆっくりと、だが確実に、通り過ぎていく三機の〈シャドウ〉。そうだ、それでいい。後はその先の稜りよう線せんを越こえれば──そう達哉が念じた瞬しゆん間かん、最さい後こう尾びの〈シャドウ〉が振ふり向いた。

　一号機と〈シャドウ〉の光学センサ同士、つまり『目と目が』合う。見つかった！

「南な無む三さん！」

　叫さけびながら、達哉はペダルを踏ふみこんだ。跳ちよう躍やくする一号機に〈シャドウ〉は反応できていない。

（どうする？）

　不意をつかれ、立ちつくす〈シャドウ〉。傷ついた〈レイヴン〉でも、今この瞬間なら無力化は可能だ。そのまま逃とう走そうするか？

　──身をかがめ〈シャドウ〉の正面に降り立つ一号機。

（どうする？　どうする？）

　いや、無力化するだけでは不十分だ。〈シャドウ〉のオペレータから、〈レイヴン〉の損傷や逃走ルートが敵軍に伝わってしまう。

　──単分子カッターを引き抜く一号機。

（どうする？　どうする？　どうする？）

　生き延びるために、逃げ延びるために──答えは、一つ。

　殺すしかない──

　闇夜の中、白はく刃じんが鈍にぶく煌きらめいた。繰くり出した単分子カッターの切っ先が、敵機の胸部装甲を貫つらぬく。
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　一いち撃げきでコクピットを潰つぶされたガルナスタン軍の〈シャドウ〉は、横転し動かなくなる。スクリーンに映ったその光景を、達哉は確かく認にんした。

　オペレータは、間ま違ちがいなく即そく死しだろう。

　何度もその是ぜ非ひで煩はん悶もんし、そして忌き避ひしてきた殺人という行こう為い。だが今の達哉は、その結果に悩なやむよりも早くペダルを踏みこんだ。

　瞬時に一号機は反転する。パッシブ式の暗視装置が捉とらえた、二機の〈シャドウ〉を確認。反射的に横っ飛びの回かい避ひ機動を取りつつ、片手で構えたハンドガンの砲ほう門もんを向けた。

「ちっ」

　達哉の口から、短い舌打ちが漏もれる。一号機の反応が、予想以上に鈍い。

　闇の中、素早く左右に散開した〈シャドウ〉の影かげは悪夢じみていて、どこか現実感に乏とぼしかった。だが達哉がトリガーを引くのと同時に、敵機のライフルも火を噴ふく。

　荒こう涼りようとした夜の山野に、断続的な砲声が木霊こだました。

　ほとんど勘かん任まかせの手動照準ながら、一号機の射しや撃げきは〈シャドウ〉の一機を捉えた。だが小口径の徹てつ甲こう弾だんは、胸部の装甲で弾はじかれる。ためらわず連射。二発、三発、四発──五発目でようやく、装甲を抜けた。

　胸部の急所を撃うち抜かれ、崩くずれ落ちる〈シャドウ〉。だが残るもう一機の応射が、一号機に迫せまる。

　避よけきれない。

　一発、二発──敵てき弾だんが一号機をかすめ、装甲を削けずり取る。激しい振しん動どうに晒さらされるコクピット。バランスを崩し、たたらを踏んだ機体に突つきつけられた〈シャドウ〉の砲門が、達哉の目に焼きついた。

『させない！』

〈シャドウ〉の背後から、巨きよ大だいな影が襲おそいかかった。振り下ろされた剛ごう腕わんの一撃が、その機体を捉える。

　菊乃の〈レイヴン〉四号機だ。左肩の多目的クローに拘こう束そくされ、〈シャドウ〉は激しくもがいた。

「ありがたい！」

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。一号機は弾たまの切れかけたハンドガンを放ほうり投げ、右手を大地について機体を支える。

　獣けもののような四よつん這ばいの姿勢から、地面を転がるように疾しつ走そう。敵機に迫る一号機の左手で、構えた単分子カッターが作動する。

　無言の一いつ閃せん。下の低い姿勢から突き出された刃やいばは先ほどと同様、正確にコクピットを貫いた。

　一瞬だけ断だん末まつ魔まのように大きく動いた〈シャドウ〉だが、直すぐに作動を停止した。四号機がクローの拘束を解除すると、横転する。

　短く激しい戦せん闘とうは終わり、ガルナスタンの山々に夜の静せい寂じやくが戻もどった。




　目の前の戦闘に、菊乃は動どう揺ようを隠かくせなかった。

『悪い、助かった』

「い、いいえ。大したことはありません」

　通信機から聞こえる達哉の声は、まったくもって平静で、普ふ段だん通りのものだった。その事実が、菊乃の心を波立たせる。

「達哉さんが〈シャドウ〉を引き受けてくれたおかげで、わたくしは楽に包囲を抜けられましたから」

　その後に合流ポイントから達哉の援えん護ごにルートを戻ったため、図はからずも敵を挟はさみ撃ちにできた。それはいい。問題は──

　菊乃は、三機の〈シャドウ〉の残ざん骸がいを確認する。いずれも正確に、コクピットを破は壊かいされていた。

「オペレータを狙ねらったのですね……」

『それが？』

　達哉の声がわずかに上ずった。

『あの状じよう況きようじゃ、やりすごせなかった。戦うしかなかったんだ。そうだろ？　なら、こうするしかないじゃないか!?』

「達哉さん、落ち着いて──」

『逃がせない！　逃がしたら、今の俺たちの状況が全部バレちまう！　そうなれば、一巻の終わりだ！　違うか菊乃！』

　なだめる菊乃だが、達哉は静まらない。

『俺は、まだ死ねないんだ!!』

　その叫びは、まるで悲鳴のようだった。菊乃は何も答えることができない。

　しばし流れる時間。無言のコクピットで、通信機から聞こえる荒あらい息づかいが、徐じよ々じよにおさまってきた。菊乃はおそるおそる、達哉に声をかける。

「──落ち着きましたか？」

『ああ、先を急ごう……すまない』

　別人のように冷静さを取り戻した達哉の声に、菊乃は言いしれぬ不安を感じた。




　　　　２




　小型ヘリのキャビンは、断続的な振動に晒されていた。

　アデリーナ・ケレンスカヤは無言のまま、固いシートにタンクトップの背中を預けていた。両手にかけられた手て錠じようを、ぼんやりと見下ろす。

「不満ですか？」

　声をかけたのは、アデリーナの向かいに座る赤毛の女性だった。現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長秘書の、ナタリアである。

　いつも通りの、隙すきのないスーツ姿。眼鏡めがね越ごしの怜れい悧りな視線からは、彼女の内心をうかがうことはできない。

「別に」

　そっけない声で、アデリーナはそう一言だけ答えた。それっきり、ヘリのキャビンに沈ちん黙もくが戻る。

　耳みみ障ざわりなエンジン音だけが、低く響ひびいていた。

　アデリーナにせよナタリアにせよ、口数の多い方ではない。とはいえ二人が黙だまっているのには、他ほかに理由がある。

（ナターシャ……）

　彼女の愛あい称しようを、アデリーナは声には出さずにつぶやく。

　アデリーナにとってナタリアは、かつての恩人であり、上官であり──そして今では、何度も砲ほう火かを交えた敵手だ。現に先日の戦闘でアデリーナが捕らわれた直接の原因は、ナタリアにある。

　彼女と〈レイヴン〉二号機が乗っていた輸送ヘリが、ナタリアの〈レガトゥス〉による狙そ撃げきで撃ち落とされたのだ。

　それにもかかわらずアデリーナは、ナタリア本人に対して怒いかりを感じていない。それ以前にいまだ、彼女に接する態度を決めかねていた。

（むしろ、憎にくめたら楽なのに）

　そんなアデリーナの思いを知ってか知らずか、ナタリアはヘリの窓から外を見やりながらつぶやく。

「そろそろ、到とう着ちやくします」

「そうか」

　アデリーナもつられて、背後の窓を見返す。ヘリはすでに、首都ガルナバシュの上空に差しかかっていた。

　眼下に広がる雑然とした市街には、まだ戦火の爪つめ痕あとが生々しく残っていた。砲ほう撃げきで倒とう壊かいした建物、撤てつ去きよされずに放置されたままの瓦が礫れき、街路に刻まれた戦車の轍わだちやＡＳの足あし跡あと、力なく列をつくって食しよく糧りようの配給を受ける市民たち。

「酷ひどいものだな」

　逸それそうになる視線を、アデリーナは意識してそのまま留とどめる。

　ガルナバシュでの市街戦に、アデリーナ自身は参加していない。ガルナスタン正規軍、パルミシュ将軍の反乱軍、漁夫の利を狙ったロシア軍特殊部隊スペツナズ、そして現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が放った〈ケントゥリア〉の群れ──これらによる三みつ巴どもえ、四つ巴の戦闘が、この戦せん禍かをもたらした。

　だがアデリーナたち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がクーデターに加担していたのも、紛まぎれもない事実だ。

「すでに、クーデター自体は鎮ちん圧あつされました。首しゆ謀ぼう者しやであるパルミシュ少将は死亡が確認されましたし、参加した共和国防衛隊の各部隊も投降しています。ごく一部の例外を除いては」

「例外？」

「ええ。イランとの国境地帯で、ＡＳ─１の一号機と四号機がいまだ逃走中です」

　変わらず淡たん々たんとしたナタリアの声に、アデリーナは頭をハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「──タツヤとキクノが!?」

　思わず腰こしを浮うかせるアデリーナへと、ナタリアは静かに言葉を続ける。

「ガルナスタン軍も、手こずっているようですね。イランへの刺し激げきを恐おそれて、大規模な部隊や航空戦力を投入できない。小規模なＡＳ部隊を探たん索さくと追つい撃げきに出しては、返り討うちに合っているそうです」

「そうか……」

　やや低い声でそう答え、アデリーナは席に座り直す。一瞬の驚おどろきが過ぎ去った今、彼女の端たん整せいな顔は不ふ機き嫌げんそうにしかめられている。

　達哉と、ついでのおまけに菊乃が健在だという報しらせは、アデリーナにとって朗報だ。朗報のはずだ。

　だがあの二人が、二人きりで行動しているという事実を、なぜか虚きよ心しんでは喜べない。胸の奥に、重いしこりを感じてしまう。

「それで、わたしにも二人の情報を吐はき出せと言うのか。ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。誰だれが貴様らに協力など──」

　そうまくし立てるアデリーナの言葉が、ふと途と切ぎれる。彼女をじっと観察しているナタリア、その口元がわずかに緩ゆるんでいたのに気づいたのだ。

「何がおかしい」

「そういうところは、変わりませんね」

　そう言ってナタリアは、今度こそ確かな笑えみを浮かべる。

「ふん」

　不機嫌そうに、アデリーナは目を逸らした。




　ニサ基地に設営されたプレハブ式のＡＳ格納庫に足を踏ふみ入れて、ミハイロフは目を細めた。

　燃料やオイルの鼻をつくような臭におい。各種エンジンや工具類の撒まき散らす騒そう音おん。そこかしこで、激しい火花が散っている。

　そういった暴力的なまでの喧けん噪そうは、ミハイロフにとって馴な染じみのものである。

「どうだ、状況は？」

　そう声をかけると、ヨナタン・クルピンスキーが振ふり向いた。いつもの白衣にヘルメットという姿で、作業を監かん督とくしていたのだ。

「ご覧の通りだよ、社長」

　相変わらずの大おお仰ぎような仕草で、クルピンスキーは白衣の肩かたをすくめてみせる。

「色々と無茶させすぎたからね。無事な機体もバラして検査しないと、危なっかしくて使えないし。動ける機体は、優先的に例の場所へと送っている」

「そうか」

　予想通りの返答だった。

「次の任務が決まったのかね？」

「東部の国境に、まだロシア側の部隊が残っている。その排はい除じよだ」

「なるほど、その戦力さえ追い散らせば当面は安あん泰たいだということだね」

　現状においてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉隊は、ガルナスタン軍の切り札だ。急きゆう峻しゆんな山さん岳がく地帯が続く東部国境ならば、絶大な戦果をあげることだろう。

　ミハイロフにとって、懸けん案あんは別にあった。

「むしろ、逃にげ出した〈レイヴン〉二機の追つい跡せきを考えた方がいいんじゃないかね？　まだ捕つかまえてないのだろう」

「……そうだな」

　その返答に、ミハイロフは言い淀よどんだ。内心を言い当てられた不快さが、わずかによぎる。

「キクノとあの小こ僧ぞう、存外にうまく立ち回っているようだ。ガルナスタン軍の連中が追い回しているようだが、逆に嚙かみつかれて痛い目にあっている」

「そうなると、鴉からすくんたちを狩かり出すための猟りよう犬けん役として、〈ケントゥリア〉を使いたいところだねえ。ふむ──」

　どこまで本気なのか、クルピンスキーは考えこむそぶりを見せる。

「損傷の激しい機体を部品取り用に解体すれば、もう五機くらいは調達できるかな。どうだい、それで？」

「やめておけ、共食い整備など、ろくな結果にならん」

「それは、確かにそうだけどね……そう言えば、彼女はもう行ったのかね？」

「彼女──ケレンスカヤのことか？」

　急に話題を変えられ、ミハイロフはやや戸と惑まどう。

「先ほど、ガルナバシュへのヘリを出した。それがどうした？」

「いや、何。ひょっとしたら、あれを使えないかと思ってね」

　クルピンスキーが指し示した先を見やり、ミハイロフは太い眉まゆをひそめる。そこには、一機のＡＳが安置されていた。

　いや、それをＡＳと呼んでもよいのだろうか？　大破し、ほぼ原形を留とどめていないそれは、もはやただの残ざん骸がいでしかない。

「〈レイヴン〉の二号機か」

　先日の戦せん闘とう後、ナタリアが撃げき墜ついした米軍のヘリから、オペレータのアデリーナ共々回収した機体だ。

「以前にユーコン研で解かい析せきした時、予備のパーツを一ひと揃そろえ複製しているからね。ほとんど新規の組み立て同然だけど、修理は可能だよ」

「…………」

「もっとも今の砲ほう戦せん型ではなく、当時のままの仕様になってしまうけどね」

　そうまくし立てるクルピンスキーを、ミハイロフはにらんだ。

「貴様、何を考えている」

「いやいや、あまり凄すごまないで欲しいのだがね。単なる、そう──ちょっとした思いつきというやつだ。他意はないんだよ、社長。本当だとも」

　冷ひや汗あせをにじませながら、クルピンスキーはそう答えた。以前にミハイロフから締しめ上げられたのを思い出したのか、襟えり元もとをゆるめる。

「そうそう、追加の機体ならこういうものも到着する予定なんだよ。少しばかり使い勝手は悪いが、戦力としてはどうかね？」

　差し出されたタブレットＰＣの画面に、ミハイロフは目を走らせた。

「……〈バリストラ〉？　どういう意味だ」

「古代ローマ軍の攻こう城じよう兵器だよ。要するにだね──」

「また貴様の趣しゆ味みか」

　始まりかけたクルピンスキーの説明を、ミハイロフはあっさり遮さえぎった。不満げなクルピンスキーを無視し、タブレットの図面を確かく認にんする。

「何だ、これは？」




　ソ連からの独立後、ガルナスタン共和国にはアタエフ一族によるほぼ完全な独裁体制が確立している。

　国家元首である大統領は終身制。バルイシュ・アタエフ初代大統領の死後は、娘むすめのムーザ・アタエフ現大統領が97％の投票率を得て就任した。

　一院制の議会は、ガルナスタン民主党──ソ連時代のガルナスタン共産党が改名したものだ──による事実上の一党独裁制である。その党首もまた、大統領親子がそれぞれ務めていた。

　そして現在、首都ガルナバシュの中央にそびえ立つ共和国宮きゆう殿でんは、新たな主あるじを迎むかえていた。

「──以上で報告を終わります、閣下」

「ん、ご苦労さん」

　大統領宮殿最上階の執しつ務む室で、オルカン・アタエフ大統領代行は外務相の報告にうなずいた。着き崩くずされた軍服に、長い両りよう脚あしをデスクに投げ出しただらしない格好だが、その場の誰もが咎とがめようとしなかった。

「南カフカスとは、話がついたわけか」

「は、はい。来月一日の発表という線で合意いたしました」

　小男の外務相は、汗をふきながらそう答えた。孫のような年とし頃ごろのオルカンと直接に眼めを合わせられず、手にした書類ばかり凝ぎよう視ししている。

「あそこの国々も、ロシアには色々と煮にえ湯ゆを飲まされているからねえ。特にコルキスとかさ」

　デスクに置かれた小こ振ぶりな地ち球きゆう儀ぎを、オルカンは靴くつの爪つま先さきで回す。ちょうどガルナスタンが蹴け飛とばされたのを見て、外務大臣は顔を強こわ張ばらせた。

　ガルナスタンにとって南カフカス諸国は、黒こつ海かいを隔へだてた対岸に位置する。それらの国々と共同でパイプラインを敷ふ設せつし、天然ガスや石油といったカスピ海の豊富な資源を、ロシアを経ることなく独自に欧おう州しゆうへと輸出する──その遠大な計画が、いよいよ現実の物と成りつつあるのだ。

「では閣下、こちらにサインをお願いします」

「りょーかい、どれどれ……」

　うやうやしく差し出された書類を、オルカンは気安く受け取る。悪あく趣しゆ味みに飾かざり立てられたデスクからは足を下ろし、ペンを手にした。

　そんな彼に外務相は、深々とうつむいたまま尋たずねる。

「あの、代行閣下。ムーザ閣下のことですが──」

「お袋ふくろがどうしたのかい？」

「りょ、療りよう養よう中とのことですが、ご容態はいかがでしょう？」

　その問いにオルカンは、署名の手を止めた。顔に張りついたような薄うすい笑みが、その質を変える。

「さあね。まだ政務は難しいみたいだけど」

「それは存じております。ですが──」

　意を決したように顔を上げた外務相は、そのまま絶句した。

　デスクの上でオルカンは、サイン中の書類を折り曲げていたのだ。

「い、一体何を──」

　喘あえぐような外務相を、オルカンは完全に無視していた。書類を折り曲げ、開き、また折り──直すぐに書類は、紙飛行機へと仕上げられた。

「それ」

　ごく軽い動作で、オルカンは紙飛行機を投げた。窓から吹ふきこむ風に乗って、ふわりと舞まい上がる紙飛行機。だが次の瞬しゆん間かんには平へい衡こうを崩くずし、あっさりと床ゆかに墜つい落らくした。

「どうも調子が悪いみたい。後にしてくれる？」

「で、ですが閣下──」

「僕は、後にしてって言ったんだよ」

　そう低い声で告げると、外務相はうろたえたように後ずさる。

「も、申し訳ございませんでした」

　ひび割れた声でそう答えた外務相は、まるで逃げ出すように執務室を後にした。

「は──」

　せせら笑ったオルカンは、ふと卓たく上じようのＰＣに手を伸のばした。手早く操作し、モニターに映った画像を見やる。

　その口元が、愉ゆ悦えつと満足でねじ曲がった。

「やあ、大人しくしてるみたいだね。それでいいんだ」

　接続されたマイクのスイッチを入れ、そう呼びかけた。

「そろそろ僕たちの友達が来るころだ。楽しみにしててね」




　アデリーナたちを乗せたヘリが向かったのは、首都ガルナバシュの中心部に広がる独立広場だった。

「荒あれているな」

　ヘリポートに着陸した機体から降り、アデリーナはつぶやく。

　クーデター時に市街戦の中心となった独立広場は、戦火の被ひ害がいを大きく受けていた。

　地面を覆おおう鮮あざやかなタイル舗ほ装そうは、ＡＳの戦闘機動によって踏ふみ砕くだかれていた。流ながれ弾だまで吹き飛ばされた噴ふん水すいに、薙なぎ払はらわれた糸いと杉すぎの並木。半はん壊かいした博物館は、天てん井じようと壁かべの大穴から絨じゆう毯たんの展示がのぞいている。

　独立広場の周辺には、共和国宮殿や議会の議事堂、主要官庁といった国政の中心が集中している。そんな一帯でさえ、復旧はほとんど進んでいない。

　これが、ガルナスタンの現状だった。

「まるで、この国の縮図ですね」

「そうかもな」

　一人言じみたナタリアの言葉に、アデリーナもうなずいた。かつての上官に先導され、アデリーナは歩き出す。

　周囲は、一個分隊ほどの兵士に囲まれている。向かうのは、共和国宮殿の方向だ。

　兵士たちから銃じゆう口こうを突つきつけられても、アデリーナはまったく平然としていた。その様子は、ふてぶてしくさえ見えていたかもしれない。悠ゆう然ぜんと歩きながら、周囲を見回す余よ裕ゆうもある。

　広場からは市民たちが排はい除じよされ、武装した兵士が配備されている。戦車や装そう甲こう車、そしてＡＳも。

（あれは、〈ケントゥリア〉──当然か）

　立ち並ぶＡＳの中には、幾いく度どとなく戦った無人ＡＳの姿もあった。無機質な動きで立りつ哨しようを続ける〈ケントゥリア〉の一機が、ふとアデリーナの方向を見やる。

「────!?」

　赤く明めい滅めつする十字型の光学センサを目にした瞬間、アデリーナの背筋を悪お寒かんが駆かけ抜ぬけた。

　搭とう乗じようするオペレータを持たず、ただ人工知能ＡＩの命じるままに動くはずの無人兵器。だが〈ケントゥリア〉と目を合わせた時、アデリーナは赤い十字眼の奥に存在しないはずの情動──あるいはそれに近い何かを感じたのだ。

　思わず、足が止まった。

　幼いころから少年兵だったアデリーナは、戦場で敵味方を問わず様々な負の感情に晒さらされたことがある。

　悪意。敵意。殺意。欲よく望ぼう。

　今、アデリーナが〈ケントゥリア〉から感じていたものは、それらに近いようで、どこかが異なっていた。もっと原始的プリミテイブで、異質な欲よつ求きゆう──

「どうしました、リーナ？」

　けげんそうなナタリアの言葉に、アデリーナは我に返った。

「……い、いや……何でもない」

　もう一度、先ほどの〈ケントゥリア〉を観察する。ルーチンワークで周囲の警けい戒かいを続ける姿は、ただの無人ＡＳにしか見えない。

　先ほどの異質で不気味な印象は、雲うん散さん霧む消しようしていた。

（錯さつ覚かくか。どうやらわたしも少し参っているようだな）

　気づかれぬよう小さく息をついて、また歩き出す。と、目指す共和国宮殿の方向が、いつのまにか騒さわがしくなっていたことに気づいた。

「どうやら、迎えが来たようですね」

「迎え？」

　宮殿の門前に、兵士が慌あわただしく集まっていた。とはいってもクーデターの際、反乱部隊のＡＳによる攻こう撃げきで、正門の一帯は吹き飛ばされている。

　そのため脇わきの、勝手口じみた小さな門の前で兵士が列を作っていた。やがて内側から門が開かれ、まだ若い男が姿を現す。

「やあ、久しぶりだ。君はアデリーナさん、で良かったかな？」

「ほう……」

　その人物の姿に、アデリーナは驚おどろいていた。

　実際に顔を合わせたのは一回だけ、それも大して長い時間は過ごしていない。だが、それで十分とも言える。

「一いつ介かいの捕ほ虜りよに、国家指導者わざわざのお出迎えか。暇ひまなのか？」

「ははは、相変わらずきついねえ」

　周囲の兵士が色めき立つ中、オルカンは楽しそうに笑ってそう答える。下手な芝しば居いじみた、大おお仰ぎような仕草だった。

（ずいぶんと変わったな）

　切れ長の目を、アデリーナは細めた。

「今日は大切なお友達のことについて、ちょっと話がしたくてね」

「友達？　誰だれのことだ」

「決まっているだろう、タツヤだよタツヤ」

　分かりきった言葉を、オルカンは繰くり返した。取り繕つくろった笑え顔がおの下から、隠かくしきれない悪意の片へん鱗りんがのぞく。

（これは？）

　再びアデリーナは、悪寒に躰からだを震ふるわせる。今のオルカンから、先ほどの〈ケントゥリア〉と似た何かを感じたのだ。

「何にせよ、歓かん迎げいするよ」




「とりあえず、こっちに来てよ」

　笑みを顔に張りつけたオルカンに先導され、アデリーナとナタリアは共和国宮きゆう殿でんの廊ろう下かを歩いていた。

　一歩一歩を踏み出す度たび、深々とした絨毯にブーツの踵かかとが埋うずまる。赤を基調とした絨毯には、鳥や獣けもの、それに人などの意い匠しようが、巧たくみに抽ちゆう象しよう化して織りこまれている。

　一同はアデリーナたちを中心に、周囲を武装した兵士の一個小隊が取り巻いている。宮殿の廊下は彼らが横隊を組めるほどの広さがあるものの、装そう飾しよく自体はいたって簡素なものだった。

　天井や壁を彩いろどる、絨毯と同じ様式の飾り布。柱に施ほどこされた、幾き何か学がく的で精せい緻ちな彫ちよう刻こく。精々、その程度のものだ。

（意外だな）

　独裁者の住まう宮殿と言うからには、きっと鼻持ちならない悪趣味と成金趣しゆ味みの塊かたまりに違ちがいない──そんな偏へん見けんを抱いだいていたアデリーナだが、肩かたすかしを受けた気分だ。

　そんなことを考えていると、廊下の一角でオルカンが足を止めた。扉とびらの前で、警備の兵士たちを振ふり返る。

「ここまででいいよ。君たちは帰って」

「は？　それは危険です、大統領代行閣下」

　オルカンの命令に、兵士たちは戸と惑まどう。

「心配ないよ。ちょっとお友達と話すだけなんだし」

「友達と言われましても──」

　なおも食い下がる兵士たち。それはそうだろう。オルカンの言う友達──すなわちアデリーナは、捕虜なのだから。

　加えて言うならば、ナタリアも信のおけない傭よう兵へいだ。

（それにしても、友達とはな）

　ややうんざりとしたアデリーナだが、その言葉に小さな疑念が胸をよぎる。

　今の『友達』という言葉は、アデリーナとオルカンがわずかに触ふれあったあの邂かい逅こうを揶や揄ゆしているのだろう。あの場にいたのは二人に加え、達哉と、もう一人──

（ソラヤは、どうした？）

　ガルナスタン陸軍少しよう尉いソラヤ・パルミシュ。反乱の首しゆ謀ぼう者しやであるパルミシュ将軍の一人ひとり娘むすめだ。父同様にオルカンの腹心でありながら、彼を裏切って反乱に身を投じた少女。

　パルミシュ将軍が錯さく綜そうする戦火の中で戦死したことは、ガルナスタン政府がすでに発表している。だがソラヤについては、何一つ触れられていない。

　すでに捕とらえられたのか、辛かろうじて逃にげ延のびているのか、あるいはもはやこの世の住人ではないのか。

「あのさあ、まだ分からないかなあ？」

　苛いら立だたしげなオルカンの声が、アデリーナを思考から引き戻もどす。

「僕はもう、命令したんだけど」

「……失礼いたします」

　オルカンが言葉を重ねると、ついに兵士たちは引き下がった。

「いやあ、面めん倒どうをかけたねケレンスカヤさん。入った入った」

　別人のように朗ほがらかな物もの腰ごしと態度で、オルカンはそう言った。自分で扉を開き、アデリーナたちを招き入れる。

「こういう場合、鬼おにが出るか蛇じやが出るか──だったかな」

　聞こえないよう小声で、習い覚えた日本語の言葉をつぶやきながら、アデリーナは室内へと足を踏み入れた。

　廊下と同様、室内のつくりはごく簡素なものだった。

「まあ、とりあえず楽にしててよ」

　率そつ先せんしてソファーに腰こしかけながら、オルカンはそう言った。その目が、アデリーナの手て錠じようで止まる。

「もっとも、そんなものつけてたら、くつろげないかな？」

「くつろげないと言えば、外してくれるのか？」

「それは──」

「──無理に決まっているでしょう」

　オルカンの答えを遮さえぎるように、ナタリアが断言した。いつもの彼女らしくない、性急な口調だった。

　もしかしたらオルカンが『手錠を外していい』などと、とんでもないことを言い出すのを危き惧ぐし、機先を制したのかもしれない。

「別に、大したことではない」

　アデリーナはそう答えながら、ソファーに座った。彼女の好みからすれば少々柔やわらかすぎたが、贅ぜい沢たくを言える立場でもない。

　ふてぶてしくソファーにふんぞり返ったアデリーナを見て、オルカンは軽く肩を震わせながらリモコンを手に取る。スイッチを押しこんだ途と端たん、部屋が軽く揺ゆれた。

「これは？」

「地じ震しん？──いや」

「何だろうねえ？」

　戸惑うアデリーナとナタリアを、オルカンはにやにや笑いながら見ている。小刻みに揺れ続ける部屋と、目まいに似たかすかな感覚。これは──

「部屋そのものが、下降しているのですか？　エレベーターになっている」

「ご名答」

　ナタリアの言葉を、オルカンは満面の笑みで肯こう定ていする。

「……下らん」

　あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに、アデリーナはすっかり呆あきれ返ってしまった。

「うちの祖じ父いさんが、わざわざこしらえたらしいよ。ここまでくるともう、エドガワ・ランポの世界だよね」

「時代劇もそうだが、ずいぶんと日本のサブカルチャーに興味があるようだな」

「ん、まあね。死んだ親父おやじが、そういうの好きだったから──と」

　やや大きな揺れと共に、エレベーターと化した部屋の降下は止まった。芝居がかった仕草で、オルカンは立ち上がる。

「ランポ先生の作品だとこの先、退たい廃はいと背徳の地下王国が広がっているのがお約束だけど、どうする？　ご婦人方には少々刺し激げき的かもしれないけど、それでもご覧になりますか？　強制はしないよ」

「見せたいものがあるから、わざわざ連れてきたのだろう。三文芝居のような口上はいいから、早くしてくれ」

　脅おどすような、煽あおるようなオルカンの言葉だが、アデリーナは毛筋ほどの動どう揺ようも見せない。そのままソファーから立ち上がる。

　ナタリアは無言のまま、眼鏡めがね越ごしに冷ややかな目線をオルカンに向けた。

「面おも白しろくないなあ」

　つまらなそうに言いながら、オルカンが自ら扉を開く。その向こうに広がった光景を見て、アデリーナは眉まゆをひそめた。

「これは……」

　がらんとした広大な空間が、目の前に広がっていた。天てん井じようも壁かべも床ゆかも灰色のコンクリートの打ちっぱなしで、ひどく寒々しい。

「晩年の祖父さんが造らせた、ご自じ慢まんの核かくシェルターだ。とりあえず、こっちについて来なよ」

　先導するオルカンに従い、アデリーナとナタリアが歩き出した。

　足音だけがかつかつと、冷たい通路に響ひびいた。沈ちん黙もくに耐たえかねて、というわけでもないだろうが、ナタリアがぽつりとつぶやく。

「官かん邸てい地下の、大規模シェルターですか。まるでナチス・ドイツの総統地ち下か壕ごうだ」

「へえ、ロシアの軍人サンはそういう風に考えるんだ。ちょっと怖こわいなあ」

　どうやらコンクリートの内ない壁へきで仕切られたいくつかのブロックの周囲を、通路が巡めぐる構造のようだ。ときおり通路に重たげな鉄てつ扉ぴが据すえ付けられているが、オルカンは無視して先を急ぐ。

「地下──ええっと、何十メートルだったかな？　とにかく、核かく戦せん争そうが起きてもびくともしないって代しろ物ものらしいよ。試ためしたことないけど」

「試した時には世界が滅ほろびているだろう」

「いや、まったくだね」

　アデリーナとしては、別に冗じよう談だんを言ったつもりはない。だがオルカンは、面白そうにうなずいた。

　嚙かみ合わない会話に苛立ちと、そしてかすかな不安がこみあげる。

「ここまで造ったところで祖父さんがくたばってさ。お袋ふくろは馬鹿馬鹿しくなってそのまま放置。それを孫の僕が有効活用──してるのかな？」

「活用だと？」

「ま、こういう風にね」

　通路の突つき当たりに、頑がん丈じようそうな扉が設置されている。その脇わきのコンソールに、オルカンは素す早ばやく一連の数字を入力した。

　ゆっくり軋きしみながら、扉が自動で開き始める。

「電気が生きているのは、エレベーターからこのブロックまでだよ」

　オルカンが言わずもがなの説明をしているうちに、扉は開ききった。その奥にわだかまる、黒々とした闇やみ。

　アデリーナが目をこらした瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに電灯がつく。

「────！」

「あははは、ごめんごめん。ちょっとしたジョークだよ」

　一時的に視界を失い、目を閉じて後退するアデリーナ。そんな彼女を、オルカンは遠えん慮りよなく笑った。

（……こいつ）

　耳みみ障ざわりな笑い声を無視し、拘こう束そくされた両手で目をおおいながら瞬まばたきを繰くり返す。徐じよ々じよに戻ってきた視界に、扉の奥が映し出される。

　桁けた外はずれに広い空間だった。広さも奥行きも高さも、ドーム球場くらいはありそうだ。そして何より、そこにうずくまる巨きよ大だいな影かげ──

「〈ケントゥリア〉、だと……」

　駐ちゆう機き姿勢を取った、十数機の無人ＡＳ。思いがけない光景に、アデリーナは低い声で言った。

「ＡＳ格納庫なのか？　シェルターの中に？」

「本来の計画じゃ、ＡＳ用の工こう廠しようまで造る予定だったみたいでね。凄すごいだろ、これ。祖父さんの壮そう大だいな夢ってやつだ」

「…………」

　もはやアデリーナは、言葉を失っていた。

「ルーマニアでのことを、覚えていますか」

「チャウシェスクの、クインコム地下要よう塞さいか」

　ナタリアの言葉にアデリーナは、以前にカエサル・プロジェクトを追って潜せん入にゆうした、ルーマニアでの戦せん闘とうを思い出す。彼女との再会を果たしたあの場所もまた、未完成の地下施し設せつが舞ぶ台たいだった。

（なるほど、確かに似ている）

　共に旧東側陣じん営えいの独裁者によって建設された、巨大な地下要塞だ。撞どう着ちやくする野心と保身が生み落とした、壮大で空くう虚きよな迷めい宮きゆう。

　あくなき権力への執しゆう着ちやくと、没ぼつ落らくに対する病的なまでの恐きよう怖ふ。それらがない交ぜになった心理とは、一体いかなるものか？

　アデリーナには分からない。分かりたくもない。

（それならば）

　自分と同年代ながら、それらの妄もう執しゆうを押しつけられた少年の心理とは、一体どのようなものだろうか？

「さて、と──」

　ちょうどそのタイミングで、オルカンが振ふり向いた。まるで自身の内心を見み透すかされた気がして、アデリーナは驚おどろく。

「ケレンスカヤさん。僕は君に対して、別に恨うらみとか意い趣しゆだとかがあるわけじゃないんだ。本当だよ」

　形だけ丁てい寧ねいな言葉に、アデリーナの脳内で警報が鳴った。

「でも、彼がちょっとね」

「彼？」

「ああ、彼だ」

　オルカンがそう言うのと同時に、うずくまっていたＡＳの一機が立ち上がった。

「あれは？」

〈ケントゥリア〉ではない。あの無人ＡＳや〈レガトゥス〉と同系列の機体ではあるようだが、初めて見る機種である。

「そう言えば、君たちにお披ひ露ろ目めするのは初めてだったね。これは〈トゥリヌス〉──僕の相棒だよ」

「見ての通り、ジオトロンから送られたカエサル・プロジェクトの新型機です。ですが、なぜここに？」

　ナタリアも、怪け訝げんそうな様子だ。人気のない地下空くう洞どう、無言で近づく無人ＡＳの姿には、言いしれぬ不気味さと迫はく力りよくがある。

（これは？）

　先ほどの独立広場で、〈ケントゥリア〉から感じた違い和わ感かん。それと同種、かつはるかに密度を増した感覚だった。

　頭部のカメラアイが、アデリーナに焦しよう点てんを合わせる。

（こいつ、わたしを──？）

　背筋を走る悪お寒かん、同時に〈トゥリヌス〉が、立ちつくすアデリーナにマニピュレータを伸のばした。

「何です!?」

　ナタリアも驚きの声を上げる。

「くっ」

　とっさに身をかわすアデリーナだが、その動きには普ふ段だんの敏びん捷しようさがまったく欠けていた。足をもつれさせ、転てん倒とうした少女に、ＡＳの巨大な手が──

「止まれ」

　オルカンの静かな声と共に、〈トゥリヌス〉は動作を停止した。ほぼ眼前まで伸ばされていた指先を見上げ、アデリーナは息を吞のむ。

（こいつは一体、何をしようとした？）

　いくつかの、ぞっとするような想像が、脳のう裏りを過よぎった。

「いやあ、ごめんごめん。驚かしちゃったかな？」

　場ば違ちがいに陽気な声を上げながら、オルカンが近づいてくる。

「これはどういうことでしょうか、閣下？」

　不ふ審しんと憤いきどおりを隠かくさない様子のナタリアをあっさり無視し、若い独裁者はアデリーナを見下ろした。

「ちゃんと言い聞かせたつもりだったんだけど、どうも今回は聞き分けが悪くてね。彼もずいぶんと君にご執しゆう心しんのようだ。いや、正確には君と僕たち、その共通の友人に──と言うべきかな」

　意味深な物言いは、意図を悟さとるのに十分だった。

「タツヤのことか」

「ご名答」

　差し出されたオルカンの右手が、アデリーナの頰ほおに触ふれた。生温かい肌はだの感かん触しよくに、アデリーナは総毛立つ。

「君にも色々と協力してもらうよ、色々とね」

　やや腰こしを折り、転倒したアデリーナに手を伸ばしたオルカン──その姿勢は奇き妙みようなほど、停止した〈トゥリヌス〉のそれに酷こく似じしていた。
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　薄うす暗ぐらい部屋の真ん中で、クララ・マオは一人、膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。

「リーナ……」

　乾かわいた唇くちびるから、ぽつりと名前が漏もれる。

「……タツヤ、キクノ」

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長として、クララ自身が決めたガルナスタン紛ふん争そうへの参加──そのために喪うしなわれた、大切な仲間の名前が。

「アタシの、せいで──」

　力を失った少女の瞳ひとみが、床ゆかに置かれた黒光りする銃じゆう身しんに留まる。

　父のクルツから送られた、ボルトアクション式のライフルだ。彼自身が持つ年代物の愛銃の、復刻版らしい。

　いまだクララは、その銃口を人に向けたことはない。それどころか新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長になってからは、手にする機会すら遠ざけてきた。

　周囲──達哉やアデリーナ、ベルトランが向けてくれる、愛情や気づかいを知っていたから。

　自分は、戦わなくていいのだと。戦う必要などないのだと。

　だが──

『銃が人を殺すのではない、人が人を殺すのだ──こいつは詭き弁べんだ。最初から銃さえなければ起きなかった事件なんて、ごまんとある』

「パパ……」

　父の言葉が、耳に蘇よみがえる。

『だがそれでもお前が銃を──力を必要とするなら、俺は止めないさ』

　ぽつりと小声で、クララは空想の中の父に尋たずねた。

「今が、その時なのか？」

　ライフルは何も言わず、そして何も答えない。

「なあ、アタシは──」

「……失礼する」

　クララの繰り言は、静かで慇いん懃ぎんな声により一方的に断たち切られた。ノックもなしに開かれた扉とびらから入室してきたのは、スーツ姿の青年と、メイド姿の娘むすめだった。

　ラシッド王国第三王子のユースフ・アル・ケートリーと、その侍じ女じよを務めるサミーラ・ビント・ハッサンの二人だ。

「ユースフにサミーラか」

「いかにも」

　不ふ機き嫌げんさを隠さないクララに対して、ユースフの態度は鷹おう揚ようそのものだ。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長とスポンサーの対面にしては、どうにも問題が見える。

「別に呼んでねーぞ、アタシは」

「……社長が遅おそいから、朝食を持ってきた」

　部屋の暗さにメイド──サミーラ・ビント・ハッサンは、わずかに眉まゆをひそめる。だが、口にしては何も言わない。

　手にしたトレイを、小さなテーブルの上に置いた。

「いらねえ」

　そっぽを向いたクララの反はん抗こうをさらりと無視し、サミーラは窓にかかったぶ厚いカーテンを開く。

「おいコラ、何勝手な──うおっ!?」

　差しこんだ強い日差しを浴び、クララは顔をそむけた。その様子を見て、ユースフは首を振る。

「やれやれ、洞どう窟くつに引きこもるグールではあるまいし」

「……若、女の子にそれは失敬千せん万ばん」

　とっくに昇のぼりきった砂さ漠ばくの太陽が、強きよう烈れつな熱と光を投げかけている。窓から見える雲一つない鮮せん烈れつな青空と、日干し煉れん瓦がで築かれた中東の街並み、そしてその向こうに広がる乾いた大地。

　ここはクルディスタン共和国のオアシス都市アロンド、『アル・アイユーブ』というホテルの一室だ。現在は国連によって借り上げられ、クルディスタン駐ちゆう留りゆう平和維い持じ部隊の司令部として用いられている。

　ガルナスタンでの作戦に失敗したクララたち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、間かん一いつ髪ぱつで脱だつ出しゆつに成功した。以前から『保険』として秘密裏に連れん絡らくを取っていた、アメリカ海軍特とく殊しゆ部隊ＮＡＶＹ　ＳＥＡＬｓに救助されたのだ。

　そのままクルディスタンへと撤てつ退たいしたクララたちは今、このホテルに間借りしているのだが──

「朝食は、一日の活力の源。必ず摂とるべき」

「オメーら、アタシのママかよ。食いたくねーって言ってるだ──」

　口をとがらせたクララが、反抗的にそう言ったまさにその瞬しゆん間かん、少女のお腹なかが可愛かわいらしくクゥと鳴った。

　どうやら少女の胃い袋ぶくろは、持ち主の意志を裏切ったようだ。

「………………プ」

　きまり悪げに固まったクララを、サミーラは遠えん慮りよなく笑った。口元を押さえた慎つつましげな仕草が、実に腹立たしい。

　ちなみにユースフの方は、礼れい儀ぎ正ただしく無視を決めこんでいた。これはこれで、何やらムカつく。

「テ、テメーら──」

　握にぎり締しめた小さな拳こぶしをぷるぷる震ふるわせていたクララだが、やがて諦あきらめたように肩かたを落とした。

「ああ分かったよ。食えばいーんだろ、食えば」

「それだけそなたの体が健康で、栄養を欲ほつしている証しよう拠こよ。どれ、私もお相しよう伴ばんにあずかるとしよう。よろしいかな」

「勝手にしやがれ」

　真っ赤になって席に着いたクララの向かいに、ユースフも腰を下ろす。サミーラは黙もく然ねんと、朝食の皿を勧すすめた。

　英米式の、ボリューム満点なメニューだった。こんがり焼かれたぶ厚いトーストに、かりかりのベーコンやふわふわのスクランブルエッグ、豆の煮込みベイクドビーンズなどがたっぷりと添そえられている。

「……コーヒーと紅茶、どっちにする？」

「んー、ミルクねーか？　あったらそれで頼たのむ」

「……了りよう解かい」

　サミーラにそう答えながら、クララは朝食へ猛もう然ぜんと襲おそいかかった。たっぷりバターを塗ぬったトーストの上に、ベーコン・卵・豆をこれまたたっぷりと盛りつける。

「いただきま～す」

　あごが外れそうなほど大きく口を開き、クララはトーストにかぶりつく。健康的な咀そ嚼しやく音。たちまち口元や指、パジャマの胸むな元もとまで汚よごれるものの、クララ本人はまったく気にしていない。

　何とも見事な健けん啖たんぶりに、ユースフは好意的な笑えみを浮うかべた。

「……呆あきれた」

　カップに冷えたミルクを注つぎながら、サミーラは小さくつぶやく。とはいえ声にも表情にも、不快気な様子はなかったが。

　そんなサミーラを、クララは見上げた。

「これ、二人でも多いしさ、オメーも食えよ。人を立たせといて自分だけメシってのも、ちょっとアレだし」

「…………そう」

　自身の主あるじに、サミーラは視線のみで問いかける。ユースフの方は、ごくあっさりとうなずいた。

「……では、お言葉に甘えて」

　サミーラが、静かに腰を下ろす。もっとも彼女とユースフが取ったのは、パンとコーヒーのみというシンプルなものだったが。

「アタシなりに、これでも色々考えたんだ」

　パンをかじる手を休め、クララはユースフとサミーラにそう言った。いや、正確には二人に話しかけているのとは少し違ちがう。

　むしろ、自分自身の曖あい昧まいな考えをある程度の明確な形にまとめるため、あえて声に出している──と言った方が近い。

「あのさ、つまりだな……今のアタシに出来ることとか、しなくちゃいけないこととか、いろんなことがゴチャゴチャに──」

「一つ、大切なこと忘れていよう」

「え？」

　その返答は、思考に没ぼつ入にゆうしていたクララにも届いた。顔を上げたクララに向かって、ユースフは言葉を続ける。

「そなた自身の意志よ」

「つまり……どーいうことだ？」

「……出来ることや、しなければならいことだけじゃない。社長が──あなたが本当に『したいこと』は何？」

「アタシの、したいこと？」

　半ば呆ぼう然ぜんと、クララはつぶやく。

　虚きよをつかれたのか、あるいは自分の本心を見み抜ぬかれたのか。クララ自身にも、よく分からない。

「それは──そいつは……」

　少女の目が、壁かべに立てかけられたライフルに向けられる。

「アタシは……アタシも──」

「……失礼」

　再び自分の内側に没入しかけたクララへと、サミーラが手を伸ばした。握ったナプキンで、クララのべとべとに汚れた口元を拭ぬぐう。

「わ、悪い」

　あわててクララは、自分のナプキンで手を拭う。

「……気にしないで、仕事だから」

「別に、アタシがオメーをメイドに雇やとってるわけじゃねーんだがなあ」

　ややバツが悪そうに、クララはユースフとサミーラを交こう互ごに見やった。対するユースフは、静かに首を横に振ふる。

「ふっ、同じことよ。今の私はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員として、そなたに剣けんを捧ささげておるのだからな」

「……つまり、我が主の主は、我が主も同然」

　なぜか拳をつくって力説するサミーラに、クララは顔をしかめた。

「昔の日本アニメみてーなこと言いやがって」

「ほう、それは意外。『主あるを知って、主に主あるを知らず』がジャパニーズ・サムライというものではないのか？」

「オメーらの偏かたよった日本知識、いったいどこから引っ張ってるんだ？」

　クララはたちまち半眼になった。そんな『主の主』の不興をあっさり無視し、サミーラは古風に装そう飾しよくされた携けい帯たい端たん末まつを取り出す。

「そんな妙みようちきりんなデコ、アタシ初めて見たぞ」

「……何事も伝統と格式。若──」

「うむ。とりあえず今は、しなければならぬことから片付けるべきか」

　素す早ばやく端末のスケジュールに目を走らせるユースフ。

「昼過ぎには例の客人が見えるようだ。そなたも着き替がえと準備を」

「分かってるって。社長としてこう、ビシッと──」

　元気よく答えたクララだが、ふと言葉が途と切ぎれた。

「まだそれまでに、少しは時間あるだろ？　メシが終わったらさ、少しだけつきあってくんねーか？」

「……それは」

　クララからの申し出に、サミーラはユースフを見やった。少し考えた後、ユースフはごく軽くうなずく。

「構わぬよ」

「ありがとな。じゃあ、さっさと片付けちまうか」

　やや冷めかけたトーストに、クララは再び挑いどみかかった。




　広大な射しや撃げき場に、乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびきわたる。

「見事」

　双そう眼がん鏡きようをのぞきながら、ユースフはそう言った。

「ふう」

　大きく息を吐はきながら、クララは伏ふく射しや姿勢から身を起こす。

「一〇発撃うって、一〇〇〇ヤード先の標的に全すべて当てるか。相変わらず、見事な腕うでよ」

「……正直、信じられない」

　サミーラの声はいつも通りの静かなものだが、その奥には隠かくしきれない畏い怖ふの震えがあった。

「大したことねーよ、このくらい」

　そう答えながらもクララは、額ひたいににじんだ汗あせをぬぐう。さすがにこの長ちよう距きよ離りの射撃は、集中と消しよう耗もうを強しいたらしい。

「アタシのパパなら同じ距離で、鼻歌歌いながら一セントコインをドーナツにできる。アタシなんて、まだまださ。それにしても──」

　座りこんだクララは、周囲の訓練場を見回した。荒こう涼りようと乾き切った原野が、はるか遠くまで広がっている。

「なんで街中に、こんなだだっ広い訓練場があるんだ？　ＡＳの一個大隊が演習できそーだぞ」

「……ここ、元はホテルのゴルフ場」

「ゴルフ場？　それにしちゃ、ずいぶんと荒あれてるみてーだが」

「そもそもこのホテルからして、クルディスタンがイラクから独立するよりも前に建てられたものでな」

「そーなのか」

　ユースフの説明に、クララはうなずいた。

　ちなみに当時のイラクを支配していた軍事独裁政権は、二〇世紀末の湾岸戦争によって崩ほう壊かい。それを契けい機きに巻き起こった第五次中東戦争の混乱の中で、クルディスタン──クルド人は悲願の独立を果たしたのだ。

　クララが生まれる以前の話だ。

「このホテルは元々、イラク政府要人の保養用でな。当時は最新の灌かん漑がい設備で、ゴルフ場を維い持じしておったのだ」

「……独立後は止められてご覧の有様」

「砂さ漠ばくのド真ん中で、こんなに広いゴルフ場の芝しばに水まいてたのかよ」

　呆れ返ったクララは、あらためて周囲をながめる。

「なんつームダなゼータク」

「国が滅ほろびるのも、むべなるかな」

「……神は与あたえたもう、そして奪うばいたもう」

　なぜかサミーラの方は、何やら非常に厳げん粛しゆくな表情と声と仕草で、そう静かにつぶやいていたが。

「ま、いいや。せっかく久々に撃ってカンを取り戻もどせたんだ。モンク言ったら、バチがあたるってもんだ」

　手にしたライフルをじっとながめながら、クララはそう言った。その愛らしい顔に思い詰つめたような、小暗い表情が浮かぶ。

「そう、アタシにだってちゃんと力パワーがある。だから、きっと──」

「……それは無理」

　ごくあっさりと、サミーラは断言した。

「おい、アタシまだ、何も──」

「どうせ自分も社長として、ＡＳに乗って戦いたい。そうであろう？」

「う……」

　これまたあっさりと内心を言い当てられ、クララは口ごもった。

「で、でもさ、アタシだってＡＳの動かし方くらい知ってる！　タツヤから習ったんだ！　オメーらだって知ってるだろ!?」

「知っておるよ。そなたがまだ、〈シャドウ〉の機体を動かすことだけで精せい一いつ杯ぱいなことならな」

「……タツヤとの模も擬ぎ戦で、不意をついて一本取っただけのことも」

　主従そろっての指し摘てきに、クララは反論できない。

「……あなたの狙そ撃げきの腕は認める。本物の天才。私はおろか、若もリーナもあなたにはおよびもつかない」

「お、おう」

　淡たん々たんとした声で賞賛され、クララは目を白黒させた。うって変わった態度に、どうも反応に困る。

「だが、ただそれだけだ。仮に今のそなたが〈シャドウ〉に乗って戦場に出ても、ただの的にしかならぬ」

「アタシが、ただの射的屋ってことかよ」

　うつむいたクララは、小さな肩かたを震ふるわせる。そんな彼女を諭さとすように、サミーラはゆっくりと続けた。

「……今のあなたには、狙撃の技術を活用するための、戦術と経験がない。それを補わない限り──」

　不意に、言葉が途切れた。

「どうした、サミーラよ」

　不ふ審しんに思ったクララが顔を上げると、サミーラはひどく真ま面じ目めな表情で、何やらつぶやいていた。

「……戦術、経験……補う？──」

「おーい、サミーラ？　何かあったか？」

「……何でもない。今はまだ」

　言葉を濁にごしたサミーラが、時計を確かく認にんする。

「……もう、客人の来る時間」

「やべ、急いで戻らないと。ベルから大目玉くらっちまう」

　慌あわててホテルの本館に、クララは急ぐ。その後を追いながら、ユースフはサミーラを振り返る。

「社長の介かい添ぞえは、私に任せよ」

「……若？」

「そうよな──確かハッサンが、礼拝のため街に出ると言っておった。そなたも付き添そってみたらどうだ」

「……でも」

　ためらうサミーラに、ユースフが小さく笑う。

「何か良き思案を思いついたのではないか？　ならば、それを練る時が必要であろう」
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「…………」

　ユースフがそう水を向けると、サミーラはすぐにうなずいた。

「……感謝する」




　クララとユースフがホテルに戻ったのは、予定時刻の三分前だった。玄げん関かん口ぐちでの面めん倒どうなチェックに時間を取られたのだ。

「ええっと、場所どこだっけか？」

「三階の、第二小会議室であったな」

「それなら、エレベーターより走った方がはえーな！」

「同意しよう」

　クララとユースフは、互たがいにうなずき合った。そのまま一気にロビーを走り抜ぬけ、階段を駆かけ上がる。

　爆ばく走そうするロリータパンクと付き添いの貴公子は、周囲から奇き異いの視線を集めている。だが、一々気にしている余よ裕ゆうはない。

「よし、到とうちゃ──」

「待たれよ！」

　突とつ進しんの勢いのまま、会議室のドアを蹴けり開けようとするクララ。その襟えり首くびを、ユースフがつかんだ。

「むぎゅ!?」

　急制動をかけられた小さな体は、慣性の法則に従って、大きくのけぞった。

「何すんだよ？　ムチウチになるかと思ったじゃねーか」

　涙なみだ目めになったクララをたしなめるように、ユースフは指を立てた。

「急いでいるからこそ、余裕を見せる必要があるのだ。交こう渉しよう相手にこちらの焦あせりを見せるのは、避さけねばならぬ」

「そ、そうか。分かった」

　大きく深呼吸したクララは、時計を確認する。

「今だ」

「おうよ！」

　ユースフが静々と扉とびらを開き、そっくり返ったクララが堂々と入室する。

「待たせたな。アタシが──」

　やたらと大時代な態度で挨あい拶さつしようとしたクララを、着席していた若い男性が真っ先に振ふり返る。社長補ほ佐さとしてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を実質的に取り仕切っている、ベルナール・ベルトランだ。

「何を漫まん才ざいしているのですか、あなたたちは。社長はともかく、ユースフ殿でん下かまで」

「あー、それは──」

「不覚であった」

　どうやら廊ろう下かでのやり取りは、室内に筒つつ抜ぬけだったらしい。クララとユースフは、二人そろって目をそらす。

「そもそもとっくにお客様が到とう着ちやくしているというのに──」

「いやいや、構いませんよ私は」

「何だ、話が分かるじゃねーかよオッチャン」

　ニカッと笑ったクララは、『客』の向かいの席に勢いよく腰こしかけた。何か言いかけたベルトランは、諦あきらめたように口を閉とざす。

「お久しぶりです。今はあなたが、『マオ社長』でしたな」

　日本国陸上自衛隊の下しも村むら悟さとる一等陸りく佐さは、鷹おう揚ような態度でそう言った。もっともその目は、まったく笑ってなかったが。




「まずは、これを見てもらいたい」

　手て狭ぜまな会議室で、下村一佐は持ちこんだモバイルＰＣを操作しながらそう言った。モニターに映し出された動画を、クララたちはのぞきこむ。

　画像はかなり荒あらく、また小刻みに揺ゆれている。どうやら、ヘリから地上を撮さつ影えいしたもののようだ。

「これって」

　クララがそうつぶやきながら、愛らしい顔をわずかにしかめる。どうにも奇き妙みような風景だったのだ。

　鉄筋コンクリートやプレハブの建物が、一〇棟むねほど建ち並んでいるのだが、その周囲にはほぼ手つかずの原野が広がっている。舗ほ装そうされたアスファルトの道路も、どこにも続くことなく唐とう突とつに断たち切られていた。

　とはいえ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーにとっては見慣れた風景でもあるが。

「市街地演習場ですね。日本国内のものでしょうか？」

　ベルトランがそう尋たずねると、下村はうなずいた。

「ここからだ」

　カメラの視点が、画面上方へと移動する。演習場に落ちた影かげの方向と、モニターの片かた隅すみに表示された撮影時刻からして、おそらく北の方角だろう。

　画面から市街地（を模した演習施し設せつ）が消え、一面の原野が映し出される。そしてカメラが、それを捉とらえた。

　凄すさまじい速度で演習場を南下する、一機のＡＳ。

　双そう眸ぼう型の光学センサと左右のアンテナが特とく徴ちよう的な頭部、そして頑がん強きようなフレームがもたらした重厚かつ俊しゆん敏びんなシルエット──それらを目にしたクララが、やや戸と惑まどったようにつぶやいた。

「ありゃあ、〈レイヴン〉……だよな」

　深めの緑で塗と装そうされているものの、装備や仕様は達哉の一号機と同様の〈ブレイズ〉型のようだ。両りよう肩かたと両りよう腰こしのアジャイル・スラスタからプラズマの奔ほん流りゆうを断続的に噴ふかしつつ、陸戦兵器の常識を超こえた速度で演習場を疾しつ駆くしている。

　だがその姿に、クララは違い和わ感かんを覚えていた。

「ちょっと、止めてくれ！」

「どうぞ」

　クララがそう言うと、下村は動画を一時停止にする。静止したモニターを、クララはじっとにらんだ。

　うまく言葉にできないのだが、今までＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が預かっていた〈レイヴン〉の一号機から四号機までとは、何かが違ちがう気がするのだ。

「五号機なのか？」

「いや、違うな」

　首を横に振ったのは、ＡＳ─１開発主任の溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうだった。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で使っているＡＳ─１は、開発計画の凍とう結けつまでに上がっていたパーツを吐はき出して、こしらえたものだ。予備のパーツや追加の武装パッケージはともかく、機体自体は四機分しかねえ」

　本来は日本側の人間である溝呂木だが、今はオブザーバーよろしくクララの隣となりに腰かけている。いつもの白衣姿で盛せい大だいに紫し煙えんを吐き出す彼を、クララは嫌いやそうに見上げているが、口にしては何も言わない。

「つまり、どういうことかな」

　静かな声で、ユースフがそう尋ねた。静止した〈レイヴン〉の画像を、興味深げに観察しながら。

「凍結解除後に一からでっち上げた機体ってこったよ」

　面おも白しろくもなさそうにそう答えながら、溝呂木はサングラス越ごしに下村をにらみつけた。不ふ機き嫌げんそうだ。

「下村さんよぉ。第二ロッド──先行量産型が仕上がったってぇ話、俺ぁまだ聞いてねぇぞ？」

「それは失礼。主任も忙いそがしかったようだし、こちらの一存で進めさせてもらったよ。ＥＨＩ社の早はや川かわくん、まだ若いが中々に優ゆう秀しゆうだね」

「早川だとぉ!?」

　伝法な巻き舌の溝呂木とは対照的に、下村の口調は丁てい寧ねいだった。だが、その内容は慇いん懃ぎん無礼そのものだ。

　いくら海外にいるとはいえ、技術主任を無視して計画を進めたことを、堂々と認めたのだから。

「あのロッキンポ野や郎ろう……」

「続けるよ」

　不ふ穏おんな空気を無視し、下村は動画再生を再開する。クララたちがモニターを見やる中、溝呂木も渋しぶ々しぶ従った。

「さて、どんなモンかねえ」

　ブースト加速で疾しつ走そうする〈レイヴン〉は、そのままスピードを緩ゆるめることなく市街地演習場に直進する。

「お、おい、ちょっとヤバくね？」

　録画と分かっているのだが、クララは思わず不安そうに言った。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．における運用により、現状ではアジャイル・スラスタが市街戦で真価を発揮するのは難しいという結果が出ている。密集した建造物が、ブーストによる高速機動の妨さまたげとなるのだ。

　だが、その〈レイヴン〉は一味違った。

　市街地北ほく端たんの病院（を模した建造物）に激げき突とつする、その直前だった。〈レイヴン〉の両肩でアジャイル・スラスタが動いた。

　柔じゆう軟なんな可動でノズルを右に向け、再噴ふん射しや。

「へええ」

　それを見たクララが、感心の声を上げる。他ほかの面々も、それに倣ならった。もっとも溝呂木だけは、面白くもなさそうに画面をにらんでいたが。

〈レイヴン〉の機体は速度を落としつつも、左方向へと跳とぶ。

　ごく短い距きよ離りを跳ちよう躍やくしつつ、再びスラスタを後方に向けた。着地。大通りのアスファルトを蹴るのと同時にスラスタが作動して、前方へと再加速する。

　地上をブースト機動しつつ、〈レイヴン〉は市街地へと突とつ入にゆうした。

「ほう、やるではないか」

　自身も〈レイヴン〉三号機を操あやつるユースフが、そう賞賛する。

　その間にも、〈レイヴン〉は、緩やかなブースト機動で市街地を駆かけ抜ぬけていった。

「タツヤほどじゃねーにしても、中々じゃねーか」

　小さくつぶやくクララ。確かにＴＡＲＯＳを介かいした思考制せい御ぎよを完かん璧ぺきにマスターした達哉なら、この芸当も可能だろう。

　もしや、この〈レイヴン〉のオペレータも──

「違う、そうじゃねえよ」

「センセイ？」

　ふて腐くされたように頰ほお杖づえをつき、溝呂木はそう言った。

「元々、量産型の〈レイヴン〉には、ＴＡＲＯＳじゃなくて簡易型のスラスタ操縦システムを積む予定だったんだよ。俺らが集めた実戦データを基もとにして、セミオート方式で動く代しろ物もののな」

「なるほど、Ｍ９〈エンハンスド〉のテイマーシステム方式ですか」

　ベルトランが、感心したようにうなずいた。

「まあな。形だけはものになってるみてえだが……」

　対照的に溝呂木の表情は、あくまで苦々しい。

「だめだな、こりゃ。ソウルの欠片かけらも感じねえよ。譜ふ面めん通りのセッションなんぞ、クソ食くらえだ」

「そうか？　コイツはコイツで中々パンクだと──」

　溝呂木とクララの極きわめて感覚的な印象論を、下村の咳せき払ばらいがさえぎった。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君らには感謝している。君たちの協力があったからこそ、ここまでＡＳ─１を仕上げることができた」

　そう告げると下村は机に手を着き、深々と頭を下げる。

「見ての通り、君たちに依い頼らいしたＡＳ─１の運用データ収集は完かん了りようした。後は、我々の仕事だ」

「つまり、それは──」

　生なま唾つばを飲むクララ。恐おそれていた、予想通りの事態が、すぐ目の前に来ていた。

「喪そう失しつした三機について、とやかく言うつもりはない。無事な三号機だけでも、返へん却きやくしてもらいたい」




　こぢんまりとしたイスラム寺院モスクの玄げん関かん先さきで、サミーラは陽光に目を細めていた。

　礼拝を終えた信徒たちが、ぞろぞろとモスクを後にしていく。雑ざつ踏とうの中で目立たないよう、サミーラもいつものお仕着せ姿ではない。ゆったりとした服で体の線を隠かくし、髪かみにはスヒカジーヤフブをしていた。

「いやいや、待たせたなサミーラよ」

「……親父おやじ殿どの、遅おそい」

　汗あせをふきふき玄げん関かんから出てきた、小太りのアラブ人男性──父のハッサン・ビン・ジャスイームを、サミーラは半眼で見やる。

「すまぬ。何と導師イマーム殿が昔の友人でな。これも神のお導きと、ついつい昔話に花が咲さいてしもうた」

「……そんなことだろうと思っていた」

「どうする、タクシーを拾うか？」

「…………」

　時間と、街の雑踏を確かめたサミーラは、首を横に振ふった。

「……多分、歩いた方が早い」

「確かにな」

　その言葉に、ハッサンは同意する。

　市街の目め抜ぬき通りを、父子は連れ立って歩き出した。

「……そう言えば親父殿」

「ん？」

「……昔、親父殿はクルドに出しゆつ征せいしたことがある。ひょっとして、その時の？」

「うむ。もう一〇年以上は前になるか。あの頃ころはユースフ殿でん下かもお前も、まだほんの子供だった」

　第五次中東戦争後半のことだ。国連が当時は無政府状態だったイラクにＰＫＯ部隊を派は遣けんした際、ラシッド王国もそれに参加する。ハッサンもラシッド王国の陸軍将校として、派兵部隊に従軍したのだ。

「あのころはこの街も、ずいぶんと荒あれ果てておった。それがずいぶんと、復興したものだのう」

　元から細い目をさらに細め、ハッサンは活気に満ちた街並みを見回した。初めて見る父の姿に、サミーラも目を瞬しばたたかせる。

　ラシッドの出兵は、一応の成果を収めた。およそ一年後に、イラク統一政権が誕生。また北部のクルド人地域は、クルディスタン共和国として独立する。

　冷戦の終結も重なり、第五次中東戦争はここに幕を引いた。

　それからおよそ一〇年が経たつ。

「どうした、サミーラよ」

　ふと足を止めた娘むすめを、ハッサンは振り返る。サミーラは、通りの一角に立つＡＳを見やっていた。

　やや角張った外見の、第二世代型ＡＳだ。

「Ｍ６、ではないのう」

「……陸上自衛隊Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ａｒｍｙの、九六式改Ｔｙｐｅ９６ｉ」

　ぽつりと、サミーラは答える。

「……日本国外だと、ちょっとレア」

「うむ」

　いまだに戦火が燻くすぶり続ける中東一帯で、現在のクルディスタンは治安が非常に安定しており、台風の目のような静けさの中にあった。国連やアメリカが独立の後うしろ楯だてだったため、国民の多くがＰＫＯの受け入れを歓かん迎げいしたのが、その理由の一つである。

　そのため、政治的事情から海外活動を非戦せん闘とう地域に限られている自衛隊でも、クルディスタンへの部隊派遣には積極的だった。余談だが下村一いつ佐さがクルディスタンを訪おとずれたのも、表向きの名目は現地部隊の視察である。

　現在のクルディスタンには、安全や油田開発による好景気を求めて、周辺から住民が流入しつつある。道行く人々も多くはクルド人だが、サミーラたちのようなアラブ人や、トルコ系、ペルシア系の人々の姿もけっして珍めずらしくはない。

「しかし殿下も、せめて金曜の礼拝くらいはモスクに出ていただきたいものだ。お立場がお立場ゆえ、お忍しのびになるであろうが」

「……仕方ない、今は若にとって戦時、それも大勝負所」

「そうよな。殿下御ご自身も、そう思っていような」

「…………？」

　意味深な父の様子だが、サミーラはすぐに目を離はなした。再び、九六式改の姿をじっと観察する。

（……あのＡＳ、おそらく──）




「やあ、ここにいたのかい」

　昼下がりのホテルのロビー、ソファーで所在なげに脚をぶらつかせていたクララに、声がかけられた。

「何だ、ロニーか」

　野戦服を着た赤毛の青年の姿に、クララは鼻を鳴らした。

　ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そう、アメリカ海軍特殊部隊ＮＡＶＹ　ＳＥＡＬｓの兵士だ。そしてまたクララにとっては、物心つく前から一つ屋根の下で過ごし、おむつまで替かえてもらった兄貴分でもある。

「ここ、いいかな？」

　ロニーはそうたずねておきながら、返事を待たずにクララの隣となりに座った。身内の気安さである。

「飲むかい？」

「もらっとく」

　ロニーが差し出したスポーツドリンクのボトルを、クララは受け取った。そのままボトルを両手で抱かかえこみ、悄しよう然ぜんとうなずく。

「どうしたんだい、元気ないけど」

「別に、なんでもねーよ」

「僕でよければ、話くらいは聞くよ」

「……は？」

　顔を上げたクララは、胡う散さん臭くさいほど爽さわやかな笑えみを浮うかべた兄貴分の顔を、じっと見上げる。

「ずいぶんヒマなんだな、特殊部隊のヘータイって」

「今は待機中だからね。休息も任務のうちさ。何より可愛かわいい妹分にそんな顔されちゃ、放ほうっとけないだろ」

「ば～～っかじゃねぇの？」

　可愛らしい顔を、クララは思いっきりしかめた。そのまま勢いをつけて、ソファーから飛び降りる。

「場所かえる。アタシの部屋に来いよ」

「仰おおせのままに、お姫ひめ様」

　苦く笑しようしながら、ロニーはクララの後について歩き出した。

　自分の部屋に戻もどるなり、クララは勢いよくベッドに飛び乗る。

「とう！」

　靴くつと靴下を、乱暴に脱ぬぎ散らかすクララ。うつぶせに寝ねっ転がって頰ほお杖づえをつき、上うわ目め遣づかいでロニーを見上げる。

　真っ白な脚が、ブラブラ揺ゆれている。小さな白い指と、ピンクの爪つめ。あざといまでに、わざとらしい姿と物もの腰ごしだった。

「女の子なんだし、もう少し行ぎよう儀ぎよくしなよ」

　こちらも分かりやすく呆あきれてみせながら、ロニーはクララの靴と靴下を拾い集める。

「で、何が困ったんだい？」

「〈レイヴン〉返せって、日本が言ってきた」

「ああ、やっぱりそれか」

「知ってたのかよ」

「分かるよ、それくらいのことは」

　肩かたをすくめて、ロニーは言った。

「で、君はどうしたいんだい？」

「分からない」

　足をおろし、ぺたんとクララはベッドに張りつく。

「このままじゃ、もうアタシたちは戦えなくなっちまう」

「僕個人としては、そちらの方がいいんだけどね」

「え？」

　顔を上げたクララに、ロニーは微笑ほほえむ。

「当たり前だろ。もし君が怪け我がでもしてみろ。きっと僕、みんなから寄って集たかって絞しめ殺されるに決まってる」

[image: ]

「おい」

「まあ、冗じよう談だんはさておき──」

「本当に冗談なのかよ？　アタシの目ぇ見ていえよ」

「君に安全な場所にいて欲しいってのは、本当だよ」

　声の調子が、ふと変わった。

「ジオ社のことがある以上、合衆国本土ステイツに戻るのは危険だ。だが同時に君たちは、ジオ社のプランの生き証人でもある。この一件が片づくまで、安全な隠かくれ家がくらいなら提供できるよ」

　情理を尽つくした言葉で、そうロニーは諭さとす。だが肝かん心じんのクララは、ぷいとそっぽを向いてしまった。

「……今さら、アニキヅラしてんじゃねーよ」

　口をへの字に曲げ、クララはそう言った。

「勝手に、家を飛び出してヘータイになったクセに。パパもママも、あんなに止めたってのによ」

「仕方ないだろ。僕だって、僕自身を試ためしたかったんだ」

「何をだよ？　ＡＳイジリたきゃ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で十分だろーが」

「それじゃあ、意味がないんだ」

　この時ばかりは、ロニーもきっぱり答える。

「自分で、決めたことじゃないと」

「…………」

　その言葉に、クララはうつむく。ややあって、低い声で言った。

「自分で、決めたことか。アタシも同じだ」

　もぞもぞと起き上がったクララは、ベッドの上で正座する。

「アタシが決めたことだ。アタシがガルナスタンとヤルって決めて、だからタツヤやリーナがああなった」

　今までとは打って変わった沈ちん痛つうな声に、ロニーは腕うでを組んだ。

「イチノセ・タツヤ──ＡＳ─１一号機のオペレータか。一度だけ会ったな、ルーマニアの作戦で」

「アタシのせいだ。なのに、アタシだけ逃にげるなんて……」

　うつむいたクララの肩を、ロニーは軽く叩たたいた。

「まだ、時間はある。さっきの話、考えておいてくれ」




　　　　４




　ガルナスタンの山中をさ迷う達哉と菊乃が、目指す場所に到とう着ちやくしたのは、まだ暗い午後四時のことだった。

「もってくれよ……」

　すでに限界が近い一号機をなだめすかし、騙だまし騙し酷こく使ししながら、狭せまい山道を下る。バランサまで不調をきたしているのか、一歩踏ふみ出す度たびに機体が揺れる。

　山道を下りきった時には、本心からほっとした。

『ここですね』

「そうか」

　菊乃からの通信を受け、達哉の一号機は周囲を見回した。山やま間あいの狭い平地に密集した、廃はい墟きよの跡あと。半ば朽くちたコンクリート建築の施し設せつ群は、旧ソ連軍時代の偵てい察さつ基地である。

　冷戦時代に国境の監かん視し用として整備されたものだが、独立や国際情勢の変化から放ほう棄きされて久しい。少なくとも、ガルナスタンでの書類上はそうなっていた。

　だが──

「この格納庫だな」

『ええ』

　動力の停止したシャッターを、二機の〈レイヴン〉は開いた。開いた隙すき間まから、格納庫の内部に踏み入る。その背後でシャッターが閉じた。

　格納庫にわだかまった闇やみの奥を、達哉の一号機は暗視装置で走査する。反応あり、確かく認にん──間ま違ちがいない。

「あれだな」

　格納庫の一角に積み上げられていたのは、ＡＳアーム・スレイブ用の補給物資だった。

　マッスル・パッケージや衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいといった消しよう耗もう品ひんに、武器や弾だん薬やく、さらにはそれらを動かすための各種作業車両まで用意されている。

　これらの物資は、クーデターの首しゆ謀ぼう者しやであるパルミシュ少将が手配したものだ。反乱の長期化に備えた将軍は、こういった廃はい棄きされた基地を復旧させ、万一の拠きよ点てんや物資の集積地として用意したのだ。

　駐ちゆう機き姿勢を取った〈レイヴン〉から、達哉は降りる。今や命いのち綱づなとなった補給物資を確認しつつ、自分たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を招いた老将軍の風ふう貌ぼうを思い返す。

「パルミシュ少将には、感謝しないといけませんわね」

「そりゃそうだろうけど、問題は──」

　物資の山を見やりながら、達哉は顔をしかめた。

「こちらには日本製のＡＳしかありませんのに、向こうに揃そろっているのはロシア製の補給物資。確かに困りましたわね」

　菊乃もまた、眉まゆをひそめていた。

　旧西側の機体と、旧東側のパーツという組み合わせ。設計思想から規格まで、まったく異なるのだ。

「とは言っても、やるだけやってみないとな」

「ええ、それはそうですけど」

　不安げな菊乃を尻しり目めに、達哉は大おお股またで作業車両へと向かった。

「始めるぞ」

「もう。分かりました、達哉さん」




　その後の作業は、想像以上に大変なものだった。

　すでに夜明けの時間だが、窓もシャッターも閉め切っているため、格納庫は暗がりに閉とざされていた。じめじめした空気が頰ほおを撫なで、ひび割れた床ゆかに足を取られる。どこからか、すえた臭においまで漂ただよっていた。

　その中で達哉と菊乃は、余計なことを考えず目前の仕事のみに集中していた。

　例えば──

「このマッスル・パッケージ、太さはピッタリなんだが長さがちょっと足りないな。さて、どうしたものか？」

「こちらにソケットを見つけました。これで延えん伸しんすれば大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「なるほど、任せてくれ」

　あるいは──

「コンデンサの調子が悪いですので取り替かえたいのですが、機体と規格が合っておりませんわね」

「見せてくれ──これなら、間に変圧器をかませば大丈夫。ただ機体を動かす時、重量やバランスが……」

「それくらいなら、ソフトウェアで対応できます。後でモーション・マネージャーを調整しておきますね」

　そして──

「衝撃吸収剤って、こいつを使って大丈夫か。ダニエラさんが、これだけは純正品をそろえろと言ってたんだが」

「すぐに影えい響きようが出るわけではありません。ですが一段落すれば、機体を半解体して洗せん浄じようを行なわないといけませんね」

　暗がりの奥で、延々と作業が繰くり返される。それらの流れが一段落ついた時、もう時刻は昼を過ぎていた。

　とはいえ閉め切られた格納庫内は相変わらず暗いため、昼を過ぎたという実感はあまりないが。

「疲つかれた」

　そう言いながら達哉たちは、冷たいコンクリートの床に腰こしを下ろす。

「コーヒー、飲みます？」

「ああ、頼たのむ」

　菊乃の問いに、達哉はうなずいた。

「少し待っててください」

　小さく笑った菊乃が、小型の軍用ストーブを取り出した。達哉も軍用のコッヘルを用意し、ポリタンクから水を注つぐ。

　暗がりに、固形燃料の火が躍おどっている。少しずつ立ち始めた湯気を、達哉はぼんやりとながめた。

「この先、昼の間は休みましょう。また日が暮れてから、行動を再開します」

　向かいでは菊乃がそう言いながら、アルミのマグカップにインスタントコーヒーの粉を入れている。

「砂糖とミルクはどういたします？」

「そうだな、砂糖はスプーン半分、ミルクは二杯はいで頼む」

「…………」

　達哉がそう答えた途と端たん、菊乃は手を止めた。

「どうした？」

「あ、いえ──少し驚おどろきまして」

　困こん惑わくしたように、あるいは淋さびしげに、菊乃は笑った。

「達哉さんの好みが、あの子と──旭あきらと同じだったものですから」

「────」

　菊乃が口にした少年の名──今は亡なき彼女の弟の名前が、達哉の心をざわつかせる。

　達哉と菊乃が二人で銃じゆうの引き金を引き、初めて命を奪うばった少年──以前は何度も彼の死を夢で思い出し、眠ねむれない夜を過ごした。

「……あ」

　菊乃も達哉の内心を察したのか、小さな声を上げた。

　達哉はじっと、自分の手を見つめる。先ほどの戦せん闘とうでは、この手が操あやつった〈レイヴン〉が、またもや人の命を奪ったのだ。

「も、申し訳ありません。無神経なことを言って……」

「あ、いや──いいよ」

　気まずい沈ちん黙もくが訪おとずれる。暗く落ちこむ空気に耐たえられず、達哉はわざとらしい声をあげた。

「それより、くれよ。そのコーヒー」

「ええ？　ああ──はい」

　作り笑いを浮うかべた菊乃が、湯気を上げるマグカップを達哉に差し出した。だがまだ動どう揺ようが残っていたのか、その仕草はぎこちない。

「きゃっ!?」

「危ない！」

　コンクリートの床にぶちまけられるコーヒー。反射的に伸のばした二人の手が、その上で重なった。

「──あ」

　練り絹のように真っ白な少女の指、その細くしなやかな感かん触しよくが、達哉の手に伝わった。その瞬しゆん間かん、胸の奥で何かが強く脈打つ。

「達哉さん……どう、なさいました？」

「…………」

　訝いぶかしがる菊乃の手を、達哉はそのまま強く引き寄せた。自身の頰に、彼女の繊せん手しゆを押し当てる。

「く、くすぐったいですよ。ちょっと、もう──痛っ!?」

　握にぎる手に、力をこめる。冗じよう談だんで紛まぎらわそうとした菊乃の端たん整せいな顔が、苦痛に歪ゆがんだ。綻ほころんだバラ色をした唇くちびるからは、切なげな吐と息いきが漏もれる。

　その瞬間、達哉の中に一度だけ彼女と交かわした口づけ──その甘さと温かさが今、まざまざと蘇よみがえっていた。

　体の芯しんが、かっと熱くなる。

「達哉さん……だめ──」

　果たしてその言葉は、肯こう定ていだったのか否定だったのか。どちらにせよ、達哉の行動は既すでに決まっていた。

　か細い肩かたに手をかけ、一気に体重をかける。菊乃の躰からだが硬かたく強こわ張ばるが、抵てい抗こうはあくまでかたちだけのもの。

　と、熱に浮かされた達哉の脳のう裏りを、金きん髪ぱつの少女の面おも影かげがよぎる。

（リーナ）

　虚きよ像ぞうのアデリーナは達哉を責めようとはせず、ただ悲しげに見つめている。目を閉じるとまぶたに浮かぶ、在りし日の残ざん影えい。時には肩を並べ、あるいは背中を合わせ、いくつもの危地を越こえてきた。

　その記き憶おくを、達哉は忘れた。この時だけは、忘れようとした。

（もうあいつは、どこにもいないんだ）

　そう自分に言い聞かせながら、達哉は菊乃を床に押し倒たおした。その両りよう脇わきに手を着き、彼女を熱い眼まな差ざしで見下ろす。激しい脈動。

　細かく震ふるえるその肢し体たいに、達哉は手を伸ばし──

「────ッ!?」

　その時になって、ようやく達哉は気づいた。

　潤うるんだ菊乃の黒い瞳ひとみ、そこで揺ゆれる恐おそれの感情に。

「あ──」

　達哉の中で滾たぎっていたものは、瞬時に萎なえきっていた。埃ほこりまみれの床に尻しりもちをつき、後ずさる。
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（何をやってるんだ、俺は……）

　熱に浮かされていた頭が、ようやく静まった。自分の行こう為いを反はん芻すうする。

　燠おき火びのように彼の中で燻くすぶっていた、戦闘での昂こう揚ようと苛立ち。それを、菊乃にぶつけようとしていた。

　蹂じゆう躙りんし、貪むさぼろうとしていた。

　菊乃がのろのろと身を起こす。羞しゆう恥ちにいたたまれなくなった達哉は、そのままうずくまった。

　その背を、しなやかな指が優やさしくさする。

「ごめん、菊乃……」

　顔を上げることもできず、達哉はしゃがれ声で呻うめく。

「俺、何が何だか……自分でも、分からなくて──ごめん、本当にごめん」

「いいのよ」

　途と切ぎれ途切れに繰り返す達哉に、菊乃は囁ささやき続ける。

「わたくしは、それでいいの」

　優しい声は、達哉の泣き声が寝ね息いきになるまで続いた。




　中央アジアの山々に、再び夜が訪れた。

「達哉さん、今後のルートだけど」

「ああ」

　うなずいた達哉は、菊乃が広げた地図をのぞきこむ。指差したのはガルナスタン南部国境の山さん岳がく地帯の一角、達哉たちの現在地だ。

「まずはここからどっちに移動するかだが、北は論外だよな。山を下りてガルナスタンのド真ん中だ」

「当たり前でしょう」

「確かクララたちが向かったのは、西の……クルディスタンだっけ？　俺たちもそっちに行くか？」

　達哉の提案に、菊乃は首を横に振ふる。

「だめね。カスピ海にぶつかって行き止まり。陸路でクルディスタンへは無理よ」

「となると、東か南か──」

　あらためて、地図を見直す。その方面でガルナスタンと国境を接しているのは、南のイランと、東の──

「イラン、ってのはやっぱりやばいよな」

「当然ね。そうなると、残されたのは東」

「アフガニスタンか」

　菊乃の指が、地図上の国境地帯を東へと移動する。

「冷戦集結とソ連の撤てつ退たい後、今のアフガニスタンは親米の新政権が続いているわ。うまくすれば、保護を求められるかも」

「遠いけど、大だい丈じよう夫ぶか？　ガルナスタン軍だってバカじゃない。昨日は派手にドンパチやったし」

「そうね。でも、他ほかに選せん択たく肢しはないの」

「だよなあ、って──」

　そう唸うなりながら達哉は、まじまじと菊乃を見つめる。

「なあ、菊乃。お前、口調が変わってないか？」

「え？」

　そうたずねられ、菊乃は目を丸くした。

「いや、ほら、いつもだとお嬢じよう様言葉っていうかさ、馬ば鹿か丁てい寧ねいな敬語だろ？　それがなんだか、今は砕くだけてるし、けっこう普ふ通つうのしゃべり方だな、って思って」

「それは──」

　口を押さえた菊乃が、目を白黒させている。

「ひょっとして、それが素すの口調なのか？」

「そうですわね──いえ、そうね」

　戸と惑まどうように、あるいは恥はずかしそうに、菊乃は小さく笑った。

「あまり自分では意識してなかったけど、確かに旭とはこういう風に話していた気がするわ」

「そうか」

「本当にわたくしって、色々と取り繕つくろってばかり……」

　自じ嘲ちよう気味に笑う菊乃に、達哉も苦く笑しようする。

「いいんじゃないか、どっちでもさ」

「そう、でしょうか──いえ、そうかしら？」

「態度や外見を取り繕わない人間なんて、いないんだし。それに、俺だって──」

　口ごもったように、達哉は言葉を濁にごした。

「どうしたの？」

「いや、何でもない」

（昨日あんな醜しゆう態たいさらしたばっかり、とは言えないよな）

　正直、菊乃がまるであのことを忘れたかのように振る舞まってくれるのは、ありがたいのと同時に少し怖こわかった。

　そんな達哉の心情に、果たして気づいているのかいないのか。菊乃はしなやかな物もの腰ごしで立ち上がる。

「では、そろそろ参りましょうか、達哉さん」

「結局、その口調で行くのか」

「はい。そうさせていただきます」

　豊かな胸元を、菊乃はそっと押さえる。

「初めて達哉さんにお会いした時も、それからずっとあなたに見せてきたのも、このわたくしの姿でしたから」

「お、おう」

　うなずいた達哉も、続いて立ち上がった。

「行くか」

「ええ」

　短く言葉を交わし、達哉は一号機の下もとに歩み寄る。

「あと、少しだ」

　満まん身しん創そう痍いの愛機に告げながら、機体に拳こぶしを押し当てた。

「もう一踏ふん張り、頼たのむぞ相棒」
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　小さな部屋に、アデリーナの荒あらい息づかいが響ひびく。

「四九、五〇、五一──」

　右手一本での腕うで立たて伏ふせ。金の髪かみから滴したたり落ちた汗あせが、固い板張りの床ゆかに染しみをつくっている。

　地下のシェルターから戻もどった彼女は、そのまま共和国宮きゆう殿でんの一室に軟なん禁きんされることになった。三畳じようほどの窓がない部屋に、傾かたむいた粗そ末まつなベッド、片かた隅すみには便器と洗面台が仕切りもなく設置されている。

　そんな狭せまい空間で、アデリーナは黙もく々もくとトレーニングを繰くり返していた。右腕の次は左腕、それも終えると腹筋──

『精が出るねえ』

　天てん井じようのスピーカーから響く歪ひずんだ声は、オルカンのものだった。息を弾はずませながら、アデリーナは身を起こす。

　正直、聞きたくない声だった。

「そろそろ夕食の時間だし、一いつ緒しよにどうかな、と思ってね。ちょっと、話したいこともあるしさ」

「…………」

　一方的に告げる言葉が気に障さわるが、拒きよ否ひできる立場でもない。彼女が不承不承うなずいてから、小一時間後──

「これが、晩ばん餐さんか」

　アデリーナが案内された『食堂』は、地下シェルターのＡＳアーム・スレイブ格納庫だったのだ。

「いやあ、行ったり来たりさせてすまないねえ」

　格納庫に運びこまれていた黒こく檀たんの晩餐テーブル、そのホスト席でオルカンは、朗ほがらかに笑いながらアデリーナを出で迎むかえた。

「別に構わない」

　口ではそう答えたアデリーナだが、内心では緊きん張ちようしていた。オルカンの背後に、無言の〈トゥリヌス〉がうずくまっているのだ。

　昼間にこのシェルターで交かわしたやり取りを思い出し、少しだけ身を固くする。あの感覚を少しでも拭ぬぐいたくて、トレーニングに没ぼつ頭とうしていたというのに。

「ま、楽にしてよ」

　オルカンが指を鳴らすと、アデリーナをここまで連行してきた兵士が、彼女から手て錠じようを外す。自由になった手首を軽くさすりながら、アデリーナはオルカンの向かいの席に腰こしを下ろした。

　殺風景な格納庫での、殺さつ伐ばつとしたＡＳに囲まれての会食。なまじ揃そろえられた食器が豪ごう奢しやで、運ばれる料理も凝こったものなだけに、シュールさがより際きわだっている。

「ひょっとしてこれも、君の祖父の趣しゆ向こうなのか」

「似たようなものかもね。うちの祖じ父いさん、いつも完全武装した護衛の兵士一個中隊に囲まれてメシ食ってたから」

「段々と、君の祖父がどんな人間なのか分かってきた気がする」

「ふーん、想像よりずいぶんと斜ななめ下の人間だと思うよ。多分だけど」

　平然と祖父をこき下ろしながら、オルカンは葡ぶ萄どう酒しゆのグラスに口をつけた。

「君もどうだい？」

「いらん。アルコールは脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいする」

　そう答えながらも、アデリーナは注意深くオルカンを観察する。

　昼にシェルターで見せた物もの腰ごしは、今のところ影かげをひそめているようだ。

「せっかくコルキスの葡萄酒を選んでみたんだけどなあ」

　もう酔よいが回ったのか、とろんとした眼めでオルカンは言った。

「正直、あんな部屋に押しこめて悪かったと思ってるよ。ただ、保安上の問題とか、色々うるさくてさ」

「別に構わない。空港での一夜に比べたら、はるかにましだ」

　銀のナイフとフォークで蒸むし焼きのサーモンを切り分けながら、アデリーナは言った。たっぷり脂あぶらがのった身は、実に旨うまい。

「食事も悪くない」

　そう言葉を続けながら、アデリーナは手元を確かく認にんした。

　握にぎったナイフとフォークはあくまで食器だが、使い方によっては武器に変わる。アデリーナの技術ならば、人を殺すことも難しくない。

（いっそここで、彼を人ひと質じちに取れば）

　ほんのわずかに目を細め、オルカンの挙動をさりげなく観察する。正直、隙すきだらけだ。アデリーナの反はん撃げきを、ほんの少しでも予想しているようには見えない。

　試ためしてみるか？　イチかバチか──アデリーナが一いつ瞬しゆんの爆ばく発はつに備えたその瞬間、オルカンの背後で〈トゥリヌス〉が動く。

　ごくわずかな作動音と共に、頭部がアデリーナの方向を向く。光学センサが自分の手首に焦点を合わせるのを、アデリーナは敏びん感かんに感じ取った。

（気づかれた!?）

　戦せん慄りつと驚おどろきで、背筋を冷や汗が流れ落ちた。そんなアデリーナにオルカンは、暢のん気きな声で呼びかけた。

「手が止まってるけど、どうかしたのかい。ひょっとして付け合わせの酢す漬づけが、口に合わなかったとか？　ちょっと酢が強すぎるよね、特にカブがさ」

「……いや、何でもない」

　このオルカンの振ふる舞いが素のものなのか、それとも何らかの演技なのか、それすらアデリーナには分からなくなっていた。

「そうかい。ま、欲ほしいものがあったら何でも言ってよ。できるだけのことはする──と言いたいところだけどね」

　オルカンの声の調子が、わずかに変わった。

（ここからが、本題ということか）

　ミネラルウォーターで唇くちびるを湿しめし、アデリーナは次の言葉に備える。

「東の国境は、まだちょっと落ち着かないんでね。少しばかり本腰を入れて対処することにしたんだ」

「兵力を東に送るつもりか？」

「まあね、困ったものだよ。まだ国内のゴタゴタも片づいてないのに」

　苦く笑しようするオルカンの、酒精で赤くなった顔からは、その内心や本心を読み取ることができない。

「できれば君にも協力してもらいたいんだ。どうかな？」

「協力？　わたしに何をしろと」

「どうやら僕たちの友人も、そちらに向かっているみたいなんだよ」

「タツヤが？」

　オルカンの言葉に、アデリーナは思わず腰を浮うかせかけるが、寸前でこらえた。たとえ見え透すいていても、これ以上の弱みは見せられない。

「確証があるわけじゃないけどね。で、どうする」

「それは──」

　再び腰を下ろし、アデリーナは考えこむ。

（わたしを、タツヤへの人質に使うつもりか）

　そんなアデリーナの様子を、オルカンは見やっていた。

「まあ、考えておいてよ」

　そうつぶやきながら、掲かかげたワインのグラスを軽く揺ゆする。

「では、麗うるわしき友情にカンパ～イ──あはははは」

　何が面おも白しろいのか、調子外れな声を張り上げて笑うオルカンを、アデリーナは白けた目で見ていた。ああ、友といえば──

　ふと、アデリーナの心に、一つの疑念がよみがえった。

「どうしたんだい」

「……いや」

　少し迷ったが、アデリーナはその名前を口にする。

「ソラヤは──」

「え？　なんだって？」

「ソラヤ・パルミシュ少しよう尉いはどうした？」

　そう尋たずねた途と端たんに、オルカンの手がぴたりと止まった。しばし後、質問に質問で返してくる。

「気になるのかい？」

「当然だ」

　ソラヤは新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にとって、反乱軍との連れん絡らく役として色々と関かかわってきた相手だ。またアデリーナ個人としても、ひょんなことからソラヤとオルカンの微び妙みような関係を知っている。

　彼女の現状は、確かめておきたい。

「ふーん、君がソラヤちゃんに、ねえ……」

　気だるげに頰ほお杖づえをつきながら、オルカンはつぶやく。テーブルクロスの刺し繡しゆうを這はい回っていた視線が上がり、下からアデリーナをねめつける。

　その瞬間、アデリーナの背筋に悪お寒かんが走った。

　別にオルカンの顔色や表情が露ろ骨こつに変わったわけでもなければ、声を荒あららげたりしたわけでもない。

　だが対面のアデリーナは、そんな彼から何か危ういものを感じていた。

「ＯＫ、分かった、了りよう解かい」

　口調だけはわざとらしいほど朗らかに、オルカンは軍服のポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

「でもねえ、いくら君でも──いや、君だから、かな？──今のソラヤちゃんと直じかに会わせるわけにはいかないんだ。悪いね」

　そう並べ立てながら、オルカンは端末を操作する。晩餐の最さ中なかに非礼極きわまりない行こう為いだが、アデリーナにそれを咎とがめる気はない。

「でもまあ心配なら、ソラヤちゃんの元気な様子は見せてあげるよ。ほら」

　身を乗り出したオルカンが、端末をかざした。その画面を見て、アデリーナはぎょっとする。

　そこに映されたのは、広々とした部屋だった。窓の外に見える独立広場の夜景からして、この共和国宮きゆう殿でんの一室だろう。そのほぼ中央に設置された天てん蓋がい付きの寝しん台だいに、ソラヤが腰かけている。

　部屋はアデリーナの軟なん禁きんされている一室とは比べようがないほど広く、そして過か剰じようなまで豪奢に飾かざり立てられている。アデリーナが偏へん見けんを抱いだいていた、独裁者の鼻持ちならない成金趣しゆ味みそのものだ。

　そこにただ一人だけ取り残されたソラヤの姿は、アンティークのミニチュアハウスに放置された人形のようだ。

「リアルタイムの動画だよ」

　そう言いながらオルカンは、携けい帯たいの画面に何度も指を這わせた。その度たびに室内の画像が、刻々と切り替かわる。
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　上から、下から、横から、斜めから。ありとあらゆる視点と視野によって送信された映像は、ありとあらゆる構図と角度によって室内を──正確には部屋の住人の姿を捉とらえ続けている。

（一体、何個のカメラを仕し掛かけている？）

　偏へん執しゆう的な数の画像の中には、部屋に附ふ属ぞくする浴室やトイレのそれも混じっていた。アデリーナは絶句する。

　これはもう、監かん視しでも盗とう撮さつでもない。観察だ。

「どうだい、これで安心してくれたかな」

　オルカンの空くう疎そな笑い声が、延々と響ひびき続けていた。




　ナタリアが現Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスのニサ基地に戻もどった時、すでに日は暮れかけていた。ガルナバシュでのアデリーナの引き渡わたしや、政府および軍との連絡に、思わぬ時間を取られたのだ。

「──以上で、報告を終わります」

「そうか」

　雑多に散らかった社長用のオフィスで、ナタリアの報告にミハイロフはうなずいた。

「東部国境への戦力移動か、また荒あれそうだな」

　書類にざっと目を通しながら、ミハイロフはつぶやく。

「何にせよ、ご苦労だった。明日あしたからはまた、忙いそがしくなるだろう。今日はもう、早めに休んでおけ」

　そう告げて、ミハイロフは再び書類仕事に戻ろうとする。だがナタリアは、退室しようとしなかった。

「社長──いえ、大たい尉い」

「どうした」

　ロシア軍時代の階級で呼ばれ、ミハイロフはゆっくりと顔を上げた。

「どこまで、この国に付き合うつもりなのですか？」

　硬かたい声と表情で、ナタリアは言った。

「どこまで、と言われてもな」

　書類をテーブルの上に投げ出し、ミハイロフはナタリアに向き合う。

「俺は所しよ詮せん、下した請うけの雇やとわれ社長だ。金を出しているスポンサー──ジオトロンの意向には逆らえん。資本主義というのも、中々に面めん倒どうなものだ」

　わざとらしく韜とう晦かいしてみせるが、それでもナタリアの態度は変わらなかった。

「この国は、ひどく危あやうい。これ以上、深入りしてしまっては取り返しのつかないことになるかもしれません」

「だから、手を引けと？」

「はい」

　きっぱりと、ナタリアはうなずいた。

「私には正直、大尉がここまでこだわる理由が分かりません。まさか、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長の椅い子すに愛着があるわけでもないでしょうし」

「当たり前だ」

「でしたら、なぜ？　まさかと思いますが、あの〈ケントゥリア〉とＡＳが……」

「あれはあれで、面白いオモチャだと思うがな。そもそも人の死なない軍隊という存在自体が、中々よくできたジョークだ」

「ご冗じよう談だんを」

　珍めずらしく軽口を叩たたくミハイロフに、ナタリアは顔をしかめた。

「そもそもあんなものを運用できるのは、ごく一部の先進国だけです。第三世界の内戦や紛ふん争そうで流れる血の量は、ほとんど変わらないでしょう」

「果たして、そうかな？　現状ではともかく、あのカエサル・プロジェクトとやらが、現代の戦争の行き着く姿なのは間ま違ちがいないだろう。そのうち俺たちのような人間の居場所は、戦場にさえなくなるのかもしれん」

「大尉……」

　絶句するナタリアだが、気を取り直したように続ける。

「なおさら、納なつ得とくがいきません。ならばなぜ、ジオトロンに協力するのですか？　それで、大尉は満足なのですか？」

「さあな」

　どこか投げ槍やりに答えるミハイロフ。その口元にわずかな──本当にわずかな、小さい笑みが浮かんだ。

「楽しめ、中尉」

「え？」

「もしかするとこの戦争が、俺たちにとっては最後の祭りになるのかもしれんぞ」




　夕食後、アデリーナは早々に部屋へと連れ戻された。一人シェルターに残ったオルカンは、赤ワインのグラスを揺らしていた。

　いや、一人ではない。背後で動いた人の気配を敏びん感かんに感知し、〈トゥリヌス〉の機体が滑なめらかに動く。

「食事は終わったのかね」

　かけられた声に、オルカンもそちらを振ふり向いた。

「ごめん、少し待たせたかな、博士」

「いやいや、それほどでも」

　現れた白衣の人ひと影かげ──クルピンスキーは、オルカンの様子に気づくと露骨に顔をしかめる。

「なんだ、酔よっているのかね」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶ。僕はまだ酔ってません、って」

　赤い顔をしたまま、オルカンは笑う。

「酔っぱらいは誰だれでもそう言うんだ。もういい、今日の精神接続実験は、中止しよう。万一のことがあったら困る」

「あれあれ、ひょっとして僕のこと心配してくれてるのかな？　ちょっと意外」

「いや、君じゃなくて〈トゥリヌス〉の方を心配しているんだが。酔っぱらいのノイズをＡＩに転写されては困る。どんな悪あく影えい響きようが出るのか分からない」

「あはははは、はっきり言ってくれるね。博士のそういうところ、僕はけっこう好きだよ。本当にね？」

「やれやれ。私は君の、そういうところが苦手だよ」

　歯に衣きぬ着せずに、クルピンスキーは言った。とはいえオルカンも、この奇き矯きような科学者の非礼と紙かみ一ひと重えの言動は、なぜかそれほど気にならない。

　無論、酔いの効果もあるが。

「これでも一応、君には感謝してるんだよ。この〈トゥリヌス〉を、ここまで使いこなしてくれたのだからね。正直、意外だったよ」

「おやあ、そちらさんとしては、願ったり叶かなったりじゃないの？」

「もちろんだとも」

　大おお真ま面じ目めに、クルピンスキーはうなずいた。

「だからこそ、期待しないようにしていたんだ」

「ふうん」

「求めれば手に入らない。期待すれば裏切られる。夢というのは叶わないもの──そう思っていた方が、色々と楽だからね」

「ずいぶんとネガティブじゃないか」

　苦く笑しようしようとして、オルカンはしくじった。幼おさな馴な染じみの少女の面おも影かげが、脳のう裏りを過よぎる。それも失われた笑えみを浮うかべて。

　その内心を自分自身に誤ご魔ま化かそうと、オルカンは無理に作り笑いを浮かべる。声を震ふるわさず言葉を出すのにも、ちょっとした努力が必要だった。

「ま、分からないでもないけどね、そういう気持ちは」

「ほうほう。それはたとえば、ソラヤ嬢じようのようにかね？」

「────」

　今の一言は、少しばかり利きいた。

　隠かくそうとした本心を見み透すかされてしまい、オルカンの顔から作った笑みがごっそりと抜ぬけ落ちる。

「あのさあ、いくら何でも不ぶ躾しつけすぎないかな？」

　まるで、その低い声に従うかのように、〈トゥリヌス〉が動いた。滑らかに頭部が稼か動どうし、クルピンスキーを向く。

　頭部機き関かん砲ほうの安全装置を解除、銃じゆう口こうが無言で威い嚇かくする。

「さすがに少しばかり、腹が立ったんだけど」

「こ、これはすまない。お詫わびするよ」

〈トゥリヌス〉の頭部機関砲は五〇口径、人間の肉体を一いつ瞬しゆんでミンチにする威い力りよくがある。眼前に剝むき出しの暴力を突つきつけられ、さすがにクルピンスキーもうろたえた。

「君と、彼女への非礼は詫びる。本当だ」

　冷ひや汗あせをかきながら後ずさり、左右を見回す。

　その仕草がどうにも滑こつ稽けいで、オルカンは吹ふき出してしまった。

「あはは、あまり怖こわがらないでよ。ほんの冗談なんだからさ」

「そ、そうかね」

「なのにそんないい反応してくれるとさ、本当に撃うってしまいたくなるだろ？」

「────!?」

　クルピンスキーが目を剝くのとほぼ同時に、オルカンは軽く手を上げた。その仕草に従い──〈トゥリヌス〉はそのまま作動を停止する。

「や……やれやれ、ひどい冗談だ」

　冷や汗を拭ぬぐいながらクルピンスキーが、ぽつりとつぶやいた。

「私もね、そういう気持ちが分からないってわけじゃないんだ。私のすぐ側そばにいるはずの女ひ性とが、いつも私以外の誰かを見つめている──そんな想おもいをずっと長い間、抱かかえてきたものだからね」

「へえ」

　少しばかり驚おどろいた。

　話の内容もさることながら、クルピンスキーが自分のプライベートを口にしたこと自体が、オルカンには意外だったのだ。

「博士にもそんな経験があったのか」

　出で歯ば亀がめ根こん性じようをむき出しにするオルカンだが、クルピンスキーの返答はにべもないものだった。

「期待させておいて悪いけど、そんな色っぽい話じゃないよ。そもそも私の愛はすべて、科学の女め神がみに捧ささげているのだからね」

「……どういうこと？」

「要するに、研究の分野でどうしても勝てない存在がいた、つまりはそういう話さ。とはいえ向こうは私のことを、競争相手とすら認にん識しきしていなかっただろうがね」

「なーんだ、本当につまらない」

　すっかり白けたオルカンは、話題を変える。

「ところでお引き取り願った新しいＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のお歴々、這ほう々ほうの体ていで中東に逃にげ出したみたいだけど、どうする？　できれば何か手を打ちたいところだけど、残念ながら僕の手はそこまで長くないんだ」

「そういうことを聞かれても困るんだがね。私はあくまで技術者だよ？　用意した戦力をどう運用するかは、そちらの問題だろう」

「いや、もちろん分かってるよ。でも博士なら隠かくし球だまの一つや二つ、持ち合わせているんじゃないのかな？」

「それは、まあ──」

　しばし考えたクルピンスキーが、携けい帯たい端たん末まつを取り出す。

「ふむ、ではこういう手はどうかね」

「これは──」

　表示されたデータに目を通し、オルカンは口笛を吹いた。

「いいねえ、いいねえ。実に馬ば鹿か馬ば鹿かしくて素す晴ばらしいじゃないか。いいとも、存分にやろう」

「けっこうけっこう、実際の手て筈はずは任せたよ」

「ああ、分かってる」

　すっかり酔いの醒さめた頭で次の一手の絵を描かきながら、オルカンはふと言った。

「それにしても、今回は大おお盤ばん振ぶる舞まいだね。まあ、こちらとしては、ありがたいことだけどさ」

「なに、二〇年越ごしの求愛が、ようやく届きそうなんだ。出し惜おしみは抜きで行くよ。当然だろう？」

「ふ、ふうん……」

　クルピンスキーの言葉に段々と熱が籠こもっていくのを見て、オルカンは少しばかり引いていた。

「今度こそあの怪かい物ぶつどもの亡ぼう霊れいを、越こえてみせるとも。僕とカエサルでね」

「……まあ、お好きなようにね」




　　　　２




　溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうにとって、下しも村むら悟さとる一等陸りく佐さとの付き合いは相当に長い。

　前世紀の末から始まった、次世代型主従機士開発計画──ＡＳ─１プロジェクトのほぼ頭からだから、もう十年以上になる。

　あくまで仕事上の関係ではあるものの、プライベートで飲みに行くこともそれほど珍めずらしくはない。歳としはやや離はなれているものの、二人とも酒は好む方なのだ。時に溝呂木が下村の堅かた物ぶつさ加減をつまみにしたり、逆に下村が酔いの勢いで溝呂木の勤務態度を説教することがあっても、概おおむね良い酒を愉たのしんでいた。

　ただこの夜の酒ばかりは、いつもと勝手が違ちがっていた。

「これで、終わりってことかよ」

　グラスの中身を一息で空け、溝呂木は呻うめいた。やや固めなソファーの背に、だらしなくもたれかかる。

「まだ何も終わっていない。むしろこれからだ」

　差し向かいに座る下村は、制服の襟えりを緩ゆるめながらそう答えた。

「ＡＳ─１プロジェクトも大おお詰づめだ。実機の調達に、部隊への配備。君にもやってもらうことは山ほどある。一刻も早く、日本に戻もどってきて欲しい」

　そう言いながら、下村はサイドテーブルに手を伸のばした。

　ワインクーラーで冷やされているのは、下村が持ちこんだ日本酒の四合瓶びんだ。溝呂木が好む、北陸の銘めい酒しゆである。

　ちなみに肴さかなとして並んでいるのは、自衛隊の戦せん闘とう糧りよう食しよくⅠ型──要するに缶かん詰づめである。牛肉の大和やまと煮に、マグロの味付け、鳥モツの野菜煮、たくあんなどだ。

　日本酒には日本風の料理を、という下村のこだわりなのか。溝呂木にも久々に故郷の味を味わわせたいという、ある種の心こころ遣づかいなのか。それとも単に彼が面めん倒どうくさがっただけなのか。

　正直、よく分からない。よく分からないまま溝呂木は、下村の酌しやくを受けた。瓶を持つ下村も、グラスを握にぎる溝呂木も、共に片手でというざっくばらんさだ。

「後はいいよ。手て酌じやくで勝手にやらせてもらう」

　そう言って一口。冷たい辛からめの酒をぐっと飲む。やはり美う味まい。美味いのだが、脳の変な部分に酔よいが回っていく。

　何、構うものか。

「三号機だけでも、もうちっと実戦で試ためしたかったんだがね。実はアメちゃんの特とく殊しゆ部隊から、それとなくオファーがあったんだよ」

「ＳＥＡＬｓから？」

「おうよ。連中、今後とも無人機相手にやりあうらしくてさ。三号機の電子戦能力が、〈ケントゥリア〉相手の切り札になるそうだ。けっこうな話じゃねえか。アメちゃんに恩を売りつつ、そのケツ持ちで実戦テストができるってもんよ」

　やや冗じよう談だんめかしてそう切り出す。下村は軽く酒しゆ杯はいに口つけると、重く話しだした。

「やはり、三号機に目を付けたか。さすがだな」

　表面上の言葉こそ、相手を賞賛するものではある。だがその奥の真意に、溝呂木は気づいた。

「だめか？」

　その言葉に、下村は無言のままうなずく。

「情報の流出を心配しているのか？　だがそいつは、今さらってもんじゃねえか」

「ＡＳ─１をＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に貸たい与よした時点で、ある程度の技術漏ろう洩えいは折り込み済みだ。一時期ジオ社に接収されたことは予想外だったが、そちらの方は霧きりヶが谷や議員が手を打っている。とはいえ、これ以上はな」

「…………」

　その言葉に顔をしかめた溝呂木は、グラスの酒を飲み干した。

「特に三号機は、日本の情報技術の粋すいを結集した宝の山だ。これ以上の面めん倒どう事ごとに巻きこまれる前に、帰国させたい」

「分かったよ」

　ここまではっきり明言されては、致いたし方かたない。不ふ機き嫌げんに唸うなった溝呂木は、宣言通り手酌で空のグラスに酒を注つぐ。

「それでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の連中は、用済みのお払はらい箱ばこってことかよ」

「そんなつもりはない──少し早すぎないかね？」

　心配そうに、下村は言った。何せまだ下村は一杯ぱい目が半分近く残っているのに、溝呂木はもうこれで三杯目だ。

　四合瓶は、ほとんど空になっている。

「うるせえよ、酒ぐらい好きに飲ませろ」

　そう言って下村をにらみながら、さすがに溝呂木もペースを落とした。割わり箸ばしでたくあんをつつきながら、ちびりちびりと舐なめるように酒を飲む。これまた、あまりよい酔い方とは言えないが。

　酔すい眼がんにため息をつきつつ、下村は話を続けた。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．から得たＡＳ─１の運用データは、非常に貴重なものだ。私としては国内での教導のため、契けい約やくを延長したいと思っている」

「ふん」

　つまらなそうに溝呂木が言うと、下村も自分のグラスに口をつけた。

「気にかかっているのは、市いち之の瀬せくんのことかね」

「…………」

「彼については、君に責任があるわけではない。そして、責任を負うべきでもない。彼の御ご家族には、私が会うつもりだ」
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　淡たん々たんと、だが重く語る下村を、溝呂木はじっと見やる。

　溝呂木はかつての下村が、自衛隊のＡＳオペレータだったことを知っている。大規模なＡＳテロ事件で常識外れの敵機になすすべもなく敗れた経験から、ＡＳ─１の開発に邁まい進しんしてきたことも。

　もしかすると今の下村は、その戦せん闘とうで亡なくした部下のことを思い起こしているのかもしれない。溝呂木は、そう思った。

　だが──

「そんな、上等なモンじゃねえよ」

「なに？」

　またも空けたグラスに、溝呂木は酒を注ぎ足す。とはいえ半分にも満たないうちに、酒瓶は空になったが。

　空き瓶を未練がましく揺ゆすりながら、溝呂木は話に戻った。

「俺はただ、一三年前の拾い物──その落とし主にたどり着けなかったことが残念なだけだよ」

「ＴＡＲＯＳのことか」

　一三年前のＡＳテロ事件で鹵ろ獲かくされた所属不明の白いＡＳに搭とう載さいされていた、ＴＡＲＯＳと呼ばれる謎なぞの装置。オペレータの精神活動そのものを特殊な電気信号へと転写するそのシステムは、溝呂木自身の手によって解かい析せき・複製され、ＡＳ─１の機体制せい御ぎよに流用されている。

　だが溝呂木は、自分がＴＡＲＯＳの全ぜん貌ぼうを解析したとは思っていない。むしろＴＡＲＯＳに触ふれれば触れるほど、真の開発者の意図にすら触れられないもどかしさだけが増していった。

　だからこそ、彼の知る誰だれよりもＴＡＲＯＳを使いこなして見せた達たつ哉やと一号機にこそ、彼の求める答えの一いつ端たんがあるのではないかと推測──というよりも期待していたのだ。しかしそれも、達哉と一号機の喪そう失しつによって絵に描いた餅もちになってしまった。

「別に俺は、達哉がくたばっちまったことを悲しんだり、悔くやんだり、責任を感じてるわけじゃねえよ」

　酒を呷あおりながら、溝呂木はそう自じ嘲ちようする。

「俺は、ただの人でなしさ」

「そうか」

　下村は怒おこるでもなく、静かにうなずく。

「なら、そういうことにしておこう」

「何だよその分かったようなツラは。くそ、ムカつく」

　舌打ちする溝呂木の前で、下村は立ち上がった。

「もう一本あるんだが、どうする？」

「ああん？　そりゃ飲むに決まってるだろうが」

　達哉を悼いたむ通夜振ぶる舞い──とは口にしない。

「アッラーの神様には申し訳ねえが、今日はとことん飲みたい気分なんだよ」




　当然ながら敬けい虔けんなアラーの信徒にとって、飲酒は戒かい律りつで禁じられている。国や地域によっては、守られないことも多いが。

　少なくともユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー王子にとって、酒が欲ほしいと思ったのは生まれて初めてのことだった。

「……何と申した、ハッサン」

　畏かしこまった忠実な従者に、ユースフは鷹おう揚ようさを装よそおいながらそう告げた。

「では、繰くり返し言上いたします、殿でん下か」

　態度こそ常と変わらぬ慇いん懃ぎんなものだったが、ハッサンの言葉はとんでもないものだった。

「これ以上のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への協力は、ラシッドとしてもいたしかねる──まことに勝手ながらそれがし、ベルトラン殿どのにその旨むねをお伝え申し上げました」

「なっ──」

「…………」

　無言で控ひかえたサミーラも、表情こそ変えていないものの、顔色はまるで紙のように青ざめていた。

「僭せん越えつだぞ、ハッサン！　誰がそのようなことを命じた!?」

「無論、それがしの一存にございまする」

「慮りよ外がい者ものめが！」

　激げき昂こうしたユースフが、卓たく上じようの水差しを手に取った。やり場のない思いのまま、床ゆかに叩たたきつける。

「殿下──」

「…………」

　砕くだけ散った水差しの欠片かけらを、サミーラが無言で片付けていく。それを見やりながらユースフも、椅い子すに腰こしを下ろした。

「すまぬ、少し頭に血が上っておった」

　額に手を当てるユースフ、主あるじが落ち着いたのを見て取ったハッサンが、言葉を続けた。

「ベルトラン殿もすでに、引き際ぎわを選んでおるようにお見受けいたしました」

「なに？」

　ハッサンの言葉は、またもユースフの意表をついたようだった。

「真まことか……いや、そなたの見立てならば間ま違ちがいあるまい」

　うつむいたままユースフは、両手を握り締しめる。

「退ひけと言うのか、ここで。友を喪うしないながら、その仇あだ討うちすら果たせずに」




　物事を始めることは難しいが、終わらせることもまた難しい。

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長補ほ佐さとして実務を一手に握るベルトランは今、身をもってその事実を体験していた。

『ふーん、もうこれで終わっちゃうんだ』

「ええ、そうなります」

　電話から聞こえる艶つやのある女性の声に、ベルトランは頭を下げた。サンチャ・ヴァレンティナ、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の移動拠きよ点てんである偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かん〈シンドバッド〉号の船長である。

　もっとも内陸での作戦行動が続いた現在は、〈シンドバッド〉号共々ラシッド王国のアラム港に待機しているが。

「それで、あなた方の身の振り方ですが──」

『あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、心配しないで。実はボーッと留守番してるのもヒマだったからさ、〈シンドバッド〉号でラシッドから仕事をいくつか請うけ負ったのよ。ちゃんと真っ当な堅かた気ぎの仕事だから、そこは安心して』

「また、危ない橋を……」

　頭痛を感じたベルトランは、こめかみをもみほぐす。

　確かに〈シンドバッド〉号の外見はコンテナ貨物船そのもので、実際に商船としての運用も可能だが、中身は歴れつきとした揚陸艦である。

　ヘリ発着用の飛行甲かん板ぱんに、船内の多目的格納庫、船底のＡＳ発進用ドックなどの物ぶつ騒そうな設備が完備しているのだ。もし万一にでも他国の臨検をうけたら、どれだけややこしい事態になることか。

『ってわけで、ラシッドとのコネは繫つなげたから。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が解散になったら〈シンドバッド〉号は返さなきゃいけないけど、当面は私たちもラシッドの船会社で雇やとってもらえるわ。その後のことは、その時のことね』

「なるほど」

　したたかなサンチャの立ち回りに、ベルトランは苦く笑しようした。元々サンチャは若いながら、旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の時分から海運課を率いてきた古参社員だ。この程度の腹芸は、朝飯前だろう。

「一度、自衛隊の方々とそちらに向かいます。詳くわしい話は、その時に」

『よーそろ、と──』

　サンチャの声から、今までの陽気さが消えた。

『リーナたちのことは、残念だったわね』

「ええ」

『クララ──社長は大丈夫？　落ちこんでるでしょ』

「それは……」

　ベルトランは、部屋のソファーに視線を向けた。そこでは当のクララが、膝ひざを抱かかえてうずくまっている。

（替かわりますか？）

　無言でそう問いかけるが、クララは首を横に振る。悄しよう然ぜんとしたその仕草は、やはりクララらしくない。

『どうかしたの？』

「いえ、何でも。では、これで失礼します」

　通話は終わった。電話をしまった。ベルトランに、クララが声をかけてきた。

「本当に、終わっちまうんだな」

「まだですよ。残っているのはダニエラたちＡＳの要員です。しばらくは日本で、ＡＳ─１配備の協力をすることになるでしょう。当分の間、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の看板を下ろすわけにはいきません」

「でも、結局はそうなるんだろ？　あの時と、同じでさ」

「あの時？」

「アタシのウチだよ。昔、ＮＹに住んでた時のこと。セントラルパークのすぐ側そばのアパートさ」

　まだベルトランが、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に加わる前の話だろう。

　クララや、その母であるＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．前社長のメリッサ・マオのプライベートについて、以前のベルトランはそれほど詳しいわけではなかった。せいぜいマオが元Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．役員のクルツ・ウェーバーとの間で、再三に亘わたり結けつ婚こんと離り婚こんを繰り返していることを知っていたくらいだ。

　現在は社長補佐としてクララと接する中で、このようにクララのことを知る機会が増えてきたが。

「あんなに狭せまくて騒さわがしい部屋だと思っていたのに、いつのまにか一人いなくなって、二人いなくなって──気がついたらだだっ広くて静かな部屋に、アタシとママの二人だけになってて……」

「家族というのは、そういうものでしょう。いつかは家を離はなれなければなりませんし、それが不本意な形になることもある。自分にとっても、家族にとっても」

　ベルトラン自身、フランス軍を不ふ名めい誉よ除隊になって以降は、パリの実家と絶ぜつ縁えん状態が続いている。元外交官の父や、内務省に勤務する兄とは、手紙のやり取りさえしていない。

「わかってるよ。わかってるけどさ……」

　深々と、クララはうつむく。何か言葉をかけようとしたベルトランだが、うまい言葉が見つからない。それでも何か言おうとした時だった。

　クララのポケットで、携けい帯たい端たん末まつのメール受信音が響ひびいた。

「……んだよ、一体」

　行ぎよう儀ぎ悪く舌打ちしながら、クララが端末を引っ張り出し──

「べ、ベル!!　来てくれ！」

「どうしました？」

　思いがけない大声に、ベルトランも驚おどろいた。

「こっち、こっち──これ見ろよ！　早く早く早く!!」

「分かりました。いいから、もう少し落ち着いて」

　すっかり興奮したクララを訝いぶかしみながら、ベルトランも差し出された端末の画面をのぞきこむ。

「衛星写真、ですか」

　それもおそらくは、軍事用の偵てい察さつ衛星で撮さつ影えいしたものだろう。画像の状態から、ベルトランはそう判断する。

　映されているのは、夜間の山さん岳がく地帯だった。解像度はそれほど高くないらしく、画像はやや荒あらい。

　だがそれでも、全長八メートルの人型を識別するのには、十分すぎた。

「こ、これは……」

　山中を寄り添そうようにして進む、二機のＡＳ。青と薄うす紅べに色いろの機体は、ベルトランがよく知ったものだった。

「〈レイヴン〉──一号機と四号機!?」

　自身のＰＣで、衛星画像の世界地図を立ち上げる。ガルナスタン南部国境の山岳地帯を拡大し、送られた衛星写真と照合する。

　こういった解かい析せき作業はベルトランの本職だ。ほどなく、一いつ致ちする地形を検出できた。

「戦場となったガルナバシュ南方から、山伝いで東に一〇〇キロ。そういえば、パルミシュ将軍から万一の拠点と指定されたあたりですね」

「どうよ、なあ、ベル？　生きてたんだよ、タツヤとキクノが。ひょっとしたらリーナだって」

「え、ええ……確かに、これは」

　動どう揺ようを抑おさえつつ、もう一度その画像を確かく認にんする。

「これは、一体？　そもそも、送り主は誰だれです？」

「アタシの気まぐれな守護天使さ。本当に困った時は、昔から色々イタズラして助けてくれるんだ」

　上気したクララの愛らしい顔に、満面の笑えみが浮うかぶ。

「なあベル、アタシたちまだ終わってる場合じゃねーみたいだぞ」

「落ち着きなさい、社長。まだ裏も取れていませんし、仮に確定してもこのカードをどう切るかという問題もあります」

　そう言うベルトラン自身、自分の声が弾はずんでいるのに気づいていた。咳せき払ばらいを一つして、気を落ち着ける。
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　とりあえずは日本側に連れん絡らくを、と電話で下村にかけるが、一向に出てこない。いぶかしみながら溝呂木を呼び出すが、こちらは支し離り滅めつ裂れつな酔言を並べ立てるだけ。どうやら二人して、完全に酔よい潰つぶれているようだ。

「仕方ありません、先に米軍側に話を伝えましょう」

「だな、ロニー呼んでアイツのボスに話通そうぜ──」

　と、端末の画面に指を走らせていたクララが、押し黙だまった。

「Plan1551──何だこりゃ？」




　　　　３




　国内の治安は比ひ較かく的てき安定しているクルディスタン共和国だが、外国との外交問題においては無視できない緊きん張ちようを抱えていた。

　そもそもクルド人は国を持たぬ民族として、トルコ東部やイラン西部、イラク北部の山岳地帯に居住してきた。

　第五次中東戦争の混乱の中で、イラク北部のクルド人地域がクルディスタン共和国として、悲願の独立を成し遂とげる。だがトルコやイランにはいまだ多数のクルド人が、少数民族として居住している。

　両国はクルディスタン共和国の存在自体が、国内のクルド人問題を刺し激げきしていると見なしており、独立以来さまざまな圧力をかけ続けている。

　トルコもイランも、中東における地域大国だ。ＮＡＴＯ加盟国であるトルコはともかくとして、もし万一にでもイランが『その気になった』場合、クルディスタン一国ではひとたまりもない。

　そのため現在クルディスタン国内の国連ＰＫＯ部隊は、主に北部の国境地帯に展開していた。

　オーストラリア陸軍の駐ちゆう屯とんするソラン基地も、その一つだった。

「ふわあ──んん？」

　時刻は黎れい明めい、濃のう密みつな朝あさ霧ぎりが周囲には立ちこめている。

　立りつ哨しようしていたＭ６のコクピット、あくびを嚙かみ殺していたオペレータのスミス曹そう長ちようは、不意に顔をしかめた。

『どうされました、曹長』

「ああ、いや──何でもないんだ軍曹」

　僚りよう機きのＭ６からの通信に、スミスはぞんざいに答える。ほんの三〇メートル先にいるはずの僚機は、ミルク色の霧きりに溶とけこんでぼんやりとした影かげしか見えない。

「何か足音が聞こえた気がしてな。それもＡＳのな」

『へえ、迷子になったＭ９の連中、ようやく戻もどってきたんですかね』

　ここ一週間ほど、ソラン基地では夜間にＭ９の部隊を出しゆつ撃げきさせ、イランとの国境ギリギリでの情報収集や警けい戒かいラインの構築などを行なっている。

　一応、ガルナスタン紛ふん争そうの影えい響きようによる緊張を理由としているものの、実態は少しスリルのある夜間訓練と言ったところだ。一時間ほど前にＭ９隊からの通信が途と絶だえた今も、基地にそれほどの緊張はない。

　ちなみに英えい連れん邦ぽうの加盟国であるオーストラリアだが、戦車やヘリ、ＡＳアーム・スレイブといった重装備の多くはアメリカから輸入している。

「だと、いいがな」

『まったく連中、第三世代乗り回してるエリート様のくせして、何やってるんですかね。おかげでこちとら、交代の時間が遅おくれてるってのに』

　さすがに基地司令部では現在、Ｍ９の捜そう索さく隊が編成されつつある。その戦力抽ちゆう出しゆつのために通常任務のローテーションが見直されて、立哨の交代時間が二時間ほど繰くり下げられたのだ。

『いい迷めい惑わくですよ、本当に』

「それくらいに、してお──」

　さすがに部下をたしなめようとしたその瞬しゆん間かん、今度こそ確かに足音が響いた。

「何だ──!?」

『……曹長、あれ』

　妙みように平板な声でそう言いながら、僚機の影が前方を指し示す。そちらを見やり、スミス曹長は絶句する。

「…………」

　山が動いた──一瞬、スミスにはそう見えた。

　ようやく薄うすれ始めた霧の向こう、巨きよ大だいな影がこちらに近づいてくる。一歩、また一歩、その度たびに大地が震ふるえる、そんな錯さつ覚かくすら感じていた。

　そしてようやく、巨影がその全ぜん貌ぼうを露あらわにする。

「え──ＡＳ？　いや、そんなばかな……」

　確かにそれは、人型をしていた。

　機体を支える二本の脚あし、ある種の類るい人じん猿えんを思わせる太く長く伸のびた腕うで。胴どう体たいに比して小さな頭部──ややアンバランスなシルエットではあるものの、ＡＳとしての範はん疇ちゆうには収まっている。

　その、規格外の巨大な機体サイズにさえ目をつむれば。

　硬こう直ちよくするＭ６に向けて、謎なぞの巨大ＡＳが右手を突つき出す。そこに握にぎりこまれた、壊こわれた人形──否いな、原形を留とどめぬまで破は壊かいされたＭ９の残ざん骸がいを、スミスは見た。

「ジーザス……」




　スミス曹長からの報告は、すぐさま基地の司令部にもたらされた。

「この司令部ビルよりも大きな超ちよう大型ＡＳだと？　寝ねぼけているのか貴様ら!?」

　当直将校の大たい尉いは、通信機にそう怒ど鳴なり返す。

『じょ、冗じよう談だんではありません、大尉殿どの。本当に──うわぁぁっ!!』

　その悲鳴を残し、通信はぷっつりと途絶えた。

「曹長？　どうした曹長!?」

　いくら呼びかけても返事はない。通信機は、不気味な沈ちん黙もくを守り続けている。

「全高数十メートルのＡＳだと？　そんな馬ば鹿かな……」

　だが大尉の戸と惑まどいは、すぐに消し飛んだ。

　響きわたる足音、真っ二つに割れる濃のう霧むのカーテン。司令部の窓に映る、こちらを見下ろす巨大な影。

「ば、化け物？」

　その影が、右みぎ腕うでを高々と掲かかげた。その右手に握られた手斧ちようなが、司令部要員の目に焼きつく。

　反応は、様々だった。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす者。腰こしを抜ぬかしてへたりこむ者。背を向けて逃にげ出そうとする者。だが結局のところ、訪おとずれた運命は一つだけ。

　断頭台の刃やいばと化して振ふり下ろされた斧おのの一いち撃げきが、司令部ビルとその中身の一いつ切さい合がつ切さいを破壊し尽つくした。




　吹ふき飛ばされた司令部を、オルカンはＰＣのモニター越ごしにながめていた。

「やるじゃないか、〈バリストラ〉だっけ？」

　つぶやきながら、周囲を見回す。

　すっかり彼が居着くようになった地下シェルターのＡＳ格納庫、その一角には数多くの情報機器が雑多に並べられ、作動していた。

「そうかい、お気に召めしたようなら何よりだ」

　臨時の作戦室と化したその一角で、クルピンスキーは忙いそがしげにキーボードを叩たたきながら返事した。

　それらの多種多様な機器から伸びたケーブルは、その全すべてが跪ひざまずいた〈トゥリヌス〉の、開放されたコクピットの奥へと繫つながっている。

「大変だねえ」

　人事のように言ったオルカンは、再びモニターの景色を見やる。ようやく霧が晴れ始め、基地の全容を一望できるようになっていた。

「で、これからどうする？　ガンガン攻せめるのかい」

「いや、ここは慎しん重ちようにいこう。このプロジェクトでは前例のないことだからね」

　オルカンの問いに、クルピンスキーは首を横に振った。

　そう、今現在クルディスタンのソラン基地を襲しゆう撃げきした超大型ＡＳ〈バリストラ〉は、ガルナスタンから送りこまれたカエサル・プロジェクトの無人機なのだ。

「それにしても、不思議なものだね。あんな遠くの無人ＡＳを、こうやって居ながらに操あやつれるとかさ」

「ははは、それを言うなら米軍の無人航空機なんて、本土の基地から地球の裏側の機体を操作しているんだよ。それに比べればここからクルディスタンなんて、目と鼻の先ではないかね」

「なるほど、それじゃこれが米べい帝ていサマ式による、最さい先せん端たんの戦争ってわけか」

　つられて笑ったオルカンの顔から、不意にすべての表情が削そげ落ちる。

「虫むし酸ずが走るよね、そういうの」

　そう吐はき捨てたオルカンから、クルピンスキーはあわてて目を逸そらした。




　その朝、下村の目覚めは最悪の気分だった。

「う……むう……ぐぅ──」

　頭の芯しんに、鈍にぶい痛みが居座っている。少し気を抜くと視点がぶれ、絶え間なく吐き気がこみ上げてくる。カラカラの喉のどは、どれだけ水を飲んでも渇かわいたまま。

　要するに、完全な二日酔いだった。

（いかん、年とし甲が斐いもなく飲み過ぎた）

　持ちこんだ四合瓶びん二本と一いつ升しよう瓶一本を、一夜で空けてしまった。じわじわと自己嫌けん悪おがこみ上げてくるが、もはや思考そのものが億おつ劫くうだ。

　このままもう一度ベッドに潜もぐりこんで、一日中グダグダに溶けていたい。心の底からそう思う。その甘い誘ゆう惑わくと妄もう想そうに、下村は一分だけ心身を預ける。

　それからおよそ一〇分後──

「お早はよう、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君。遅れてすまない」

　いつも通りにきっちりと制服を身につけた下村は、昨日と同じ会議室に三分遅れで姿を現した。顔色こそやや悪いものの、その挙動はいつも通りである。

「珍めずらしいな、シモムラのオッチャンが遅れるなんて」

「はは、昨日の夜は少し飲み過ぎてね。面めん目ぼくない」

　クララの言葉に、苦く笑しようで返してみせる。もっとも頭の中ではいまだに象とカバがタップダンスで共演しており、『酒』という単語を思い出しただけで吐き気がぶり返してきたのだが。

　そんな下村の様子を見て、溝呂木はニタニタと笑っていた。二日酔よいの悪あく影えい響きようは、まったく見えない。溝呂木の酒しゆ豪ごうっぷりは下村もよく知っていたが、今日ばかりはその不公平さに腹が立つ。

　それはさておき──

「失礼、シモムラ大たい佐さ」

　会議室には、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側と日本側以外にも、二人の軍人が待機していた。白い開かい襟きんの軍服を着用した、壮そう年ねんの将校とまだ若い兵士。下村も、知った顔だった。

「タウンゼント大尉に、ゼンメルヴァイス兵へい曹そう。あなた方も？」

　アメリカ海軍特とく殊しゆ部隊ＳＥＡＬｓチーム９隊長の、リチャード・タウンゼント大尉と、部下のロニー・ゼンメルヴァイス一等兵曹。

　ＳＥＡＬｓがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．同様、ジオトロンの無人ＡＳ開発計画を追っていたことは、以前から報告を受けていた。ガルナスタンでの共きよう闘とうも知っているし、クルディスタンへの到とう着ちやく後は実際に顔を合わせて情報の交こう換かんもしている。

　問題は、彼らが今ここにいる理由だ。

「お二人がいるのは、〈レイヴン〉の件ですかな？」

　溝呂木が受けたという、対〈ケントゥリア〉戦への〈レイヴン〉三号機の参加要よう請せい。今日この場で、きっぱり断らねばならない。下村の中で警戒心が首をもたげ、脳の回転を活性化させる。

　二日酔いの悪お寒かんを、この時の下村は忘れていた。

　だがタウンゼント大尉は、首を横に振る。

「確かに〈レイヴン〉絡がらみのお話ですが、三号機ではありません」

「は？」

「まずは、これをご覧ください」

　訝いぶかしがる下村にそう言いながら、ベルトランがタブレットＰＣを差し出す。その画面を見やり、下村は絶句した。

　一号機と四号機を映し出した衛星写真。〈レイヴン〉一号機と四号機が映された端たん末まつの画面を穴の開くほどにらみつけた後、下村はようやく顔を上げる。

「これを、信じろと？」

「間ま違ちがいねえ。くわしいことは言えないけど、信しん頼らいできるスジってやつからの情報だ」

　自信満々で小さな胸を張るクララに、下村は顔をしかめる。

「詳くわしいことは言えない、と」

「それは、大だい丈じよう夫ぶです。こちらで裏は取っておりますよ」

　下村の表情に気づいたのか、タウンゼントが口を挟はさんだ。

「この画像、解像度や分解能からして、インド軍の偵てい察さつ衛星が撮さつ影えいしたものと割り出しましてな。どんな手管を使ったかまでは分かりませんが、インド軍はシステムに侵しん入にゆうされたことにさえ気づいておらんようです」

「なるほど、すでに裏は取れているということですか」

　軽く頭を押さえる。すでに二日酔いの不快感は雲うん散さん霧む消しようしていた。

「頼たのむ、力を貸してくれ」

　下村の眼前で、クララは深々と頭を下げた。

「アタシたちはタツヤやリーナを助けたい。そのためには、三号機がいるんだ」

「それは──」

　下村は、言葉に詰つまった。喪そう失しつしたはずの〈レイヴン〉が戻もどってくるのならば、確かに思いがけぬ幸運である。だがそれは同時に、唯ゆい一いつ残された貴重な三号機が危険に晒さらされるということだ。

　何にせよ、自分の一存で決断できることではない。

（残念だが──）

　そう断ろうと、下村が言いかけた時だった。

　タウンゼントの懐ふところで、着信音が静かになった。

「失礼」

　そう断ったタウンゼントが、軍用の携帯端末を取り出した。通話に出ると、その顔が見る見る緊きん張ちように強こわ張ばる。

「了りよう解かいした──兵曹！」

「は！」

　名を呼ばれたロニーが、上官に駆かけ寄った。一言、二言、言葉をかわすと、ロニーの顔にも驚おどろきが走った。

　タウンゼントが、下村やクララの方を見やった。

「緊きん急きゆう事態です。皆みなさん方にも、ご一いつ緒しよ願いたい」

「アタシらに？」

「我々にも関かかわり合いのある話ですか？」

「ええ。イラン国境の多た国こく籍せき軍ぐん基地が、所属不明のＡＳによる攻こう撃げきを受けています」

　まったくもって静かに、タウンゼントは言った。




　日が昇のぼり切ったソラン基地に、〈バリストラ〉の巨きよ影えいが闊かつ歩ぽしていた。

『バジャー３よりベアー１へ。目標の巨大ＡＳ──Ｔタンゴ１、ポイントＣ─１の通過を確かく認にんしました』

　粉ふん砕さいされた司令部棟とうの廃はい墟きよ、その陰かげに身をひそめていたＭ６のオペレータが、息を殺してそう報告する。

『ベアー１了解』

　報告を受けた隊長機のＭ９が、そう返信する。

『ベアー１より各機へ。Ｔ１にはポイントＤ─２で仕し掛かける』

『ベアー３了解』

『バジャー７了解』

『バジャー２──』

　ソラン基地のＡＳは、Ｍ９とＭ６を合わせて二〇機ほど。彼らは兵舎や格納庫の陰に身を隠かくしつつ散開、〈バリストラ〉の侵しん攻こうに対して半包囲の隊形をとっている。

　それらの動きに気づかないのか、〈バリストラ〉の足取りは悠ゆう然ぜんとしたものだった。設定したキルゾーンへの侵入を、オーストラリア軍の兵士たちは息を潜ひそめて待つ。

『撃うてぇぇぇー!!』

　命令一下、構えたライフルが一いつ斉せいに火を吹ふいた。二〇機余りのＡＳから放たれる濃のう密みつな弾だん幕まくが〈バリストラ〉に集中し、その大半が命中する。

　そして、その全てが弾はじかれた。

『な──』

『馬ば鹿かな!?』

『くそ、あの巨体では、やはり！』

　通信回線を走る驚きよう愕がくの叫さけび。〈バリストラ〉の全身を覆おおう複合装そう甲こうの防ぼう御ぎよ力は、戦車のそれに匹ひつ敵てきする。精々四〇ミリのＡＳライフルでは、蚊かに刺さされたようなものだ。〈バリストラ〉は小こ揺ゆるぎもせず、周囲を睥へい睨げいしている。

　とはいえ、ここまでは想定済み。

　後列のＭ６が、大型のランチャーを肩かたに担かつぐ。ようやく気づいた〈バリストラ〉が、鈍どん重じゆうな動きで振ふり向こうとするが、もはや遅おそい。

　ランチャーの後部から、白はく煙えんが盛せい大だいに噴ふき上がる。対戦車ミサイル一斉発射。対装甲目標用の成形炸薬弾ＨＥＡＴが、五月雨さみだれ式に〈バリストラ〉へと殺さつ到とうする。

　爆ばく発はつ──

　噴き上がった爆ばく炎えんと爆ばく煙えんが、〈バリストラ〉の巨体を覆い隠す。

『やったか!?』

『いや、まだだ！』

　黒煙の向こうから、〈バリストラ〉が悠然と現れる。その姿は、全くの無傷だった。

　Ｍ９の優ゆう秀しゆうなセンサは捉とらえていた。ミサイルが命中する寸前、〈バリストラ〉の巨体から放たれた飛ひ翔しよう体が、驚くべき精度で迎げい撃げきしていたことに。

　アクティブ防御システム。ミサイルやロケット弾だんの攻撃に対して、従来のように装甲で耐たえるのではなく、逆に命中前に破は壊かいすることを目的として開発された自衛用の兵器である。

『いかん──』

　次の瞬しゆん間かん、〈バリストラ〉の全身に無数の銃じゆう眼がんが開いた。機体の各所で装甲が展開し、その奥からいくつもの機き関かん砲ほうが、速射砲が、多目的ランチャーが、数え切れないほどの砲門を覗のぞかせる。

『た、退たい避ひ!!　たい──』

　滝たきのような火力が、オーストラリア軍の頭上から降り注いだ。空間そのものを埋うめ尽つくすような圧あつ倒とう的てきな弾幕が、恐おそるべき正確さでＡＳ各機に迫せまる。

　機関砲を浴びて蜂はちの巣になるＭ６。速射砲の徹てつ甲こう弾だんで上半身と下半身が泣き別れになったＭ９Ａ１〈アーマード・ガーンズ〉。耐えきれずに背を向けたＭ９は、対戦車ミサイルの直撃で消し飛んだ。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化した基地で、一機のＡＳだけはいまだ冷静さを保っていた。Ｍ９Ａ２〈エンハンスド・ガーンズ〉。友軍機が次々に撃げき墜ついされる中で、自じ慢まんの機動性とステルス性を最大限に発揮し、瓦が礫れきと化しつつある建造物の陰かげを縫ぬって〈バリストラ〉の背後に回りこむ。

　手にしたのは、単分子カッターと対戦車ダガー。相あい討うち覚かく悟ごの肉弾攻撃で、あの怪かい物ぶつを仕留めるつもりだった。

　音おん響きようセンサが、悠然と歩く〈バリストラ〉の足音を捉える。〈エンハンスド〉が身を潜めた兵舎の残ざん骸がい脇わきを通過──今だ！

　遮しや蔽へいから飛び出す〈エンハンスド〉。無防備に晒された〈バリストラ〉の背中に向け、弾丸の勢いで高々と跳ちよう躍やくした。

　だが次の瞬間、後方から飛来した砲弾が〈エンハンスド〉の機体を貫つらぬいた。撃ち落とされ、落下するＮ９。

『バカな、一体どこから──』

　地面に叩たたきつけられた〈エンハンスド〉の背後で、ゆらりと空間がゆらめいた。現れたのは、十字の光学センサを光らせたＡＳの姿。

『不可視型ＥＣＳだと？　他ほかにも敵機がいたのか！』

　這はいつくばる〈エンハンスド〉に、〈バリストラ〉の巨体が影を落とす。伸のばされた右手が、機体を鷲わしづかみにした。

　そのまま〈バリストラ〉は、軽々と〈エンハンスド〉を放ほうり投げる。放物線を描えがいた機体は、基地の燃料タンクへと落下する。

　これまでに数倍する爆音が基地を揺ゆるがし、そそり立つ巨大な火柱が天を焦こがした。




《tra=unt0234;ユニツト０２３４より伝達、conf=remove EUa2敵Ｍ９の排除を確認》

　モニターをずらずらと流れる文字列に、オルカンは顔をしかめた。

《tra=unt0452;ユニツト０４５２より伝達、fin=EU/N敵機捜索中なれど発見できず》

《sam=unt0093;ユニツト００９３も同様、cha=planC─1プランＣ‐１への移行を提言》

《aff=unt0043ユニツト００４３同意》

〈バリストラ〉と同時にソラン基地へと侵入した、〈ケントゥリア〉の部隊から送られた情報だ。各機とも不可視型ＥＣＳで身を隠し、周囲の戦せん況きようや敵の動きを逐ちく一いちこちらへ伝えてきている。

　インペリウム・ネットワーク上を走る情報は、高度に暗号化された機械言語によるものだ。〈トゥリヌス〉のＡＩがある程度は翻ほん訳やくして表示しているものの、オルカンにはさっぱりわからない。

「どういうこと？」

「要するに、この基地の戦力はほぼ片付けた。作戦を次の段階に進めろって提案だよ──おっと」

「何だい？」

「〈バリストラ〉のセンサが、南方から接近する航空機を見つけたんだ。速度やルートからして、民間機じゃないだろうねえ」

「ちょっと見せて──いやそもそも、この距きよ離りまで〈バリストラ〉のレーダーに見つからず接近してきたんだろ？　その時点でステルス軍用機に間ま違ちがいないじゃないか」

　オルカンが茶々を入れている間にも、現地の〈バリストラ〉は黙もく々もくと仕事をこなしていた。各種センサやレーダーを駆く使しし、接近する機き影えいを解かい析せきする。

　ゼロコンマ以下の秒数で、結果が出た。米軍の多目的マルチロール戦せん闘とう機Ｆ─16だ。主しゆ翼よく下のパイロンには、外付け式のＥＣＳポッドや誘ゆう導どう爆ばく弾だんが搭とう載さいされている。

「早いな。クルディスタン国内の基地から、スクランブルですっ飛んできたのか」

　少し遊びすぎたようだ、そうオルカンは反省する。もっとも、だからといって遊びを控ひかえるつもりは毛頭なかったが。

「で、どうする？」

「むしろ、願ってもない機会だよ。〈バリストラ〉の対空性能を試ためしてみよう」

　迫るＦ─16は、爆撃に備えて高度を落としている。投下された誘導爆弾の直撃を受ければ、たとえ〈バリストラ〉の巨体でもひとたまりもないだろう。

　直撃を受ければ──

〈バリストラ〉の対ＥＣＳセンサＥＣＣＳが、対空モードで作動した。見えざる電子の手がＥＣＳによる妨ぼう害がいをかいくぐり、今まさに誘導爆弾を投下したＦ─16を二機とも捉とらえる。

　Ｆ─16の機動が乱れた。自機がロックオンされたことに気づき、機体を左右に捻ひねって散開する。

　だが、もう遅い。

〈バリストラ〉の背部ランチャーが展開し、地対空ミサイルを次々と射出する。目標は頭上から降ってくる誘導爆弾、そしてＦ─16それ自体だ。

　迎撃され、虚むなしく爆散する誘導爆弾。その黒煙を突つっ切って、対空ミサイルがＦ─16を追う。放たれるフレアやチャフをかいくぐり、ついに一機へと顎あごを突き立てる。

　空中に咲さき誇ほこる鮮あざやかな紅ぐ蓮れんの華はな──

「やったぁ！」

　子供のような歓かん声せいを、オルカンは上げた。

　辛かろうじてミサイルの追つい尾びを振り切ったもう一機のＦ─16は、そのまま南方へと離り脱だつする。どうやら再攻撃をする余よ裕ゆうはないらしい。

　それを見送りながら、オルカンは大声で笑う。

「どうやら、遊びの時間は稼かせげたみたいだね」




「あ────ッ!!」

　無人ＡＳ〈ケントゥリア〉を随ずい伴はんした、規格外の超ちよう大型ＡＳ。多た国こく籍せき軍ぐん基地を一方的に蹂じゆう躙りんし、戦闘機すら撃墜するその暴ぼう威いを目まの当たりにし、クララは素すっ頓とん狂きような驚おどろきの声を張り上げた。

「どうしたんだいクララ──社長」

　急な大声に驚くロニーの眼前で、クララは自分のタブレットＰＣを取り出した。

「アタシ、コイツ知ってる！」

「え？」

「マジだって！　見てくれよロニー、それにタイチョーさんも！」

　言うなりクララはタブレットＰＣを、ロニーとその上司であるタウンゼント大たい尉いに突きつける。

「わ、分かったよ──これは」

　クララの勢いに気け圧おされるようにＰＣの画面を見やったロニーだが、その目がすぐに鋭するどく細まった。

「大尉、これは」

「うむ」

　うなずくタウンゼントも、真しん剣けんそのものの表情である。

　だが、無理もない。モニターに映されていたのは、あの大型ＡＳのものと思おぼしき図面の数々だったのだ。

「Plan1551──〈ベヘモス〉、か」

「失礼だがマオ社長、この情報も件くだんの『守護天使』からのものですかな？」

「ああ、そうだ。間違いねえ」

　タウンゼントの問いにクララは、満面の笑えみで勢いよくうなずく。一方のロニーは、何とも言えぬ表情で押し黙だまっていた。

「しかし……」

　あらためてその図面を見やりながら、ベルトランがつぶやく。

「このサイズのＡＳが、本当に運用できるものなのですか。正直、実際に見ても信じがたい。歩行はおろか、自立すら危あやうく思えます」

「だが、動いたのだ!!」

　不意に張り上げられた大声と、机を殴なぐりつける鈍にぶい音に、全員が驚いて振り向く。声の主は、下村だった。

　土つち気け色いろの顔に脂あぶら汗あせを浮うかべ、卓たく上じようの一点をにらみつけていた。荒あらく上下する両りよう肩かた。いつもの物もの腰ごしからは、信じられないほど取り乱している。

「どうしたよ、下村のオッチャン？」

「失礼ですが大たい佐さ、お加減が悪い様子ですが」

　クララたちから呼びかけられ、下村は生気の抜ぬけた目で振ふり向いた。

「いや、何でもない……」

　力なく答えると、そのままがっくりとうつむく。

「出来る出来ないで言えば、不可能じゃねえってとこだな」

　図面を確かく認にんしていた溝呂木は、そう言った。

「最近の材料工学の進歩は、とんでもないスピードだ。あのサイズのＡＳでも、見ての通り自立させることは可能だろうよ。とはいえ、それこそ空母を一隻せきでっち上げるような、アホみたいな金が入り用になるはずだ。あんな最前線でＡＳ狩がりに使うんじゃ、まったく割りに合わないだろう」

「つまり、そういった費用対効果を度外視すれば、運用自体は可能だと？」

「そういうこった。一〇年前ならいざ知らず、な」

　やや含ふくみのある物言いの後で溝呂木は、下村の方をちらりと見やった。憔しよう悴すいしきった様子の下村は、力なくうなだれている。

　それを見たクララが、不思議そうに二人にたずねた。

「なあ、ひょっとして二人とも、あのデカブツのこと知ってるのか？」

「まーな、一応は」

　タバコをくわえた溝呂木は、渋しぶい顔でうなずく。

「とは言っても、そう大したことを知ってるわけじゃ──」

「……私は、見た」

　不意に、下村が低い声でそう言った。

「一四年前だ。当時の私はＡＳオペレータとして、九六式の中隊長を務めていた。そして忘れもしない六月二六日の深夜、私の部隊は都内で起きたＡＳテロに対する出動を命じられた」

　ぼそぼそとした、低い声の語りだった。部屋の一同は顔を見合わせるものの、あえて口を挟はさもうとはしない。

　ロニーだけはやや厳しめの表情で時間を確認していたが、タウンゼントは無言で首を横に振る。

「簡単な任務のはずだった。テロリストの本ほん拠きよ地ちは台だい場ばの埠ふ頭とうに停てい泊はく中の貨物船と判明しており、その戦力もRk─92が一機。こちらも私と部下二人の機体しか出せなかったが、それで十分なはずだった。だが、そこで──そこで──」

「あれと同じ、巨きよ大だいＡＳに遭そう遇ぐうしたと」

　言葉を詰つまらせた下村に、ベルトランが静かな声でたずねた。無言でうなずいた下村は、しばしの後に話を続ける。

「何が何だか分からなかった。甲かん板ぱんを突き破り、あいつが立ち上がった。あまりに大きすぎて、最初はそれがＡＳだということさえ認識できなかった。右手で握にぎっていたＭ９が、まるで玩具おもちやの人形のようで──」

「……なんでそんなところにＭ９がいるんだ？」

　クララの疑問の声は、今の下村まで届かない。

「まるで悪夢のようだった。ライフルも、対戦車ロケットも、何一つとして効かなかった。私たちではあの化け物を止められず、私の──私の部下は……」

　言葉を詰まらせた下村は、両手で顔を覆おおう。

「川かわ上かみ……安あん藤どう……すまない……」

　切れ切れに部下の名を呼ぶ声は、まるですすり泣くかのよう。

　気まずい沈ちん黙もくの中、まず口を開いたのはタウンゼントだった。

「貴重な情報に感謝いたします、大佐。ですがこのままでは、一四年前と同じことがこの国で繰くり返されるでしょう──ゼンメルヴァイス兵へい曹そう」

「はっ」

　ロニーが広げたクルディスタン北部の地図を、タウンゼントはきびきびと指差す。

「ソラン基地を突とつ破ぱした巨大ＡＳ──〈ベヘモス〉でしたな──は、そのまま山さん岳がく地帯を南西に進んでいます。このままではおよそ二時間で平野部へ到とう着ちやく。そして推定される目的地は、ここです」

　タウンゼントが示したのはガルナスタン北部のオアシス都市アロンド、つまるところ、クララたちがいるまさにこの場所だった。

「この街を目指している？　まさか、コイツの狙ねらいって……」

　いつになく真剣な顔で、クララが考えこんだ。

「今からでは住民の避ひ難なんも、到とう底てい間に合わないでしょう。我々ＳＥＡＬｓチーム９には、山岳地帯での〈ベヘモス〉迎げい撃げきが命じられました」

「本職ではないとはいえ、軍用機の爆ばく撃げきを返り討うちにする相手ではな。妥だ当とうな判断であろうよ」

　腕うでを組んだユースフが、静かに同意する。続けてロニーが再び、〈ベヘモス〉の画面を周囲に示した。

「この図面が正確ならば、〈ベヘモス〉とやらも〈ケントゥリア〉同様の無人機と推測されております。そうなりますと、やはり──」

「我らの助力が得たいと。心得た」

　やや先走り気味に、ユースフが答えた。黙もく然ねんとうなずくタウンゼントを確認し、ハッサンを見やる。

「聞いての通りだ。ムスリムの同どう胞ほうに理り不ふ尽じんな危難が迫せまっておる現状で、見過ごせば私の義が立たぬ」

「それは、まあ──」

　渋しぶ々しぶとだが、ハッサンは同意した。ならば、問題はあと一つ。

「下村大佐、今一度〈レイヴン〉三号機を、我らにお預け願えないだろうか？　あの暴ぼう虐ぎやくの輩やからには、誅ちゆうを下さねばならぬ」

　そう真っ正面から切りこんだユースフを、下村はのろのろと振り向いた。

「……ＡＳ─１が、あの怪かい物ぶつに？」

「ああ。三号機には、それを為なすだけの力が有る。実際にあの機体を操あやつった私は、そう確信している。だからこの通りだ」

　言うなりユースフは、深々と頭を下げた。

「危難に晒さらされし無む辜この民たみを守るためにも、そして喪うしなわれた貴官の部下の御み魂たまを安やすんずるためにも」

「…………」

　目を閉じた下村は、再びうつむく。だがわずか一いつ瞬しゆん後には、今度こそしっかりと顔を上げた。

　うなずく下村の顔に、少しずつ血色が戻もどってきた。

「確かに、そうだった」

「では、協力していただけると？」

　抜け目なく機会をうかがっていたタウンゼントに、下村は渋じゆう面めんでうなずいて見せる。

「やむをえんでしょうな。状じよう況きようが状況だ。ＡＳ─１三号機、預けよう」

「感謝します、大佐」

　一礼したタウンゼントに、ベルトランが疑問を投げかけた。

「とは言いましても、あの〈ベヘモス〉にどう当たるつもりでしょうか？　攻こう守しゆとも隙すきらしきものが見えぬ上に、随伴する〈ケントゥリア〉のみでも手て強ごわい相手です」

　と、その時だった

「……私に、いい考えがある」

　今まで黙っていたサミーラが、つと立ち上がる。

「ほう、そなたに策があるか。遠えん慮りよなく申してみよ」

「……承知。ではシモムラ大佐」

　うなずいたサミーラは、まず下村に視線を向ける。

「何かな？」

「……〈レイヴン〉のついでに、この街に駐ちゆう留りゆうしている九六式改を一機、貸して欲しい」

「九六式改を？　だが、あの機体は──」

「百も承知」

　下村の返事を最後まで言わせず、サミーラは言葉をさえぎる。その静かな眼まな差ざしは、静かにクララを見やっていた。

（……アタシ？）

　首を傾かしげるクララから意識を離はなし、サミーラは珍めずらしい長広舌で自分の意見を述べた。

「……まずは──」




　サミーラの献けん策さくの骨子は、そのまま作戦に採用されることとなった。

「では、出しゆつ撃げきは一〇三〇となります。お急ぎください」

[image: ]

　そう告げると、タウンゼントとロニーは足早に会議室を後にした。残るＳＥＡＬｓ隊員との打ち合わせのためである。

「我々も急ぎましょう。現場までの足は米軍が用意してくれるようですが、それでも──」

「今回は、私も同行させてもらいたい」

　その言葉に、周囲は驚おどろいた。

「シモムラ大佐、なぜあなたが？」

「作戦に口を挟むつもりはない。だが今回ばかりは私が見届けなければならない」

「ふ、その心意気に、必ずや応こたえて見せよう」

「だな！　じゃあ、アタシは──」

「あなたは留守番です、社長」

「えーっ」

　その宣告にクララは口を尖とがらせるが、ベルトランは相手にしない。

「ちぇっ、つまんねーの」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーも動き出す中で、一人ふて腐くされるクララ。と、そんな少女に声がかけられる。

「……若、それに社長。実はもう一つ、いい考えがある」

　周囲に気取られぬよう声をひそめ、サミーラは言った。




　　　　４




　ローターが大気を切り裂さく騒そう音おんと、ターボシャフトエンジンの唸うなりとが、軍用ヘリのキャビンに響ひびく。ベルトランはふと作業の手を休めて、キャビンの窓から外の景色を見やった。

　青い空を、大型輸送ヘリの一群が先行している。ベルトランたちが乗る中型の汎はん用ようヘリよりも、一回り以上は大きい。

　と、輸送ヘリの機体が揺ゆらめき、大気へ溶とけこむように姿を消す。不可視型のＥＣＳを展開したのだ。こちらの汎用ヘリもＥＣＳを作動させたため、窓の外の風景が紫むらさきがかったセピア色に染まる。

「始まりますな」

「ええ」

　向かいの席についた下村の言葉に、ベルトランは軽くうなずいた。

　先行する輸送ヘリには、各おの々おの一機のＡＳが搭とう載さいされている。ＳＥＡＬｓのＭ９Ａ２ＳＯＰ〈シグマ・エリート〉が六機、ユースフの〈レイヴン〉三号機、そしてサミーラの乗る九六式改である。

　ベルトランたちが乗るこのヘリは、通信と情報処理システムを増設しており、前線で〈ベヘモス〉に対処するＡＳをバックアップする。もっともＳＥＡＬｓの隊長であるタウンゼント自身がＭ９〈シグマ〉に搭とう乗じようしている上、指揮統制機である〈レイヴン〉三号機も随ずい伴はんしているため、いざという時の予備ではあるが。

（……敵目標、〈ベヘモス〉の防ぼう御ぎよ力は非常に高い。ＡＳライフル程度の攻こう撃げきは弾はじかれ、ミサイルやロケットは迎撃される。ＡＳが運用可能な火力で、この守りを突破する方法は一つ）

　サミーラの説く作戦を、ベルトランは思い起こす。

（……高初速の狙そ撃げき砲ほう。アクティブ防御システムの反応を上回る弾だん速そくの長ちよう距きよ離り砲撃で、目標の急所を一撃。これしかない）

（……図面を見る限り、狙うべき急所はここ──後頭部の通信アンテナ。無人機である以上、外部から切り離されては行動が不可能なはず）

（……ＳＥＡＬｓのＭ９が、随伴する〈ケントゥリア〉を排はい除じよしつつ、〈ベヘモス〉の足止めと牽けん制せい。その隙に若の三号機からデータを回してもらい、私が九六式改で狙い撃うつ）

（……あくまで狙撃用のプラットフォームだから、必要以上の高性能機は不要。ＥＣＳを装備し、無音駆く動どうが可能な第二世代型ＡＳで必要十分）

　珍しいほどに長なが台詞ぜりふのサミーラだったが、その主張は筋が通っている。サミーラ本来の機体である〈シャドウ〉は、ガルナスタンの戦いで損傷しており、今は修理中だ。だから半ば当事者である下村を通じて、予備のＡＳ（それも調達の比ひ較かく的てき容易な第二世代型）を借り受ける。当然の行動だ。

　だが、何かがおかしい気がするのだ。

『セプテンバー１より各員へ。そろそろピクニックの時間だ』

　タウンゼントからの通信が、ベルトランを現実に引き戻す。

『お出かけの準備はいいな、ボーイズ、それにゲストの方々も』

『セプテンバー２、問題なし』

『こちらセプテンバー６、いつでも行けます』

『オシラ５、此こ度たびはよしなに願う』

『……オシラ７、了りよう解かい』

　それらのやり取りを確かく認にんしながら、ベルトランはふと小さな疑問を思い返す。

「下村大たい佐さ」

「何かな？」

「先ほど九六式改の貸たい与よを申し出た時、何かを言い淀よどんでおられたようですが」

　そう尋たずねてみると、下村はごくあっさりうなずいた。

「ああ、あれか。大したことではない。あの機体も含ふくめ、クルディスタンに派は遣けんした九六式改には、今回の作品に不要な装備を搭載しているのだ」

「それは、一体」

「我が国が独自開発した、市街地警備用のナビゲートシステムだ。性能自体は中々のものだが、操作が複雑なのが玉に瑕きずでね。おかげで操縦士以外にも、専用のナビゲーターを乗せる必要がある」

　その言葉に、ベルトランは眉まゆをひそめた。

「では、あの九六式改は二人乗りの複座機だと？」

「その通りだ。ＡＳとしては珍しいだろう？　本来は訓練用の機体だったものを流用している。おかげで、重量や作戦行動時間は──どうかしたのかね？」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、ベルトランは脳をフル回転させる。何かが彼に、激しく警告していた。だがその『何か』が何なのか、どうしても見当がつかない。

　ひどく嫌いやな予感だけがした。




「……いよいよ本番」

　輸送ヘリに固定された九六式改。そのコクピットでサミーラは、後席の同乗者にそう告げる。

「お、おう、待ち遠しいぜ」

　後部座席のクララが、ぶるりと武む者しや震ぶるいをした。小さなその体は、マスター・スーツにすっぽりと収まっている。

「……もう一度、確認する。作戦通り、所定のポイントまでは私がこの九六式改を操縦。到とう着ちやく後は操縦系統を切り替かえ、社長による操縦で敵目標を狙撃」

　それが、サミーラの考案した本当の作戦だった。

　この九六式改の後部座席には本来、情報解かい析せき用のナビゲーターが乗ることになっている。とはいえ非常時には、後席からの操縦も可能なのだ。

　それが、今回の眼目となる。いまだ未熟なクララのＡＳ操縦技術を補うため、基本的に機体の操作はサミーラが担当。そして狙撃時のみ、操縦をクララに委ゆだねる。

　クララの持つ狙撃における天賦の才ギフト──それをＡＳの実戦で活いかすための策だった。

　後席のマスター・スーツは詰つめ物ものでクララのサイズに合わせた上、操縦スティックの代わりにデータグローブ型のコントローラーを接続している。ＡＳ全身の操縦は難しいが、狙撃に必要な腕わん部の操作なら、これで十分だ。

　ちなみにこの『作戦』の本当の内容を知っている者は、二人の他ほかにはユースフただ一人である。

「……着陸後は、セプテンバー６──ゼンメルヴァイス兵へい曹そうの護衛で狙撃ポイントに向かう。彼にばれないよう、通信時には注意を払はらって」

「ダイジョーブだって。ロニーのヤツてんでニブいんだからよ」

「……そう」

　安やす請うけ合いするクララを、サミーラは何か言いたげに見やる。だが続く言葉を口にする前に、輸送ヘリの後部ハッチが軋きしみながらゆっくりと開いた。

　吹ふきこむ乱気流。その向こうに広がる青い空と乾かわいた大地を、サミーラは確認する。

「オシラ７、これより降下を開始する」

『了解、幸運を』

　機長の声と共に、九六式改を輸送機に固定していた電磁ロックが解除された。床ゆかのレールを滑すべり落ち、機体は空中へと投げ出される。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんの後、九六式改の機体を重力の見えない手がつかんだ。自由落下の際、下腹が底冷えするような感覚は、何度経験しても慣れることはできない。

　そう、何度もＡＳによる降下を経験したサミーラでさえそうなのだ。ならば、それを初めて経験した人間は、果たして──

『うわわわわぁぁぁっ!?　死ぃぬうううううぅぅぅ!!』

「……………………!?　しまった」

　背後から上がる壮そう絶ぜつな悲鳴に、サミーラは珍めずらしく慌あわてながら通信をカットした。




　多た用よう途とヘリのキャビンでベルトランは、またもや眉をひそめた。

『──ぅぅぅ』

　通信機から、掠かすれた少女の声がかすかに漏もれた──ふと、そんな気がしたのだ。

「…………今のは？」

「どうかしたのかよ」

　怪け訝げんそうに溝呂木が言った。どうやら今の声は、彼以外には聞こえなかったらしい。

「いえ、どうやら気のせいのようです」

　ベルトランはそう結論づけた。そもそもＡＳによる降下を何度も経験したサミーラが、今さらあんな悲鳴を上げるとは思えないのだから。

（まさか──？）

　脳のう裏りを過よぎるとある可能性を、ベルトランは却きやつ下かした。




　背後から上がる壮絶な悲鳴を無視しながら、サミーラは眼下に広がる岩山の地形を確認する。

「落ちる落ちる落ちるぅぅぅぅ!!」

　自由落下の中、九六式改の機体は激しく揺さぶられていた。複座の後席に収まったクララは、先ほどまでの入れこみ過ぎなほどやる気をみなぎらせた姿はどこへやら、あらん限りの悲鳴を張り上げている。

「ごめんなさい!!　もう許してカミサマ！　お願いです!!」

　耳をつんざく騒音を意識から切り離はなし、サミーラはきびきびした小気味の良い動作で降下の手順をこなす。一次開傘。急減速する機体。二次開傘。姿勢制せい御ぎよ。

　デジタル式高度計の数値が見る見る減少し、スクリーンに映った岩山の光景が拡大していく。

「助けてぇぇぇ!!　助けてママァァァ!!」

　着地。

　九六式改の全身で関節ダンパーが縮み、気化して撒まき散らされた衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいが落下のエネルギーを受け止めた。

　それでも殺しきれない衝撃が、コクピットを衝つき上げる。

「きゅう──」

　完全に目を回したクララを無視し、サミーラは各種センサで機体の周囲を走査する。切り離され、地面に横たわるパラシュート。周囲に敵てき影えいはなし。

　いや──

『どういうことだ、これは？』

　通信機から聞こえる、剣けん吞のんかつ強こわ張ばった声。同時に九六式改の背後で空間が揺ゆらめき、滲にじみ出るようにＡＳのスマートな機影が現れた。

　セプテンバー６──ロニーの乗る〈シグマ〉だ。

『今の声は、クララだよね。なぜあの子が、そこにいるんだい？』

（……気づかれた）

　やはり、先ほどの通信が漏れていたようだ。

　あらためて確認すると、ロニーからの通信は互たがいの機体だけに通じる回線を用いていた。どうやら今の時点では、部隊全体に漏らすつもりはないようだ。

　おそらくは、クララの立場を考えてのことだろう。

（……それなら、説得の可能性もある）

『説明してくれるかな？』

「……了解」

　サミーラは、慎しん重ちように言葉を選んだ。




『……以上』

　サミーラの短く簡潔にまとめられた説明を聞き、ロニーは軽く息をついた。

「なるほど、そういうことかい」

　とはいえ、話の内容自体は予想通りだ。

　未熟なＡＳオペレータの狙そ撃げき技術を最大限に活用するため、複座機で運用する。その発想自体は中々のものである。

　乗っているのが本来なら小学生の民間人で、なおかつ彼の妹分でなければ、の話だが。

「君は──君たちは撤てつ退たいし、ヘリに回収してもらえ。理由は、機体トラブルでも何でもいい。狙撃任務は僕が引き継つぐ」

『……あなたに出来るの？』

　狙そ撃げき砲ほうを手て渡わたすよう〈シグマ〉の腕を九六式改に伸のばすが、サミーラからの返答はこうだった。

　明らかな挑ちよう発はつだが、この程度では腹も立たない。

「ＳＥＡＬｓを舐なめないで欲しいね」

　特とく殊しゆ部隊の兵士は、万ばん能のう選手であることを求められる。無論、通常の水準をはるかに超こえたラインで、得意不得意の分野はあるが。

　この狙撃任務なら、ロニーはこなせる自信があった。計画通りのポイントからは困難だが、その分接近すればいいだけのことである。

『……それでは、だめ。近づいては、意味がない』

「それは、今の君たちには関係のないことだ。もし撤退しないというなら、僕が隊長に報告する」

『……待って』

「もういい、これまでだ──」

　話を打ち切ったロニーが、タウンゼントの〈シグマ〉へと通信を入れようとしたその時だった。

『待ってくれよ……ロニー──』

　通信機から聞こえた弱々しい少女の声に、ロニーは操縦スティックの通信ダイヤルを操作する手を止めた。

「クララ、かい」

『……社長、気分は？』

『うん、だいじょうぶ』

　サミーラの声は、本気でクララを気き遣づかうものだった。それくらいのことは彼にも分かる。クララが今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で、どれほど大切にされているのかも。

　だからこそ余計に、怒いかりがこみ上げてきた。

（それなのになぜ、クララを戦場に引っ張り出した!?　あんな小さな子を、こんな危険な場所に！　まったく──）

　人種的かつ宗教的な罵ば声せいは、口にせず控ひかえる。

『サミーラを怒おこらないでくれ。元々、アタシがムチャ言ったんだ。こいつは、そのムチャを何とかしようと骨を折ってくれただけなんだよ』

「分かっているよ、それくらいは。さあ、もういいだろうクララ。帰るんだ」

『できねえよ、ロニー。アタシが始めたことだから、アタシがケジメをつけなきゃ……』

「バカか君は！　そんなつまらない理由で、戦場に出るなんて──」

『つまらなくなんてない!!』

『……社長？』

　不意に張り上げたクララの大声に、サミーラも驚おどろいたようだった。

『どんなにちっぽけな意地やプライドでも、これはアタシが決めたことなんだ。アタシがやらなきゃいけないことなんだ』

「────」

　その言葉に、ロニーは言葉を詰つまらせた。

　ふと、高校を卒業した当時の自分を思い出す。周囲の反対を押し切り、海軍への入隊を決めたあの時。

　大おお喧げん嘩かの末、マオとクルツから散々に飲まされて泥でい酔すいし、酒の力を借りて自分の胸の内をぶちまけた。

　──彼女に相応ふさわしい男になりたい。

　──彼女が好きだった男を越えたい。

（ああ、そうか）

　つまらない、ちっぽけな意地とプライド。

　だが、どうしても押し通したい意地とプライド。

　結局のところ、今のクララはかつての──

『ロニー？』

　クララの不安げな声を無視し、ロニーは今度こそタウンゼントに通信を繫つなぐ。

「こちらセプテンバー６、セプテンバー１に応答を願う」

『どうしたセプテンバー６、定時の連れん絡らくからずいぶんと遅おくれているぞ』

「申し訳ありません、少しばかりトラブルがありまして──」

　九六式改に視線を向け、続ける。

「ですが、解決ずみです。現在、オシラ７と共に所定のポイントに移動中。以上」

『了りよう解かいした』

　それだけで通信を打ち切り、ロニーの〈シグマ〉は駆かけ出す。と、脚あしを止めないまま立ちつくす九六式改を振ふり向いた。

「何をしてる、急ぐよ」

『お、おう』

『……了解』

　完全に納なつ得とくしたわけではない。

　できることなら認めたくもない。

　だがそれでも、今の状じよう況きようでロニーができることはただ一つ。

（あの子を守る──それだけだ）

〈シグマ〉と九六式改は、前進を開始した。




「いよいよ、始まるな」

　ヘリのキャビンで、溝呂木はそう言った。

　肩かたの力を抜ぬき、リラックスした様子で紫し煙えんを吹ふく。幸か不幸か、実戦の鉄火場にもヘリの乗り心地ごこちにも、すっかり慣れてしまったのだ。

「ああ……」

　隣りん席せきの下村の様子は、溝呂木と対照的だった。

　顔の真ん前で両手を組み、爪つめを嚙かんでいた。さらに両脚は苛いら々いらとした貧びん乏ぼう揺ゆすりで、不協和音を撒き散らしていた。

「落ち着けよ、一いつ佐さ」

　さすがに見かねて、溝呂木が口を挟はさんだ。

「あ、ああ。すまない」

　うなずいた下村は、ハンカチを取り出して顔をふきだした。これまた首筋から生はえ際ぎわまで、何度も何度も偏へん執しゆう的に。

　いつの間にか、貧乏揺すりも再開していた。

（やべえな、こりゃ）

　処置なしとさじを投げたいところだが、そういうわけにもいかない。

「あんた、ＡＳ─１が実際にドンパチやるのを見るのは初めてだったな。中々のセッションが拝めるぜ、きっとな」

　わざと伝法な調子で、下村の肩を馴なれ馴れしく叩たたく。

「それに対バン相手は、天下のＳＥＡＬｓサマと来たもんだ。いいから、大船に乗ったつもりで見てなよ」

「……分かっている」

　低い声で、下村はうめく。

「分かっているんだ、それくらいは。だが……」

「だが？」

　尋たずね返す溝呂木に、下村は何も答えない。両手で顔を覆おおったまま深々とうつむき、それっきり沈ちん黙もくを守り続ける。

（無理もねえか）

　一四年前のＡＳテロについて、下村の口から直接に話を聞くのは初めてだ。だが彼が、事件の当事者ということくらいは知っていた。また、彼のＡＳ─１プロジェクトに対する熱意の原動力が、そこにあることも見当がついていた。

　そしてＡＳ─１プロジェクトが大おお詰づめを迎むかえたまさにその時、あの〈ベヘモス〉が再び現れたのだ。

　今の下村にとっては、一四年前の亡ぼう霊れいと対面した気分だろう。

「……信じろよ、あんたのＡＳ─１を」

　低い声を、溝呂木はかける。

「しゃんとしろ、大将。あんた、こういう時のためにＡＳ─１を作ろうとしたんだろ？　違ちがうのか」

　やや茫ぼう洋ようと、下村は溝呂木を見上げた。

「あ、ああ──そうだ」

　うなずく下村。その顔に、少しずつ血色が戻もどってきた。

「確かに、そうだった」




　沈黙の中、ユースフの〈レイヴン〉三号機はうずくまっていた。

　不可視型ＥＣＳで身を隠かくし、息を潜ひそめて敵の襲しゆう来らいを待ち続ける。

（まだか……）

　ユースフの三号機は、偵てい察さつと電子戦、指揮管制機能を一手に引き受けることを元に開発された機体だ。部隊にとっては目であり、耳であり、頭脳であり、適切に運用すればその戦力を数倍に引き上げることができる。

　だが今の三号機は、その索さく敵てき能力を半ば封ふう印いんしていた。背部のレドームを収納したまま、自らは電波を発することなく、パッシブなセンサのみを使用して敵機の存在を探し求めている。

（たまらぬな）

　まさかコクピットでの声が外部に漏もれるはずもないのだが、ついユースフは声さえも潜ませていた。

　本命である〈ベヘモス〉自身は、身を隠すことさえなく堂々と近づいている。問題はその取り巻き──不可視型ＥＣＳで身を隠した、随ずい伴はんの〈ケントゥリア〉隊だ。

　まずは彼らを排はい除じよ、せめて拘こう束そくせねば、作戦を次の段階に進めることができない。そのためには、確実に先手を取る必要がある。

（来ている、はずだ）

　すでに三号機の集音マイクは、〈ベヘモス〉の足音を直じかに捉とらえている。ならば前衛の〈ケントゥリア〉は、すでにこの付近まで進出しているはず。今の三号機同様にＥＣＳを展開し、かつ息を忍しのばせて。

　だが三号機のパッシブセンサは、いまだに〈ケントゥリア〉の反応を捉えていない。どうする？　いっそレドームのアクティブセンサを作動させるか？　三号機のＥＣＣＳならば、確実に敵機を捕ほ捉そくできるはず。いやそもそも、〈ケントゥリア〉はもう自機に気づいているのではないか？　だからこそ息を忍ばせ──

　堂どう々どう巡めぐりの思考が徐じよ々じよに悪い方向へと陥おちいっていく。もう〈ベヘモス〉は、そこまで来ている。こうなれば──

　まさにその瞬しゆん間かん、三号機の赤外線センサがかすかな反応を捉えた。

「これは!?」

　二時方向にごく小さいが、不自然な熱分布が存在している。ＥＣＳの範はん囲い外がいに漏れ出した、パラジウム・リアクターの発する熱だ。距きよ離りは──わずか一〇〇メートル未満、目と鼻の先だ。

　この位置、このタイミング、〈ケントゥリア〉と見て間ま違ちがいない。敵も予測された交戦に備えて出力を巡じゆん航こうレベルから戦せん闘とうレベルに上げた結果、ＥＣＳの処理能力を機体の廃はい熱ねつが上回ったのだ。

　一瞬の勝機を、ユースフは見み逃のがさない。

　パッシブセンサから漏れるわずかな情報を基もとに、三号機のＡＩは〈ケントゥリア〉の姿を仮想し、スクリーン上に表示する。すかさずアジャイル・スラスタを作動させずに跳ちよう躍やくし、真上から音もなく躍おどりかかる。

　無音の奇き襲しゆうに、敵機は最さい期ごまで気づかなかった。

　逆手に構えたサーベル型の単分子カッターを、〈ケントゥリア〉の胴どうと一体化した頸けい部ぶの後ろ側へと突つき立てる。通常のＡＳならばコクピットが存在するその部位に〈ケントゥリア〉は、高性能の通信用アンテナを備えているのだ。

　虚こ空くうに紫し電でんのスパークが走る。損傷によってＥＣＳが機能を停止し、〈ケントゥリア〉の姿が露あらわになった。

　アンテナを破は壊かいされ、物理的にネットワークから切り離はなされた無人機は、びくんと大きく震ふるえて硬こう直ちよくする。

　だが、まだ三号機は止まらない。背後から〈ケントゥリア〉に組み付いたまま、左ひだり脇わきに肘ひじを打ちこむ。装そう甲こうに隠された整備用のパネルが割れ飛び、情報伝達用のコネクタが露わになった。すかさず左手を当てた三号機は、そのコネクタに指先のプラグを挿そう入にゆうする。

「通った！」

　会心の声を、ユースフは上げた。

　三号機の強力な演算機能は、死に体となった〈ケントゥリア〉の全機能を速すみやかに掌しよう握あく。そこからさかのぼって、〈ケントゥリア〉同士を結びつけるデータリンク──インペリウム・ネットワークそのものに食くらいついたのだ。

　ゼロコンマ以下の超ちよう高こう速そくで交かわされる、激しい電子戦の応おう酬しゆう。いかに三号機でも、ネットワーク越ごしにシステム自体や敵機を乗っ取ることは不可能だ。だが、その機能の一部に干かん渉しようする程度ならば──

　三号機と、組み合う〈ケントゥリア〉。その周辺の空間が、陽炎かげろうのように揺ゆらめいた。いくつもいくつもいくつも。ＥＣＳの隠れ蓑みのを強制的に剝はぎ取られ、次々と露わになっていく〈ケントゥリア〉の姿。

　次の瞬間、降り注いだ銃じゆう弾だんが、その隊列を引き裂さいた。三号機の管制下にあるＭ９〈シグマ〉による奇襲だ。

「仕留めたり」

　ユースフがそううそぶいた時、三号機のコクピットに警報が走る。高度な対地能力を持つレーダーが、形なり振ふり構わずこの戦域から離り脱だつしつつある敵機を捉えたのだ。数は一機、向かう方向は──

「いかぬ、サミーラとクララが──」

　機体を翻ひるがえして駆けつけようとするユースフだが、その余よ裕ゆうはなかった。大地を揺るがせ、巨きよ獣じゆうがいよいよ姿を現したのだ。

「くっ……」




　戦せん況きようの激変は、クララたちにも伝えられた。

「……了りよう解かいした」

　タンデム式になった九六式改の前席で、サミーラは静かに答える。

「ど、どーすんだよ!?」

　露ろ骨こつに焦あせるクララだが、そこに併へい走そうするロニーの〈シグマ〉から通信が入る。

『当面は、予定通りに前進する。スケジュールが押しているとはいえ、周囲の警けい戒かいは怠おこたらないように』

「……了りようか──」

　サミーラがそう答えようとした時だった。

『待て！』

　別人のように厳しい声と共に、〈シグマ〉が九六式改の右側に飛び出した。そのまま機体の左半身を向けた。

　ほぼ同時に、右手から延びた火線に〈シグマ〉は晒さらされていた。

「ひっ!?」

「……奇襲？　不覚！」

　ようやくクララは気づいた。三時方向からの奇襲を感知したロニーの〈シグマ〉が、自分たちの九六式改を庇かばったのだと。

『照準させず、撃うたせない』ことが第三世代型ＡＳの基本だ。その中でも機動性を極限まで重視した特とく殊しゆ部隊用の〈シグマ〉は、装甲を最低限まで削けずっている。

　その〈シグマ〉がクララたちを庇い、本来ならかわせる砲ほう火かに身を晒したのだ。洗練されたスマートな機き影えいは、その左半身を手て酷ひどく傷つけられている。

　左ひだり肩かたと左腕のシールドを向けることで上半身の機体中ちゆう枢すうは守りきったものの、とくに左足の損傷が大きい。これでは、肝かん心じんの機動力さえ十分には発揮できないだろう。

『やれやれ、これは予定変へん更こうだな』

　岩山の陰かげにちらつく赤い十字眼を見やりながら、ロニーはいつも通りの声で言った。

「ちょっとロニー、どういうこった？」

『どうもこうもないだろ？　敵の無人機がこっちに来てる。本隊はデカブツの足止めで動けない。君たちの九六式じゃ無人機の相手は絶対に無理』

　まるでおどけたように、〈シグマ〉は肩かたをすくめてみせる。

『それじゃ僕とこの〈シグマ〉で、連中の足止めするしかないじゃないか』

「で、でも──」

「……感謝する」

　まだ言いつのるクララを無視し、サミーラはペダルを踏ふみこんだ。意外なほど軽かろやかな動きで、九六式改は斜しや面めんを駆かけ上がる。

「ま、待てよ、ロニー──」

『あそこまで大おお見み得えを切ったんだ、ちゃんと自分の仕事はしなよ！』

　気合と共に、途と絶だえる通信。そして戦争の騒そう音おんが、背後から響ひびいてきた。




「ついたな」

「……ついた」

　所定のポイントを確保し、クララはうなずいた。

　峠とうげ道みちを見下ろす、切り立った峰みねの影かげ。光学センサを最大にすれば、〈ベヘモス〉とＳＥＡＬｓの交戦が遠目に見える。その中には、ユースフの三号機の姿もあった。

　戦況は、ＳＥＡＬｓの劣れつ勢せいで推移している。決して、彼らが弱いわけではない。滝たきのように降り注ぐ猛もう射しやを凌しのぎ、避さけながら、果か敢かんに応戦している。

　三号機から転送されたデータも、その卓たく越えつした技量を証明していた。だが、問題はそれ以前にあるのだ。

　並みの戦車を凌しのぐ〈ベヘモス〉の装甲に、〈シグマ〉の攻こう撃げきはことごとく弾はじかれている。

　故ゆえに、狙ねらうのはただ一点──

「ユー・ハブ・コントロール」

「アイ・ハブ・コントロール」

　復唱と同時に、機体の操縦がクララへと切り替かわった。両手のコントローラーを操作し、その感覚を確かめる。問題ない。

　背部のロックボルトが解除され、背負っていたケースが展開する。折りたたみ式の長大な砲ほう身しんを、クララの操縦する九六式改は引っ張り出した。

　七六ミリ狙そ撃げき砲ほう。標準的なＡＳライフルの倍近い口径を誇ほこる強力な火器だが、それでもあの怪かい物ぶつ相手には心こころ許もとない。

　だから、狙うのは一点。

「こちらウルズ２、準備は万ばん端たん──良い景色だ」

『オシラ５、了解した』

　ユースフの返答とほぼ同時に、〈シグマ〉隊の動きが変わった。今までの包ほう囲い網もうから間断なく砲火を浴びせかけるのを止やめ、後退を繰くり返す。

　そうしつつも巧たくみな牽けん制せいを織り交ぜることによって、〈ベヘモス〉の進路を歪ゆがめ、誘ゆう導どうしていく。

　そう、クララに背を向ける形で。

（もうちょい、ちょい、ちょい──今！）

『彼』からもたらされた、この〈ベヘモス〉の弱点。ちょうど後ろ首のあたり、襟えり状の装甲に隠かくされた部位が、一瞬だけ姿をのぞかせる。

「────」

　時間と空間を越こえ、絞しぼりこまれていく意識。その一瞬を見逃さず、クララはトリガーを引いた。

　伏ふせ撃ちの機体に走る、重い衝しよう撃げき。砲門から飛び出した徹てつ甲こう弾だんは、超ちよう音おん速そくで彼ひ我がの距離を征せい服ふくすると、狙い過あやまたずそこに飛びこんだ。

　インペリウム・ネットワークと接続する、複合アンテナに。

　通常の〈ケントゥリア〉なら、わざわざ狙う必要はない部位だ。背後に回って狙いを付けるよりも、もっと確実に仕留める方法がある。

　だがことが〈ベヘモス〉なだけにその一ひと刺さしは、まさしくアキレスの踵かかとを射い貫ぬく矢となったのだ。

〈ベヘモス〉の巨きよ体たいが、びくんと大きく震えた。二度、三度、周囲を見回し、戸と惑まどったように一歩を踏み出す。

『まだか？』

『いや？』

　疑念が走る通信の中、少なくともクララはその結果を確信していた。

「大したことねーな、デクノボー」

　吐はき捨てるのと同時に、〈ベヘモス〉は横転。その巨体は、二度と立ち上がらなかった。




「やったね、クララ」

　データリンクを介かいして〈ベヘモス〉撃げき破はの報しらせを受け、ロニーは安あん堵どの息をついた。

　腰よう部ぶのバランサーを損傷し、うずくまった彼の愛機。その前方にはほぼ相あい討うち状態で撃破した〈ケントゥリア〉の残ざん骸がいが、屍しかばねを晒している。

（手て強ごわかったな）

　クララたちを庇って損傷を受けていたとはいえ、実戦でここまで追いこまれたのは初めてだ。勝負の天てん秤びんがもう少しだけ向こう側に傾かたむいていたら、撃破されていたのは自分と〈シグマ〉だったろう。

　以前、ルーマニアで交戦した時と、同じ機体とは思えない。

「経験で成長し続ける戦せん闘とうＡＩか」

　あらためてその脅きよう威いを思い知りつつも、ロニーの内心に恐きよう怖ふはない。自分たちはＳＥＡＬｓ、世界最強の特殊部隊なのだから。

（って、ちょっと僕のガラじゃないか）

　苦く笑しようしつつ、ロニーは通信を入れた。

「こちらセプテンバー６。機体が大破し、自力での帰投は困難。友軍による回収を願います」

『よかった、無事だったんだなロニー！』

　真っ先に返ってきたのは、よりにもよってクララからの通信だった。

『Ｍ９がブッ壊こわされちまったのか？　ならアタシが拾って帰るからさ、そこで大人しくしてろよ！　ケガはねーよな？』

「お手て柔やわらかに頼たのむよ」

　どうやら世界最強の特殊部隊隊員であり続けることよりも、彼女の兄貴分であり続けることの方が、よほど難しそうだった。




「はは、やりやがったぜ！」

　その情景を確かく認にんし、溝呂木は拳こぶしを握にぎり締しめていた。

「言っただろ、一いつ佐ささん。あいつらなら、きっと──」

　傍かたわらの下村を振ふり向き、溝呂木は啞あ然ぜんとした。

　顔を紅潮させた下村が、目め頭がしらを手でおおっていた。洟はなをすすり上げるか細い声が、キャビンの中に響く。

「……泣いているのか、あんた」

「これは──みっともない──ところを」

　切れ切れに答えながら、下村は顔を上げる。充じゆう血けつし、真っ赤になった目。だが溝呂木は不思議と、それを情けないとは思わなかった。








第三話　戦士の一いち分ぶ
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　闇やみ夜よに鳴り響く砲ほう声せいと、絶え間なく降り注ぐ砲ほう弾だん。

　今やガルナスタンの原野は、戦場と化していた。

　飛び交かう曳えい光こう弾だんに照らし出されて、二機の〈レイヴン〉の影がまるで亡ぼう霊れいのように揺ゆらめく。

「しつこい連中だ」

　一号機のコクピットで、達たつ哉やは言った。

　日中の潜せん伏ぷくと夜間の移動を繰り返しつつ、道無き山々を踏とう破はしてようやくたどり着いたガルナスタンの東部国境地帯。だが目指すアフガニスタンを目前にしていながら、達哉たちはガルナスタン軍に発見されてしまった。

「ここまで来たんだ、やられてたまるかよ」

　追いすがる敵の〈サベージ〉に撃うち返しつつ、回かい避ひ機動で逃にげ惑まどう。

　規格違ちがいのロシア製マッスル・パッケージで駆く動どうしているにもかかわらず、〈レイヴン〉たちの機動に不安はない。あくまでも今のところは、だが。

『あと少しで国境です。あきらめないで！』

「ああ、分かっている」

　併へい走そうする菊きく乃のの四号機にそう返しながらも、達哉はどうも不安がぬぐえない。

「なあ、菊乃」

『なんですか？　手短かに願います』

「こんな派手なドンパチかましながら、無理矢理に国境抜ぬけても大だい丈じよう夫ぶなのか!?　下へ手たすりゃ向こうさんからも敵と思われて撃たれるんじゃ？」

『ああ、それでしたら──』

　菊乃が答えようとした時、その声を圧あつして一号機のコクピットに警報が鳴り響いた。右手、三時方向から接近する新たな反応あり。

「この速さと動き、ヘリか──やばい！」

　とっさに操縦ペダルを踏みこむ。同時にヘリの機体から、夜目にも鮮あざやかな爆ばく炎えんが上がり、揺らめく白はく煙えんを照らし出す。搭とう載さいしたロケット砲の一いつ斉せい発射だ。

『達哉さん!?』

「大丈夫、いける！」

　先んじて跳ちよう躍やくしていた〈レイヴン〉は、撒まき散らされたロケット弾の散布界から辛かろうじて逃のがれる。攻撃が、無誘導のロケット弾で助かった。

　跳躍の頂点で一号機は、敵の戦闘ヘリにＢＫライフル──補給基地の物資から調達したものだ──の砲門を向けた。スクリーン上で慌あわてて回避機動を取るヘリに、レティクルが重なる。

　反はん撃げきの好機を逃さず、トリガーにかけた指へと力をこめる達哉。だがその直前、先日の戦いが脳のう裏りをよぎった。

「くっ！」

　的確にコクピットを破は壊かいされた〈シャドウ〉。オペレータ共々骸むくろと化したＡＳアーム・スレイブの姿。それらの姿が、ヘリの機き影えいに重なる。

　また、同じことを繰り返すのか？

（やらなきゃ、やられるんだ）

　自分自身へと、達哉はそう言い聞かせた。

「やるしかないんだ」

　トリガーを引く。フルオートの砲声が耳をつんざいた。撒き散らされた三七ミリ弾の一発が、見事にヘリを捉とらえる。

　バランスを崩くずしたヘリは、ふらつきながらも辛うじて不時着。乗員の安否は……

（そんなこと、一々気にしてられるか）

　加速度的に自分の精神が荒すさんでいることを実感する。分かったところで、達哉自身にも現状ではどうしようもないが。

　着地。衝撃吸収装置でも負荷を殺しきれず、酷こく使しし続けてきた右う脚きやく部ぶのフレームがわずかに軋きしむ。

『大丈夫ですか、達哉さん』

「ああ、右手のヘリは落とした。これでいいんだろ？」

『ええ』

　そう答えながら菊乃の四号機が、振り返りもしないままの副ふく腕わんを後方に向けた。機関砲の射撃が、追いすがる〈サベージ〉の一機を捉える。脚部を吹ふき飛ばされた敵機は、そのまま横転して脱だつ落らくした。

　だが敵の数は、一向に減る気配がない。それどころか再び警報がコクピットに鳴り響ひびく。それも、今度は──

「正面!?　回りこまれたのか！」

　コクピットの正面スクリーンに、いくつもの機影が映る。暗視装置越ごしの上にまだ距きよ離りがあるので詳しよう細さいは分からないが、ＡＳに間違いない。

「くそ、諦あきらめてたまるか!!　やってやる！」

　自身を鼓こ舞ぶするため、達哉は気合の声を上げた。精神が熱く昂こう揚ようするのと同時に、脳のう髄ずいの芯しんの部分は冷たく冴さえ渡わたっていく。

　不ふ鮮せん明めいな戦せん況きようを、可能な限り把は握あくする。敵ＡＳ隊による、前後からの挟はさみ撃ち。包囲が完成する前に前方の敵機を撃ち倒たおし、脱だつ出しゆつせねば。操縦スティックを握りこむと、駆かける〈レイヴン〉一号機も、手にしたライフルを構え直す。

　いや、待て──加速する達哉の思考に、ふと違い和わ感かんが紛まぎれこんだ。前方に展開するＡＳ部隊、ひょっとして、あれは……

『ダメです、達哉さん！　撃ってはダメ！』

　菊乃からの通信、ほぼ同時に達哉もそれに気づいた。

　前方に展開したＡＳは、ガルナスタン正規軍の〈サベージ〉でも〈シャドウ〉でも、ましてや〈ケントゥリア〉でもなかった。

「あれは──Ｍ６か!?」

　米国製のＡＳが一〇機ほど、横一列の横隊を組んでいる。

「ってことは──」

『ええ、おそらくはそうでしょう』

　菊乃がそう答えるのとほぼ同時に、

『戦闘行動中のＡＳ各機に警告する！　我々は、アフガニスタン陸軍だ』

　現地語と、訛なまりの強い英語で、二度繰くり返した。それと同時に、Ｍ６の各機が機関砲を一斉に構える。

『貴様らは現在、我が国の領土と主権を侵しん犯ぱんしている！　即そつ刻こく、機体を停止して投降せよ！』

　機関砲が火を噴いた。とはいえ〈レイヴン〉からも〈サベージ〉からもはるかに逸それ、遠く離はなれた原野に着ちやく弾だんする。

　一応、威い嚇かく射しや撃げきであるようだ。

『わ、分かった分かった!!　撃つな撃つな撃つな！』

　慌てて達哉の一号機は、ライフルを投げ捨てて両手を上げた。だが、アフガニスタン軍の殺気だった様子は収まらない。

「どうするんだ、菊乃──」

　そうたずねて、達哉は啞然とした。砲火が飛び交う戦場の真ん中で、菊乃の四号機が膝ひざをついて駐ちゆう機き姿勢を取ったのだ。

　背部ハッチを開放し、菊乃は立ち上がる。長い黒髪が、風に舞った。

「な、何をしてるんだ、お前!?」

『達哉さんも、早く機体を降りて！　機体を停止させる、というのが向こうの要求なのですから』

　そう言われて、達哉は思いだす。ＡＳオペレータにとって機体から降りて生身を晒さらす行こう為いは、敵意がないことを示す最も確実なサインだということを。

「で、でも、後ろから弾が飛んできてるぞ！」

『このままでは、前からも撃たれます』

　確かにその通りだ。逡しゆん巡じゆんしている余よ裕ゆうはない。

「ええい、ままよ！」

　半ば自や棄けになった叫さけびを上げ、達哉も一号機に駐機姿勢を取らせ、ハッチを開く。強きよう烈れつな戦場の騒そう音おんが、生の肉体に叩たたきつけられた。

（で、ガルナスタンの連中はどう出る？）

　前方のアフガニスタン軍を刺し激げきしないよう細心の注意を払はらいながら、達哉は後方のガルナスタン軍の出方をうかがう。

〈サベージ〉隊は、それ以上の前進を停止していた。ライフルを構えつつも、発はつ砲ぽうはしない。動きには、かなりの迷いが見て取れる。

　息いき詰づまる沈ちん黙もくを破ったのは、アフガニスタン軍だった。

　Ｍ６隊列から、右みぎ端はしの一機が一歩前に出る。右肩かたに大口径の榴りゆう弾だん砲ほうを装備した火力支し援えん機、Ｍ６Ａ２Ｅ２〈ブッシュマスター〉だ。

　ガルナスタン軍の〈サベージ〉たちに、動どう揺ようが走る。〈ブッシュマスター〉は右肩の榴弾砲をこれ見よがしに見せつけつつ、腰こしの補助脚と両脚のアウトリガーを展開。動揺するガルナスタン軍に向けて一〇五ミリ砲弾をブッ放した。

　仰ぎよう角かくを取らない、直接照準の水平射撃。甲かん高だかい砲声をまき散らしつつ着弾し、砲ほう煙えんを噴ふき上げる。

　先ほどと同様に、狙ねらいを外した警告射撃だ。だがその着弾点は、一層ガルナスタン軍に近づいている。

　先頭の〈サベージ〉が、右手を上げた。それを合図に、ガルナスタンの部隊はじりじりと後退を開始した。アフガン側も、あえて追つい撃げきはせずに見送っている。

「終わったようだな」

　ほっと息をつく達哉に、菊乃から通信が入った。

『まだまだ。これからですわよ、達哉さん』

「……確かにそうだな」

　見ればアフガン軍のＡＳが、〈レイヴン〉を包囲している。それも、実に非友好的な態度で。

（ま、そりゃそうだよな）

　そう納なつ得とくした達哉は、あらためて無線通信の回線を開くと、アフガニスタン軍に呼びかける。

「こちら、民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス所属のＡＳオペレータ、市いち之の瀬せ達哉だ。見ての通り、抵てい抗こうの意志はない。貴国の支援──じゃなく保護──でもなく、亡命──はもっと違って……ああ、もう！　とにかくそういうのを求める」

　支し離り滅めつ裂れつな達哉の要求に、Ｍ６隊は戸と惑まどったように動きを止める。

『達哉さん、それでは何が何だかよく分からないですよ、きっと』

　菊乃の声も、相当に呆あきれていた。




「ガルナスタンから脱出してきた、ＰＭＣのＡＳ乗りだと？　しかも日本人？　何なのだ、それは？」

　部下の報告に、アフガニスタン軍隊長のサヤフ少しよう佐さは困こん惑わくした。

「本人たちは、そう名乗っております。少なくとも若い東洋人の男女だということに、間違いはありません」

「また、面めん倒どうなことを」

　現在のガルナスタン紛ふん争そうは旧ソ連の構成国間によるものであり、アフガニスタンは不ふ介かい入にゆうの立場を貫つらぬいている。だがそれらの国々と接する北部国境は現在、予断を許さない状じよう況きようにある。

（いつこの紛争が我が国に飛び火するか、知れたものじゃない）

　サヤフ少佐の懸け念ねんは、政府や軍の上層部とも共通のものだった。ソ連の崩ほう壊かいにより、その衛星国から解放されてようやく一〇年。ソ連による支配や、それに先立つ戦争の爪つめ痕あとは、いまだアフガニスタンの大地に残っている。

　だからこそ、今夜の戦せん闘とうにもさてはと思ってＡＳ部隊を送りこんだのだが、その結果として全く予期せぬ事態が起こったのだった。

「その二人は、どうしている？」

「ことがことですので。ＡＳ隊の方で、保護と言いますか拘こう束そくと言いますか──とにかく乗ってきたＡＳ共々、この基地に連行しております」

「ここにか？」

　当然のことなのだが、サヤフ少佐は顔をしかめる。

「まずかったでしょうか？」

「いや、かまわん」

　軽く頭かぶりを振ふり、気持ちを切り替かえる。愚ぐ痴ちや面倒を言っている場合ではない。

　とにかく、ヘラートの基地に報告せねば。場合によってはカブールの司令部と直接、報告する必要があるかもしれない。

「ＡＳ隊が戻もどったら、すぐに知らせろ。俺が直接、話を聞く」

「了りよう解かいしました」

　足早に部屋を出る部下を見送り、サヤフ少佐は窓から空を見やった。少しずつ、東の空が白み始めている。

「長い一日になりそうだな……」

　小さなつぶやきは、本人以外に聞こえなかった。




　まだ薄うす暗ぐらい夜明けの山道を、アフガニスタン軍の隊列は進んでいた。〈レイヴン〉から降ろされた達哉と菊乃は、軍用車の後部座席で拘束されている。

　窓から後方を見やると、Ｍ６に運ばれる、〈レイヴン〉の姿があった。一号機と四号機にそれぞれ二機のＭ６がつき、両りよう脇わきから抱かかえるようにして〈レイヴン〉の機体を持ち上げている。ちょうど、負傷者を搬はん送そうする時のような塩梅あんばいだ。

「ま、こうなるよな」

　手て錠じようをかけられた両手を見やり、達哉はつぶやいた。何日も途と切ぎれず続いた緊きん張ちようと疲ひ労ろうが、重く心身にわだかまっている。

『もうちょっとだ、兄ちゃん』

　通信機から聞こえる陽気な英語の声は、車両のすぐ前を進む砲ほう戦せん型のＭ６──〈ブッシュマスター〉からのものだった。

『あの先の峠とうげを越こえれば、俺たちの基地だ。そうすりゃ少しは休めるさ』

「だといいんだがな」

　達哉の返答は、ひどく無愛想なものだった。

　ようやく連日の戦闘から解放された肉体が十分な休息を欲ほつしている一方で、精神はいまだ緊張を保ち続けるよう求め続けていた。そんな心身の乖かい離りが、達哉の言動をささくれ立たせている。

　だが〈ブッシュマスター〉のオペレータは、意に介かいさずほがらかに笑った。

『ま、うちの隊長も鬼おにじゃないだろうし、何とかなるんじゃねえの──っと』

　峠に差しかかったところで不意に、〈ブッシュマスター〉が右の方向を指し示す。

『……あっちだ』

「あっち？」

『いいから兄ちゃん、ちょいと右を見てみな』

〈ブッシュマスター〉のオペレータからそう促うながされ、達哉は右の方向を見やる。そして、目にした光景に思わず息をのんだ。

「こいつは……」

　峠から見下ろす、深い渓けい谷こく。東から射さし始めた陽光に照らされ、深く立ちこめた霧きりがすっと晴れていく。

　濃のう霧むのベールの下から現れたのは、こぢんまりとした農村の風景だった。

　高く切り立った山々の鮮あざやかな緑と、谷底の渓けい流りゆうの深い青。その狭はざ間までへばりつくように、農地が広がっている。

　田畑の麦が、日干し煉れん瓦がの農家が、太陽を浴びて黄金色に輝かがやいた。

「まあ、素す敵てき」

　今まで黙だまっていた菊乃が、歓かん声せいを上げる。
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『どうだい兄ちゃん、中々のモノだろ？』

「ああ、確かにな」

〈ブッシュマスター〉からの自じ慢まんげな通信に、達哉はうなずいた。ささくれだっていた心に、言葉にはできない何かが染しみ渡わたっていく。

　見ればこの先の道は峠を下り、その村へと通じているようだ。そして村のすぐ北、ちょうど峡きよう谷こくの入り口を塞ふさぐ形で、小規模な基地が設営されている。

「あそこがあんたらの基地か？」

『アルトン基地って言うんだ。言ったろ、あと少しってさ』

　隊列は、谷間を下りていった。




　生憎あいにくながら〈ブッシュマスター〉のオペレータが思っていたほど、彼の上官は優やさしくなかった。

　基地に到とう着ちやくして早々、〈レイヴン〉から降ろされた達哉と菊乃は、司令部──プレハブの平屋だった──の一室へと連行された。少しの休養も食事も、与あたえられずに。

「俺が、この隊を預かるサヤフ少佐だ」

　通された部屋で達哉たちを待っていたのは、四〇過ぎに見える将校だった。藪やぶにらみ気味の右目が、ぎょろりと達哉を見やる。

「俺は──」

「イチノセ・タツヤとサンジョウ・キクノか。間ま違ちがいないな」

「え、はい」

「その通りです」

　出で端はなを挫くじかれた形だが、達哉も菊乃もそう答えた。うなずいたサヤフ少佐は、乱暴な身み振ぶりで二人に椅い子すをすすめる。

「それで、ガルナスタンから逃にげてきたそうだが、詳くわしい話を聞こうか。噓うそや誤ご魔ま化かしは、ためにならんぞ」

「分かってます」

　うなずいた達哉は、一連の事情を話し始めた。

　パルミシュ将軍の反乱軍に雇やとわれ、ガルナスタン国内に潜せん入にゆうしたこと。ロシアの介入等のアクシデントが重なり、クーデターが失敗したこと。仲間たちは撤てつ退たいに成功したが自分たちは取り残されてしまい、自力での脱だつ出しゆつを試みたこと。

　さすがに〈レイヴン〉やジオトロン、ＳＥＡＬｓなどの件は伏ふせていたが。

「で、それを信じろと？」

　両手を組んだサヤフ少佐が、重々しく言った。

「それで、お前らの話が本当だと仮定してだが、一体これからどうするつもりだ？　この国に、何を望む？」

「えーっと、それは──」

　問いかけられ、達哉は少しばかり戸惑う。今の今までガルナスタン脱出のことだけで精せい一いつ杯ぱいだったため、その先の具体的な方策は考えていなかったのだ。

　脱出した新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の本隊、つまりクララやユースフたちと合流するとしても、それに必要な手は──

「まずは、通信を」

　明確に答えたのは、菊乃だった。

「本隊に連れん絡らくをとりたいのですが、今のわたくしたちには長ちよう距きよ離り通信の機材がありません。まずはその設備をお貸し願えないでしょうか」

「なるほど、確かにそうだな」

　感心したようにうなずいた達哉を、サヤフ少佐はにらむ。

「まあ、話の筋は通っとるか」

「では……」

「──とでも言うと思ったか？」

　低く不ふ穏おんな声で、サヤフ少佐はそう言った。

「貴様らには、様々な疑いがかかっているんだ。自作自演の芝しば居いを打って、この国に潜入しようとしたガルナスタンの斥せつ候こうかもしれん。あるいは、ロシアあたりのスパイという可能性もある」

　少佐が顎あごをしゃくると、達哉を連れて来た兵士が動いた。背後から二人の肩かたを乱暴につかむと、立たせようとする。

「仮にお前らの言うことが本当だとしても、ガルナスタンから引き渡しを求められたら応じざるをえんぞ。ガルナスタンに難なん癖くせをつける口実はやれんからな」

　大人しく立ち上がった達哉と菊乃を、サヤフ少佐はにらむ。

「何にせよそこら辺の判断は、俺の仕事じゃないんだ。安心しろ、大人しくしておけば当面の安全は保証する。多分な」

　その物言いにはある種のユーモアがあったが、達哉たちはまったく笑えなかった。




　達哉と菊乃が連行されたのは、半地下式の営倉だった。

「何だか最近、こういうのが多い気がするな」

　二人で一つの独どく房ぼうに放ほうりこまれ、達哉はつぶやいた。その隅すみでは菊乃が、手錠を外された手首をさすっている。

「それほど悲観した状じよう況きようではありませんわよ、達哉さん。この程度の警備なら、脱出の機会はいくらでもあります」

「……事を起こす気、満々かよ」

　この状況でも前向きな（？）菊乃に、達哉は低い声でつっこんだ。

「とりあえず、当面は敵てき弾だんや追手を気にする必要はなさそうですし、まずは少しでも体を休めましょう」

「たくましいな。確かにその通りだけどさ」

　そうつぶやいて、達哉は独房の中を見回す。殺風景なコンクリートのつくりで、鉄てつ格ごう子しの向こうには廊ろう下かが見える。壁かべの高い場所にも明かり取りの小さな窓があり、こちらにも鉄格子がはめられていた。

　達哉は大きく背せ伸のびをして、窓の外をうかがう。ちょうど外の地面と同じ高さになっているらしく、鉄格子の向こうには基地の営庭が広がっている。

　目をこらした途と端たん、突とつ風ぷうが吹ふきつけてきた。吹き上げられた砂さ礫れきを浴びせられ、達哉は慌あわてて顔をそむけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、達哉さん？」

「ああ、平気平気」

　顔をしかめながら、目元を拭ぬぐう。と、鉄格子の向こうの廊下から、遠えん慮りよのない笑い声が響ひびいた。

　振ふり向くと、見張りらしい少年兵が笑っていた。歳としはおそらく、達哉より二つ三つ下だろうか。

「ついてなかったな、兄ちゃん」

　訛なまりの強い英語の呼びかけは、達哉の記き憶おくにあった。

「お前、さっきの〈ブッシュマスター〉のオペレータか？」

「まあな、ハリリっていうんだ。これでも一応、伍ご長ちようだぜ」

「あ、ああ」

　やたらと人ひと懐なつっこい笑え顔がおに、達哉は戸と惑まどう。

　とは言うものの、他人から名乗られた以上は自分も名乗り返すのが、万ばん国こく共通のルールというものである。

「ええと、俺は──」

「知ってるよ、タツヤだろ。んで、そっちの別べつ嬪ぴんさんがキクノだ。よろしくな」

　どうやら、事前に調べてきたらしい。仕事熱心だな、と達哉は思った。まあ、見張りとしては当然のことかもしれないが。

「英語、上う手まいですのね」

「まあな。やっぱ今からこの国でのし上がるには、英語が喋しやべれた方がいいと思ってさ、必死で勉強したんだよ。もっともおかげで、兄ちゃんたちの見張りなんて押しつけられちまったけどさ」

「そいつは……、迷めい惑わくかけたな」

「あーいや──ウソだよ、ウソウソ、今のなし。本当は、兄ちゃんたちと話がしてみたかったんだ」

　ハリリの言葉に、達哉と菊乃は顔を見合わせる。

「わたくしたちと、ですか？」

「そりゃまた、何で」

「いやあ、だってさ、兄ちゃんたちの乗ってたＡＳって、無茶苦茶イカしてたからさ。ちょっと見てくれよ」

　ハリリが、窓の外を指し示す。再び背伸びをし、達哉と菊乃は窓の外を見やる。

　営庭ではちょうど、ＡＳ部隊が前進している。先ほど見たＭ６と、後は──

「〈サベージ〉、ですわね」

　菊乃が不思議そうにつぶやいた。

　Ｍ６と〈サベージ〉、東西の代表的な第二世代型ＡＳが肩を並べて行進するのは、確かに珍めずらしい光景ではある。

「Ｍ６はアメちゃんからのもらい物で、〈サベージ〉はイワンの連中の忘れ物な。ウチの国って貧びん乏ぼうだから、そういうやり方じゃないとＡＳゲットできないのよ。最新型の第三世代とか、あんな近くで見たのオレ初めて」

　目を輝かがやかせてＡＳを語る少年兵に、達哉は少しばかり引いた。

「ひょっとして、だから〈レイヴン〉を──」

「おお、〈レイヴン〉ってーのかあの機体！　くーっ、スゲーかっちょいい」

　達哉の漏もらした言葉に、ハリリはたちまち食いついた。

「ＡＳが、好きなんですのね」

「うん、大好き。今オレが乗ってるのはオンボロの大たい砲ほう担かつぎだけどさ、いつかはあの〈レイヴン〉みたいな新型に──」

「止やめとけ」

　冷たい床ゆかに座りこみ、達哉はぽつりとつぶやく。屈くつ託たくなくＡＳを語るハリリの様子が、気に障さわってしょうがない。

「ＡＳなんてあんなの、ろくなもんじゃねえよ」

「またまたそんな謙けん遜そんしちゃって。凄すごかったぜ、兄ちゃんの動き。オレ、ちゃんと見てたんだ」

　無愛想にそっぽを向く達哉に対して、ハリリは鉄格子に取りすがってそう訴うつたえた。傍はたから見ればどちらが囚しゆう人じんなのか、よく分からない。

「こう、バピュン、ってジャンプでヘリの攻こう撃げきかわして、ズダダダ！──と反撃。あっさり撃うち落としちまった。あんなカッコいいＡＳの動き、オレ見たの初めて。兄ちゃんってさ、実はエースってやつじゃ──」

「止めてくれ！」

　すっかり興奮した様子のハリリを、達哉は大声で怒ど鳴なった。

　ハリリに悪意がないのは分かる。本心から〈レイヴン〉と、それを操縦する達哉の技術を賞賛しているのだ。

　だからこそ、その無む邪じや気きな賞賛に達哉は耐たえられなかった。

「え、えーっと……」

　理り不ふ尽じんな達哉の反応に驚おどろきつつも、ハリリはまだ愛想よく笑おうとしていた。そんな少年兵を無視して、達哉はじっと自分の手を見つめる。

　ガルナスタン脱だつ出しゆつまでの一連の戦せん闘とうを、自分が撃った〈シャドウ〉や戦闘ヘリを、そしてそれらに乗っていた顔も知らない兵士のことを、達哉は思い起こす。自分は、彼らの命を奪うばったのだと。

　ある意味で慈じ悲ひの介かい錯しやくだった、旭あきらの時とは違ちがう。あの戦いで達哉は、明確な殺意と敵意でトリガーを引いたのだから。

　そんな達哉に戸惑っていたハリリだが、不意に両手を打ち合わせた。

「あ、そうか。兄ちゃんたち徹てつ夜や明けだから機き嫌げん悪いんだな。よしきた、毛布やシートを見み繕つくろってくるからさ。一ひと眠ねむりして、すっきりしたら話きかせてくれよ」

　何やら自己完結したハリリは、善は急げとばかりに駆かけ出した。達哉と菊乃を二人きりで、営倉に残して。

「あの子、自分が見張りという自覚はあるのかしら？」

　そうつぶやいた菊乃が、達哉を振り向いた。

「その、達哉さん、あまり思い詰つめることは、ないと思います」

　菊乃が少しでも自分を慰なぐさめ、元気づけようと言葉を選んでくれている。そんなことくらいは、達哉にも分かった。

「あれは、戦争でした。達哉さんがご自分でおっしゃったように、あの時撃たなければ、死んでいたのはわたくしたちの方でしょう」

「ありがとう、菊乃」

　だがそれでも彼女の言葉は、本当の意味では達哉に届かない。

「ハリリの言った通り、疲つかれているみたいだ。休んでいいか」

「……はい」

　うずくまった達哉から、菊乃は目を逸そらした。
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　ここ数日ほど、オルカンは共和国宮きゆう殿でんの地下シェルターで寝ね泊とまりしていた。

　半ば引きこもったような姿に、眉まゆをひそめる者も多い。だがそんな周囲の反応を、今のオルカンは一いつ顧こだにせず、地下から地上の執しつ務む室へと通っていた。

　例えば、その日も──

「ようやく、見つかったみたいだね」

　執務室の机の上で、一枚の報告書をひらひら振りながら、オルカンは笑った。

「さ、左様です、閣下」

　参さん謀ぼう本部付きの大たい佐さが、汗あせをふきつつ説明する。

「アフガンに逃にげこんだのかあ。頑がん張ばるよね、彼」

「ですが、そのような些さ事じを、閣下自らが……」

「それを決めるのは僕だよ。いいから、この案件は僕が処理しておく。もう君は帰っていいから」

　オルカンは手を振って、話を終えようとする。だが大佐は、その言葉に従おうとしなかった。

「失礼ですが、どのように処理なさるおつもりでしょうか？」

「ううん？」

「まさかと思われますが、先日のクルディスタンへのようなことは……」

「何のことかなあ」

　露ろ骨こつに空とぼけたオルカンの態度に、大佐は顔を紅潮させる。

「あ、あの件で我が国がどれ程ほどの苦境に立ったとお思いですか!?　これ以上は──」

　思わず、詰め寄ろうとする大佐。その姿に、オルカンの顔から表情が抜ぬけ落ちた。

「うるさいよ、君」

　乾かわいた声でそうつぶやくと、オルカンは机の引き出しを開けた。その中身を手に取り、大佐へと無造作に向ける。

「か、閣下……？」

　オルカンが手にした、やや旧式の回転式拳銃リボルバー。その銃口を突つきつけられ、大佐は呆ぼう然ぜんとした。

「もう、帰っていい──僕はそう言ったよね？」

「で、ですが……」

「まだ、続けるかい？」

「し、失礼します」

　オルカンの気だるげな表情に、本気の影かげを見取ったのか。激しく喘あえいだ大佐はそそくさと退出する。

「ふん」

　鼻を鳴らしたオルカンは、リボルバーの銃口を自分に向けた。正面からのぞいたシリンダーに、弾だん丸がんは一発も装そう塡てんされていない。

「気づかない距きよ離りじゃないだろう？　まったく……」

　ぶつぶつぐちをこぼしながら、オルカンは卓たく上じようの電話を手に取る。

「ミハイロフ社長かい？　ちょっと状じよう況きように変化があってね。実は──」




　それから数時間後、ミハイロフの姿はニサ基地から飛び立った輸送ヘリの中にあった。

「やはり、東部への出兵でしょうか？」

「分からん」

　ヘリのキャビン、秘書のナタリアの疑問にあっさりとそう答える。

「その可能性が高いようにも思えるが、それにしてはあれが気にかかる」

　そう言いながらミハイロフは、後方──ヘリ後部の格納庫に固定された、赤い積み荷を振ふり返った。

「わざわざ宮殿の地下シェルターまで持ってこいとのお達しだ。何か使い道が見つかったのだろう」

　そのためにヘリの目的地は、共和国宮殿前のヘリポートではない。ガルナバシュ郊こう外がいのゲート前に着陸し、そこから積み荷を搬はん送そうする手て筈はずになっている

「そう言えば、クルピンスキーがずいぶんとあれを弄いじくっていたようですね」

「ああ」

「彼も、何を考えているのか分かりません。今はもう、ずっとガルナバシュに詰めっきりです」

　不満げな様子を、ナタリアは隠かくそうともしていない。

「元々あの男は、俺の部下ではなくジオトロンの人間だ。仕事はしている以上、俺がとやかく口を出す筋合いはない。もっとも──」

　不意に言葉を切ったミハイロフを、ナタリアはけげんそうに見やった。

「どうなさいました、社長」

「いや、何でもない」

　内心の疑念を、今のミハイロフは口にしなかった。

（今のクルピンスキーは、誰だれの思おも惑わくで動いている？　ジオトロンのモーガンか？　ガルナスタンのオルカンか？　それとも──）




　その時、当のクルピンスキーは、地球の反対側にいる雇やとい主ぬしと久しぶりの連れん絡らくを取っていた。

『何を考えているのかな、クルピンスキー博士』

　携けい帯たい電話から聞こえる声は、表面上の冷静さを装よそおっていながらも、隠せぬ苛いら立だちに震ふるえていた。

「何をと言われても、仕事としか答えようがないのだがね。わざわざそんな質問に時間を割さけるほど、会長業はお暇ひまなのかな」

　電話の相手は、ジオトロン・エレクトロニクスのロバート・モーガン会長。世界有数の巨きよ大だいコングロマリットのＣＥＯが相手でも、クルピンスキーの物もの腰ごしはいつもの慇いん懃ぎん無礼なそれから一向にぶれていない。

　ある意味、首しゆ尾び一いつ貫かんした大物ではある。

『ほう、仕事か。それにしてはずいぶんと、余計な手を伸のばしているようではないか。誰がそこまでやれと言ったのかな？』

「それはもう、私たちは戦争をしているんだよ。あなたの命令通りにね。想定外の事態は付きものだし、それに対して臨機応変に対応する必要もある」

『…………』

「いくら通信や情報の技術が発達しても、遠く離はなれた合衆国本土から、電話一本でこちらの状況を管制するのは無理がある。そこは現地の判断に任せてもらえないと、我々としても色々と困るんだがねえ」

　舌先三寸で屁へ理り屈くつを並び立てるクルピンスキーに、モーガンは沈ちん黙もくで応こたえた。しばし後、再び言葉を続ける。

『……もう、これ以上は結構だ』

　何がか、などとはクルピンスキーも尋たずねない。

『博士、きみは「カエサル・プロジェクト」に欠かせない人物だ。だからこそ、今まで多少の悪戯いたずらは見過ごしてきた』

「そう褒ほめられると、中々に面おも映はゆいのだがね」

『だが、それにも限度がある。プロジェクトは君の玩具おもちやではないし、君が際限なく使い潰つぶしている無人ＡＳは我が社の資産だ。私も、会社も、際限なく黄金を生み出す指輪など持ち合わせていない』

「それこそ結構なことではないかな？　ニーベルンゲンの指輪は、持ち主に不幸と破は滅めつしかもたらさないのだからね」

『……次はない』

　クルピンスキーの軽口に、モーガンは乗ろうとしなかった。

『覚えておきたまえ、次はないと。忘れないでくれたまえよ、博士』

　そう宣告すると、通話は切れた。沈黙した携帯電話をしまいこみ、クルピンスキーは肩かたをすくめる。

「やれやれ、相変わらず肝きもの小さな御ご仁じんだ」

　とはいえクルピンスキーにも、色々やり過ぎたという自覚はある。もう少し巧うまく立ち回るつもりだったのだが、彼自身も状況の急転に引きずられてしまい、ずいぶんと危ない綱つな渡わたりをする羽目になった。

　全くもって、自じ業ごう自得であるが。

（そろそろ潮時なのかねえ）

　のっぺりとした爬は虫ちゆう類るいを思わせる顔に、薄うすい笑えみが浮うかんだ。




「以上だけど、何か質問はあるかな」

「これは……本気ですか？」

　共和国宮殿地下シェルターの格納庫、オルカンから直じき々じきに告げられた『作戦』の内容に、ナタリアは顔色を変えた。

「一応はね？　社長には馴なれたところだろうし、是ぜ非ひとも引き受けて欲しいんだけどさ」

「……東部への出兵に、違ちがいはないか」

「社長！」

　ナタリアの声を無視し、ミハイロフはうなずいた。

「そう答えてくれると思ったよ」

　薄うす笑わらいを浮かべながら差し出されたオルカンの右手を、ミハイロフは無視する。

「愛想がないなあ、まったく」

　それほど残念でもなさそうにそう言いながら、オルカンは空の右手を引っこめた。

「ところでどうするんだい、アデリーナさんとはさ？」

「どうするか、とは？」

「会わなくていいのかい？　このまま作戦が始まれば、ちょっと話すのが難しくなると思うけど」

「その必要はないな」

　ごくあっさりと、ミハイロフは言い切った。即そく答とうに、オルカンはつまらなそうにため息をつく。

「俺からも、一つ聞きたいことがある」

「何だい？」

「なぜそこまで、イチノセ・タツヤにこだわる？」

「え？」

　その問いに虚きよをつかれたのか、オルカンは目を瞬またたかせた。

「ああ、そうか──確かにそう見えるよね。うん。そう見えても、おかしくないか」

　低い声でそうぶつぶつとつぶやく。

「ええっと……別に僕は、そこまでタツヤにこだわってるわけじゃないんだ。ただ、『彼』がちょっとね」

　背後の〈トゥリヌス〉を振り返りながらオルカンは言った。要領を得ない回答に、ミハイロフは太い眉まゆをひそめた。

「彼、だと？」

「そう、『彼』」

　思わせぶりにそう言いながら、オルカンはミハイロフの表情をうかがう。

「そう言えばミハイロフ社長も、タツヤには色々とご執しゆう心しんの様子だったね。やっぱり気になるのかい？　自分が目を付けた獲え物ものを、横合いからかっ攫さらわれるのは嫌いや──みたいな感じでさ」

「かまわん、好きにすればいい」

　とはいえミハイロフの答えは、いつも通りにべもないものだった。

「イチノセ・タツヤがその程度で狩かられる男なら、ただ俺の目が曇くもっていたというだけの話だ」

「ふーん、あっそ」

　あっさりと返されたオルカンは、急に興味をなくして背を向ける。

「本当につまらないよね、ミハイロフ社長ってさ」

　そう言い残してオルカンが立ち去った後、残されたナタリアはミハイロフに言った。

「本気で、引き受けるつもりですか。こんな卑ひ怯きような作戦を」

「確かに真っ当な軍事行動からは程ほど遠とおいが、今さら俺たちが文句をつける筋合いでもないはずだ」

　突つき放すような言葉にナタリアは目を伏ふせる。

「やはり変わりましたね、大たい尉いは」

「…………」

「かつてのあなたは、あの子を助けるために泥どろを被かぶることができた。そのために軍を捨てるだけの矜きよう持じがあった。それなのに──」

「勘かん違ちがいするな、ナターシャ。あの時の俺は、あの娘むすめを助けてなどいない」

　ナタリアのつぶやきを、ミハイロフは遮さえぎった。

「俺はただ、見み逃のがしただけだ。あの娘を救ったのは、あの娘自身だ。俺でも、お前でもない」

「大尉……」

「俺は、大尉ではない」

　言い聞かせるように、ミハイロフは繰くり返す。ナタリアに対して、あるいは自分自身に対して──

「大尉では、ないんだ」
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　ＡＳのコクピットブロックに、達哉は捕とらわれていた。

（何だ、こいつは）

　コクピットのレイアウトは、〈シャドウ〉Ｍ型のものだ。達哉が初めて乗ったＡＳであり、ある意味では〈レイヴン〉以上の相棒とも言える。

　だが、今の達哉に〈シャドウ〉の名は、不ふ吉きつな印象しか思い起こさない。先日の戦せん闘とうでオペレータごと屠ほふった、ガルナスタン軍の機体。

（くそ、降ろせ！　降ろしてくれ！）

　ひっしにもがく達哉。だが全身を包むマスター・スーツが、拘こう束そく具と化して体を縛いましめていた。自分自身も、〈シャドウ〉の機体も、指一本動かせない。

　と、コクピットに警報が鳴り響ひびいた。同時に正面スクリーンへと、揺ゆらめき現れるＡＳの機き影えい。その姿に、達哉は息を吞のむ。

（あれは……〈レイヴン〉!?）

　驚おどろく間もなく、青いＡＳはこちらに突っこんでくる。その手で唸うなる、単分子カッター。繰り出される刺し突とつの軌き道どうは、あの戦闘で自分が〈シャドウ〉を仕留めた時のそれと、寸すん分ぶん違たがわない。

（あ……あああ──）

　ぎらつく刃はの切っ先が、スクリーン一いつ杯ぱいに広がり──

「ああああああっ!!」

　自分自身の悲鳴で、達哉は目を覚ました。

「あ、は、は──は」

　営倉の天てん井じようを見上げ、達哉は激しく肩を上下させた。と、脂あぶら汗あせの浮かんだその顔を、ひんやりと濡ぬらされた布が優やさしく拭ぬぐう。

　後頭部に感じる、例えようのないほど柔やわらかく、心地ここちよい感かん触しよく。そして彼を心配げに見下ろす、黒くろ髪かみの少女──

「菊乃、か……」

「ずいぶんとうなされてましたわよ、達哉さん」

　自分を介かい抱ほうしてくれている菊乃の姿に、気き恥はずかしさと安あん堵どが同時にこみあげてきた。静かに達哉はため息をつく。
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「嫌な夢を見た……」

　そうつぶやいたところで、ようやく達哉は気づいた。今の自分が、菊乃に膝ひざ枕まくらをされていることに。

「わ、悪い！」

　慌あわてて達哉は身を起こした。

「さ、最近、こんなのばっかりだな。め、迷めい惑わくばかりかけて、すまない」

「いえいえ、お気になさらず」

　虫も殺さないような笑みを浮かべつつ、菊乃は自分の足をさする。

「よろしければ、もう少しいかがです？」

「も、もう大丈夫」

　焦あせった達哉は、首を横に振ふる。甘やかな、だが気まずい空気を、鉄てつ格ごう子しの向こう側の足音が破った。

「おーい、水くんできた──って、おお!?」

　水すい筒とうを手に、息せき切って駆かけこんできた少年兵のハリリが、目を丸くした。微び妙みような空気の中で、達哉と菊乃の二人を、交こう互ごにうかがう。

「すげえ、タツヤの兄ちゃんもキクノの姉ちゃんもオトナだ」

「おいこら、何を誤解してるんだお前!?」

　そう達哉が焦ったその時、基地中に警報が鳴り響いた。

「なんだ？」

　まだ醒さめきっていなかった達哉の頭に、状じよう況きようの急転が活を入れた。菊乃も鋭するどい目で、窓の外を見やる。

　同時に鉄格子の向こうで、ハリリが駆け出した。

「ちょっと様子見てくるから、待っててくれ」

「おいおい──」

　廊ろう下かの角の向こうに、姿を消すハリリ。達哉は、菊乃を振り向いた。

「どう思う？」

「分かりません──が、用心に越こしたことはないでしょう」




　アルトン基地は、燃えていた。

　次々と炎えん上じようする兵舎。炎ほのおに赤く照らされた三機の見慣れぬＡＳを、アフガン軍の兵士は啞あ然ぜんと見上げていた。

『て、敵てき襲しゆう!!』

『ガルナスタンの奇き襲しゆうか!?』

　不意をつかれて慌てふためきながらも、兵士たちの対応は素す早ばやかった。

　ＡＳオペレータたちは格納庫で自機に乗りこみ、他ほかの兵士たちもそれを援えん護ごしようと雑多な兵器を手に取る。

「いいか、落ち着け貴様ら！」

　基地の司令部で、サヤフ少しよう佐さは通信機に怒ど鳴なっていた。

「いくら新型とはいえ、敵は三機──いいか、たった三機だ！　こちらにはＭ６と〈サベージ〉を合わせれば、一〇機以上のＡＳがある！　数で時間を稼かせげ！」

　事実上の死守命令だったが、部下たちから不満の声は上がらない。

「すでに、ヘラートの本隊にも状況は報告してある！　援えん軍ぐんが来るまで粘ねばれば、それでいい！」

　そう命じた後、サヤフは背後の副官を振り向いた。

「俺も出るぞ、ここは任せた。ああ、それと歩兵の第二小隊は村に回して、住民を避ひ難なんさせておけ。いいか、念のためだ」

「承知いたしました」

　敬礼する副官を残し、サヤフは司令部から飛び出した。足早に格納庫へと急ぎながら、十字の光学センサを光らせる敵ＡＳを忌いま々いましげににらむ。

「ガルナスタンの隠かくし球だまだったな──フン！」

　ひょっとして、あの二人の捕ほ虜りよの奪だつ還かんに来たのだろうか？　それならば自分たちは、とんでもない疫やく病びよう神がみを引かされたことになるが。

　達哉と菊乃の姿を思い出し、サヤフは唸った。

（そもそも、あんな若い娘むすめがあんな格好で兵隊をやっていることがけしからん。女ならば、女らしくだな──）

　段々と脳内で垂れ流す愚ぐ痴ちが、妙みような方向にねじ曲がってきた。

（確か日本人と言ったな。これだから、多神教徒というやつは──む？）

　サヤフの目が細まる。何やら大おお慌あわてで駆け回ってる少年兵を見つけたのだ。

「おい、そこの。確かハリリ伍ご長ちようだったな」

「あ、少しよう佐さ殿どの。実は──」

　ほっとした様子のハリリを、サヤフは大声で怒鳴りつける。

「この非常時に、何をしておる！　貴様もＡＳ乗りの端はしくれだろうが！」

「申し訳ありません。ですがまだ、地下に──」

「ああもういい！　出るぞ、ついてこい！」

「待ってください、捕虜が──ムギュ!?」

　サヤフはハリリの襟えり首くびを引っつかむと、半ば引きずるようにして駆け出す。彼の頭から捕虜二人の現状は、すっぽり抜ぬけ落ちていた。




「おいおい、やばいだろこれ!?」

　突とつ如じよとして始まった戦闘に、達哉は焦った。

「ハリリ！　誰だれかいないのか！　逃にげたりしないから出してくれ！　このままじゃ巻きこまれてお陀だ仏ぶつだ！」

　声を嗄からして叫さけんだところで、駆けつけてくる者も、答える声さえない。

　窓の外の砲ほう声せいは、徐じよ々じよに近づいている。

「仕方ありません、自力で脱だつ出しゆつしましょう」

　真しん剣けんな顔で、菊乃が言った。

「でも、どうやってだ？」

「これを」

　菊乃が手にしたものに、達哉は啞然とする。

「プ、プラスチック爆ばく弾だん!?」

　以前にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で、アデリーナから使い方を教わったことがある。小さなチューブに詰つめられた粘ねん土ど状のそれは、軍用のＣ─４爆薬に違ちがいない。

「こんな物ぶつ騒そうなもの、よく持ちこめたな」

「それはまあ、隠し場所は色々とありますから」

　しれっと答えながら菊乃は、古びた鉄格子の鍵かぎ穴あなに、粘土状の爆薬を手て際ぎわよく盛りつけた。続いて、導火線付きの雷らい管かんを差しこむ。

「爆破します、下がってください」

「おう」

　導火線への点火と同時に、達哉は耳を塞ふさいで口を半開きにした。こういう事態にもある程度なら対応できるようになったことが、何となく悲しい──などと思う暇ひまもなく爆発。

　営倉の空気が震ふるえ、爆音と共に上がった小さな炎が天井を照らす。白い煙けむりが広がる中、鍵を吹ふき飛ばされた鉄格子が揺れている。

　成功だ。

「行きますよ、達哉さん」

「ああ」

　爆破に気づいたアフガン兵が駆けつけてくるかと思ったが、そんな様子もない。どうやら、襲しゆう撃げきへの対応で精せい一いつ杯ぱいのようだ

　無人の牢ろうを後に、達哉たちは駆け出した。




　戦せん況きようは、敵の圧あつ倒とう的てきな有利に進んでいた。

　侵しん入にゆうした数機の『十字眼』によって、アフガニスタン軍のＡＳ隊は良い様に引っかき回されている。

「なんだあいつら？」

　基地を見下ろす渓けい谷こくの高台に陣じん取どり、〈ブッシュマスター〉のハリリは驚いた。

　すでに『十字眼』は不可視型ＥＣＳの偽ぎ装そうを脱ぬぎ捨て、基地で我が物顔に暴れ回っている。

『ぬおおおっ!!』

「少佐殿!?」

　また一機の友軍機が倒たおれた。一いつ緒しよに出撃した、サヤフ少佐の〈サベージ〉だ。孤こ立りつした部下のＭ６を援護しようとして深入りしすぎ、敵の集中射撃を受けたのだ。

（落ち着け）

　自分自身にそう言い聞かせながらハリリは、一機の『十字眼』に榴りゆう弾だん砲ほうの狙ねらいをつける。まだ敵は、この〈ブッシュマスター〉に気づいていないようだ。ならば先制の一撃で、一機は確実に仕留めなければ。

　慎しん重ちように慎重に──自分自身にそう言い聞かせ、ハリリはトリガーを引いた。

　だがその瞬しゆん間かん、『十字眼』は高々と跳ちよう躍やくした。狙いを外した〈ブッシュマスター〉の砲弾は、見当外れの地面に着弾し、虚むなしく爆発する。

「気づかれていた!?」

　驚おどろくハリリの〈ブッシュマスター〉に、『十字眼』の砲火が集中する。狭せまい高台の岩場に陣取っていた〈ブッシュマスター〉に、それを防ぐ術すべはない。

「うわぁ！」

〈ブッシュマスター〉の右みぎ脚あしが、膝ひざから吹き飛ばされた。平へい衡こうを失った機体は、そのまま高台から転げ落ちる。

「────!?」

　コクピットごと揺ゆさぶられる激しい衝しよう撃げきに、ハリリは声一つ上げられない。舌を嚙かまないよう、歯を食いしばるだけで精一杯だった。

　最大の衝撃。地面に激げき突とつしたのだ。動かなくなった機体にとどめをさそうと、『十字眼』の一機が近づいてくる。

「あ──あああ──」

　その姿にハリリは、深刻な恐きよう怖ふを覚えた。沈ちん黙もくした機体を動かそうと、操縦スティックを虚むなしく動かす。半ば痺しびれてしまった頭では、機体を捨てて逃げ出すという判断すら思いつかない。

　そんな少年兵を嘲あざわらうかのように、『十字眼』は〈ブッシュマスター〉へとライフルを向け──次の瞬間、再び跳躍して回かい避ひ機動を取った。

「え？」

　命拾いをしたハリリは、呆ほうけたようにスクリーンをながめる。そこに映った、こちらに駆かけつける二機のＡＳ。青と薄うす紅べにに塗ぬられたその機体の名前を、ハリリは知っていた。

「あれは……〈レイヴン〉？」

『あの捕虜どもの機体か』

　通信機から聞こえるサヤフ少佐の声も、疑念に揺れていた。

『一体、誰が乗っとるんだ？』

（……まさか！）




「よかった、間に合ったか」

　ハリリと〈ブッシュマスター〉の無事を確かく認にんし、達哉はほっとする。

「連中、ここまで追ってくるとはな」

〈レイヴン〉一号機のコクピットで、達哉はつぶやいた。破は壊かいされつつある基地を、沈ちん痛つうに見回す。

『達哉さん、今は敵に集中を』

「ああ、そうだな」

　菊乃からの通信に、達哉はあらためて〈ケントゥリア〉隊に向き直る。

「さあ、ここからが本番だ。かかって来やがれ！」

　吼ほえる達哉。だがその目前で、〈ケントゥリア〉たちはまるで潮が引くように後退する。

「逃げるのか？」

「いえ、達哉さん、あれを──」

　入れ替かわりに前進した赤いＡＳを目にし、達哉は驚く。

「〈レイヴン〉──二号機だと？」




　　　　４




　赤い機き影えいとプラズマの奔ほん流りゆうが、四号機のスクリーンに焼きついた。

「〈レイヴン〉──二号機!?　アデリーナさんの？　なぜ、ここに!?」

　驚きよう愕がくした菊乃に、答える者はいなかった。

　アジャイル・スラスタを噴ふかした二号機が、菊乃と四号機に迫せまる。低い姿勢で地面を滑すべるようにして、背後へと回りこもうとする戦術機動。今の四号機の状態では、その動きに反応できない。

　四号機のガラ空きの背中に、二号機のライフルが突つきつけられた。戦況の急転に対応できず、愕がく然ぜんと菊乃は立ちつくす。

『させるかよ』

　横合いからのフルオート掃そう射しや。達哉の一号機による援えん護ご射撃だ。回避機動を強しいられた二号機は、そのまま思い切りよく離り脱だつした。

『無事だな、菊乃？』

「ええ、助かりました」

　駆けつけた一号機は、四号機と互たがいの背をかばい合った。一いつ旦たんは後退した二号機だが、背中合わせの姿勢を取った両機を中心として、断続的なブースト機動を繰くり返してその周囲を旋せん回かいする。

　その動きを、菊乃は注意深く観察した。

「達哉さん、あれは──」

『ああ、無人機だな』

　アジャイル・スラスタによるブーストはＡＳに破格の速力をもたらすが、同時にコンデンサの電力消費が非常に激しい。無む闇やみ矢や鱈たらに噴かしていると、あっという間に『息切れ』を起こしてしまうのだ。

　菊乃自身もアラスカのユーコン研究所で、横領した〈ブレイズ〉仕様の二号機をテストしたことがあるため、その扱あつかい辛づらさはよく知っている。

　だが今の二号機は、断続的なブースト噴ふん射しやの間を通常の走行や跳躍で埋うめることにより、長時間スラスタ機動の速度を維い持じし続けている。ここまでアジャイル・スラスタの『息いき継つぎ』が巧たくみなオペレータは、達哉自身か、あるいはその操縦技術をコピーした〈ケントゥリア〉の無人ＡＩしかありえない。

　ならば、答えは一つだ。今の二号機が〈ケントゥリア〉同様、インペリウム・ネットワークを通じて操作されているのは間違いない。

『ガルナスタンが撃げき墜ついされた二号機の残ざん骸がいを回収し、修復したってことか』

「ええ、その上で〈ケントゥリア〉と同様に無人機化したのでしょう」

　達哉とそう意見を交かわしながら、菊乃は一つの疑問を抱いだく。

　自分でさえ二号機の姿を見て動どう揺ようし、危あやうく不覚を取るところだった。アデリーナの亡ぼう霊れいが現れた、そんな錯さつ覚かくさえ覚えたのだ。

（達哉さんなら、わたくしよりもずっと驚いているはず）

　ガルナスタンでの二人きりの逃とう避ひ行こう、その端はし々ばしで達哉が見せたアデリーナへの想おもいや悔かい恨こんの断だん片ぺんを、菊乃は思い起こした。その記き憶おくに心を鋭するどく甘く苛さいなまれながらも、菊乃は達哉にたずねる。

「その──落ち着いてますわね、達哉さん」

『落ち着いてる？　誰だれが？』

　淡たん々たんとした達哉の声が、不意に低くなった。

『俺はキレてるよ』

　その響ひびきに、菊乃の背筋が凍こおりかける。

『リーナを殺しただけじゃなく、あいつの二号機をクソッタレの人形に仕立てあげて俺に送りつける？　ふざけやがって』

「達哉さん……」

　二号機の黒々とした悪意と、それすら上回る達哉の静かな怒いかりと激情。その二つを同時に、菊乃は感じる。

『絶対に倒す──右だ、菊乃！』

「は、はいっ！」

　達哉の指示通り、菊乃はコクピットのペダルを踏ふみこんだ。素す早ばやく左右に散開する、二機の〈レイヴン〉。だが着地した一号機の機体が、わずかに揺れた。

　冷静さを欠いた達哉の操縦ミスか？　それとも稼か動どう限界のギリギリまで酷こく使しされた機体が、ついに音を上げたのか？　いずれにせよそんなわずかな隙すきすら、今の二号機のＡＩは見み逃のがさない。

　アジャイル・スラスタ全力稼動。プラズマの尾おをたなびかせた二号機が、猛もう禽きんの速度と鋭さで一号機に躍おどりかかる。

　いや、あれは──

（達哉さん、今のはわざと？）

　積み重ねた菊乃の経験と直感は、一号機の見せた隙が達哉の誘さそいだと告げている。それに釣つりこまれるよう、突とつ貫かんする二号機。

　その右手が、背負った一〇式単分子カッターを引き抜ぬく。ライフルの牽けん制せいから、一いつ気き呵か成せいの抜ばつ刀とう突とつ撃げき。スラスタの速度を最大限に活いかした強きよう襲しゆう殺法だ。

　重なり合う二機の〈レイヴン〉の影かげ、その寸前で一号機は動いた。

　二号機の機動を完全に見きり、刃やいばが繰り出されたまさにそのタイミングで機体を開いたのだ。二号機の斬撃を右みぎ肩かたに食いこませつつ、左足を軸じくに右半身を引く。

　激しい破は砕さい音と火花、削けずられる右肩の装そう甲こう、だが、決して致ち命めい傷しようではない。一号機は円の動きで二号機の突撃をいなしつつ、その一挙動で背後へと回りこんだ。

「巧うまい！」

　菊乃は思わず賞賛の声を上げる。

　二号機の背後で、一号機のライフルが火を噴いた。至し近きん距きよ離りからのフルオート射しや撃げきに、菊乃も四号機の機き関かん砲ほう掃そう射しやを合わせる。

　二機の〈レイヴン〉から十字砲火に晒さらされた二号機は、全開のブースト機動で離脱しようとする。だが回避しきれず、数発の機関砲弾が命中。小口径弾とはいえども、二号機の機体は大きく震ふるえる。

『──このまま行けるか？』

「油断大敵ですよ、達哉さん」

　そうたしなめた菊乃も、今の攻こう防ぼうでは確かな手て応ごたえを感じていた。いくら自分たちの機体が満まん身しん創そう痍いでも、同じ〈レイヴン〉同士で二対一の戦せん闘とうなのである。

（わたくしと達哉さんなら、負けはしません）

　再び距離を取った二号機と対たい峙じしつつ、菊乃は思った。と、その時、当の二号機から通信が入る。

『やれやれ、やるじゃないかタツヤ。それと、キクノさんだっけ？』

　小こ馬ば鹿かにしたような若い男の声に、達哉が唸うなった。

『その声──お前、オルカンか!?』




　オルカンの眼前で、二機の〈レイヴン〉は戸惑っていた。

　ようやく白みかけた空の下もと、あからさまに動揺した敵機の姿は、まるで下手くそな人形芝しば居いのよう。まるで夢の中のようなふわふわした心地ここちに、オルカンは何だか笑い出したくなった。

『どうだね、そちらの具合は？』

　通信機から響いたクルピンスキーの声が、オルカンを現実へと引き戻もどす。

「え……っと？」

　二、三度、目を瞬またたかせる。固いシートに固定された感覚が、瞬しゆん時じに戻ってくる。目を開くとそこはもう、〈トゥリヌス〉のコクピットだった。

　今の今までオルカン自身が対峙していたはずの〈レイヴン〉の姿は、正面スクリーンに映し出されている。

「……悪くはないね」

　くらくらする頭を振ふりながら、オルカンはそう答えた。酔よったような気分は残っているものの、不快ではない。

『そうかい？　初めての事例だし、ここは慎しん重ちようにいこう。なんせ一〇〇〇キロ先まで、君自身を飛ばしているようなものだからね』

　そう、アフガニスタンに送りこんだ〈レイヴン〉二号機は、通常の〈ケントゥリア〉のように自律的な行動を取っているわけではない。〈トゥリヌス〉とそのＡＩを介かいして、オルカン自身が直接、思考制せい御ぎよによる遠えん隔かく操縦を行なっているのだ。

『なんで、お前が？　まさか、お前が二号機に乗っているのか』

　続いて通信機から聞こえたのは、達哉の声だ。インペリウム・ネットワークを介した長距離通信は、遅ち滞たいなしでオルカンと達哉を結びつけている。

『そいつが、〈ケントゥリア〉のＡＩで動いてるってことは分かってる。お前、空っぽのコクピットで操縦もせずにふんぞり返っているのかよ』
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「口が悪いねえ、君は」

　わざとらしく呆あきれ声をつくり、オルカンは達哉に返事した。とはいえ達哉の言葉は的外れだが、丸っきりの間違いというわけではない。

〈トゥリヌス〉はＴＡＲＯＳによる思考制御を実現したＡＳだが、オペレータであるオルカンが、機体の細かな動きまで逐ちく一いち脳内で考えているわけではない。大まかな動きのイメージをＴＡＲＯＳが読み取り、それをＡＩが実現しているのだ。

『どうした、そのツラ見せやがれチキン野や郎ろう！　その度胸があるならな！』

　達哉の下手くそな挑ちよう発はつが、オルカンの悪戯いたずら心ごころを刺し激げきした。

「いいよ、タツヤ。顔を出そうじゃないか」

『何？』

「目ん玉ひん剝むいて、よーく見るんだね」

　そう言うなりオルカンの意志は、再び遠く離はなれた〈レイヴン〉二号機へと落ちこんだ。




「何だ、あれは？」

　スクリーンの光景に、達哉は驚おどろき戸惑った。

　一号機と四号機の眼前で、二号機はいきなりかがみこんだのだ。そのまま両手と両りよう膝ひざを地面につき、無防備な降着姿勢を取る。

「何を考えているんだ、オルカンのやつ？　まさか本当に顔を見せる気なのか？」

『分かりませんが、ここは慎重に』

　そう菊乃と通信を交わす間に、二号機の背部でハッチが開く。露あらわになる、コクピットの内部。

『あれは──』

　拡大される一号機のスクリーン、そこに映し出された姿を見て、達哉は息を吞のんだ。

　憔しよう悴すいしきった表情──

　乱れた金の髪かみ──

　マスター・スーツに縛いましめられた肢し体たい──

「リ……リーナ？」

　喘あえぐような声で、達哉が呻うめく。

『どうだい、感動のご対面だよ』

　悪意に満ちたオルカンの声と共に、二号機は再び立ち上がった。




　機械音を立てながら〈レイヴン〉二号機のハッチが閉じ、コクピットのアデリーナを再び外界から閉とざす。

『さて、これからが本番だよ』

「くっ──」

　嘲ちよう弄ろうするオルカンの声に、アデリーナは呻いた。

　マスター・スーツは拘こう束そく具となって彼女の肢体を縛いましめており、スクリーンに映る戦せん況きようをただ見ていることしかできない。

「き、貴様──」

『そう怒おこらないでよ、アデリーナさん。せっかく大切なお友達の所まで、連れてきてあげたんだから』

　アデリーナの端たん整せいな顔に、焦あせりが浮うかぶ。

　ガルナバシュで二号機に乗せられてから、機体のコントロールを取り戻せないか様々な手段を試ためしてみたが、すべて徒労だった。今の二号機はインペリウム・ネットワークを介した〈トゥリヌス〉によって遠隔操作されており、コクピットからの操縦は受け付けようとしない。

　この状じよう況きようで、わざわざ自分を二号機に乗せる理由など、アデリーナは一つしか考えられなかった。

「わたしを人ひと質じちに使うつもりか。そんなことをしても、無む駄だだ」

『そうかい？　効果は覿てき面めんみたいだけど』

　オルカンの言葉通りだった。スクリーンに映った達哉の一号機は、ただ愕がく然ぜんと立ちつくしている。

　そんな一号機に、躍りかかった二号機が刃を繰くり出した。

「いけない、タツヤ──」




『よけてくれ！』

　アデリーナの叫さけび声ごえが、達哉を寸前で我に返した。

「お、おおおっ!?」

　二号機の繰り出す剣けん閃せんが、スクリーンに焼きつく。達哉はとっさに操縦スティックを引き、一号機の機体を下に逃にがした。

　一号機の頭上ギリギリを、単分子カッターの刃がかすめる。

　両断されたライフルが、高々と宙に舞まった。体勢を崩くずし、無様に尻しりもちをつく一号機。先ほどのように、わざと見せた誘いの隙ではない。

「リーナ──なんで……お前、なんで──」

　混乱する達哉。少し考えれば分かるはずの答えが、まったく出てこない。しびれたような脳のまま、呆ぼう然ぜんと二号機を見上げる。

　いや、そんな達哉にも一つだけ理解できることがあった。

『何をしているタツヤ!?　早く立て！』

　目の前のアデリーナが、正しよう真しん正しよう銘めいの本人だということ──

「う、うわあああっ！」

『理解できたかい？』

　通信機の声が、アデリーナからオルカンに切り替かわる。同時に振り下ろされる二号機の単分子カッター。

『おやおや。どうしたんだい、そのざまは？　ちゃんと立って戦わないと、死んじゃうよタツヤ？』

　次々と繰り出される斬撃に、一号機は地面を這はいずり回って後退する。こちらを煽あおるオルカンの声が、コクピットに響ひびいた。

『それとも、大切な仲間とは戦えないってのかい？　それもおかしいよね。僕の国の兵士を、三人も殺しておいてさ』

　違ちがう──内心で、達哉はそう絶ぜつ叫きようする。

　あれは、命がけの戦いだった。もし敵兵を殺さなければ、殺されているのは自分だったのだ。

　だがその反論を、達哉は口にできない。

『それなのに今さら、彼女を傷つけるのは嫌いやなのかい。それってさ、差別ってやつじゃないのかな？』

　辛かろうじて距離をとって膝ひざ立だちになった一号機に、息つく間もなくライフルが無む慈じ悲ひに突つきつけられた。スクリーンに映る、黒々とした砲ほう門もん。

　俺がリーナに殺される!?　そんなバカな──

『させませんよ！』

　通信機からの叫びと共に、スクリーンが大きく揺ゆれた。

　大質量の鋼はがね同士がぶつかり合う、鈍にぶい音が響く。横合いから突っこんで来た四号機が、そのままの勢いで二号機に体当たりしたのだ。

　組み付いたまま大地に倒たおれこむ、二機の〈レイヴン〉。達哉はその姿に、組んずほぐれつ絡からみ合う、二人の少女を幻げん視しした。




『あれあれ、男の勝負に割り込みとは無ぶ粋すいだねえ』

「お黙だまりなさい」

　挑発するオルカンに、菊乃はきっぱりと言い切った。と、不意に通信が、少女の声に切り替わる。

『四号機──キクノか!?』

　聞き慣れた少女の声に、菊乃は懐なつかしさを覚えた。ああ、そう言えば彼女とＡＳの通信機で言葉を交かわす時は、いつも命がけの決けつ闘とうの最さ中なかだった気がする。

　そして、今日もまた──

「あら、アデリーナさん。お久しぶりですわね」

　思わぬ再会を果たした恋こい敵がたきに、菊乃はいつも通りの調子で話しかけた。

「お元気そうでなによりです」

『このざま、だがな』

　切せつ迫ぱくした声で答えるアデリーナ、彼女の乗る二号機に対して、菊乃の四号機は馬乗りにのしかかる。たとえ四号機が絶不調な現状でも、膂りよ力りよくと重量はまだこちらが上だ。

「もう少し、大人しくしていただけませんか？」

『そうしたいのは山々だが、機体がわたしの操縦を受け付けない』

「仕方ありませんわね」

　肩かたの副ふく腕わんを展開させ、大きく振りかぶる。その先せん端たんで開閉する、格かく闘とう用のクロー。

「このままコクピットを潰つぶせば、達哉さんはわたくしだけのモノですわね」

『おい！』

　際きわどい軽口に、アデリーナの声が引きつった。無論、ただの冗じよう談だんだ。

「いきます」

　振ふり下ろされたクローが狙ねらうのは、二号機のコクピットではなく頭部だ。首の付け根からねじ切れば構造上、ＡＳは確実に作動を停止する。

　だが──

「よけろ、キクノ!!』

「え!?」

　その瞬しゆん間かん、二号機が爆ばく発はつした。

　四号機に押さえこまれたまま、アジャイル・スラスタを最大出力で稼か動どう。膨ぼう大だいな推力に耐たえきれず、四号機の巨きよ体たいは跳はね飛ばされる。

「きゃあっ!!」

『ははははは、中々いい性格してるじゃないか、お嬢じようさん』

　オルカンの哄こう笑しようと共に、繰り出された単分子カッターの刺し突とつが四号機の腰こしを深々と抉えぐった。下か肢しのバランサーを一いち撃げきで破は壊かいされ、四号機は転てん倒とうする。

「……不覚ですわ」

『いやいや、結構いい線いってたと思うよ。惜おしかったね』

　立ち上がれずにもがく四号機を、二号機は見下ろしていた。その姿に、菊乃はそっぽを向く。

「レディを人質に取るなんて無粋な策をとる方に褒ほめられても、嬉うれしくはありません」

『言ってくれるじゃないかい。でもね、本当は僕だって、ここまでする気はなかったんだよ。「彼」は別みたいだけどさ』

（……彼？）

　意味ありげな言い回しに、菊乃は眉まゆをひそめた。だがそんな彼女の疑念を、オルカンはあっさり無視する。

『でも、やっぱりダメだな。段々とあいつには、僕も本気でムカついてきたから』

　振り向いた二号機の向こう側で、ゆらりと一号機が立ち上がった。




『タツヤ、君はいつまでまともな振りをしているんだい？』

　オルカンからの通信が、一号機のコクピットに響く。達哉は無言のまま、それに耳を傾かたむけていた。

『君だってもうとっくに、戦争の泥どろ沼ぬまに肩までつかってるじゃないか。なのに今さら善人ぶっててさ。バカみたいだよ。そういう中ちゆう途と半はん端ぱなところ、見ててちょっと腹が立つんだよね』

（確かに、その通りだ）

　からかうような声こわ色いろの陰かげに隠かくされた、本物の怒いかり。それを感じ取った達哉は、無言で同意した。

　どんな理由があれ、達哉は日本での平和な日常を離はなれ、戦場に立つことを選んだ。そして実際に、何人もの命をこの手で奪うばっている。

　それでいて今の達哉は、まだ置き去りにしたはずの日常の論理や倫りん理りを捨て去れないでいる。これが、中途半端でなければ何なのか。

「なあ、オルカン」

『何だい？』

「お前はもう、まともじゃないのか？」

『……………………はは』

　長い沈ちん黙もくの後、オルカンから返ってきたのは笑い声だった。

『はは、ははははは……』

　低く殷いん々いんと響くその声は、まるで泣いているようにも聞こえる。

『ははははは──当たり前じゃないか』

　笑いが途と切ぎれると同時に、声の調子がガラリと変わった。

『こんな状じよう況きようで、まともでいられるわけがないだろう』

　無感情にオルカンが言うのと同時に、二号機が動く。

　手にした一〇式単分子カッターを、やや高い位置で構え直す。その剣けん先さきは、ぴたりと一号機のコクピットに据すえられていた。

『もういい。くたばれよ、半端野や郎ろう』

（半端野郎か──ああ、そうだとも）

　結局のところ今の達哉は、平和な日常にも、苛か烈れつな戦場にも、本当の意味で馴な染じむことはできなかった。羊にも狼おおかみにもなりきれず、両者の境界でおっかなびっくりちょろちょろしているだけの半端者だ。

　ならばその半端者が今、この戦場で、何をするべきなのか。

　立ち塞ふさがる〈レイヴン〉二号機と、その内部に囚とらわれたアデリーナを、達哉は無言で見み据すえる。

　羊の倫理に従い、二号機に殺されるのか？──それは、嫌だ。

　狼の論理に従い、アデリーナを殺してでも生き延びるか？──それは、できない。

　ならば、答えは一つしかない。

（俺のこの手で、リーナを助ける）

　できるのか、この状況で？　いや、やらなければならない。

　深々と、達哉は息をついた。

『ようやく、やる気になったのかな？』

　オルカンの挑ちよう発はつも、倒れ伏ふした菊乃の四号機も、囚われたアデリーナの存在も、全すべて頭から消し去る。

　今の達哉が見ているのは、スクリーンに映った赤い二号機の姿、ただそれだけだった。

『それなら──死ねよ』

　オルカンの声と同時に、二号機のスラスタに火が灯ともる。プラズマジェットの轟ごう音おん。が、耳をつんざいた。

　ブースト機動で突っこんでくる二号機と、その手にした一〇式単分子カッターの刃やいばを、達哉は見据える。

　その姿も、動きも、先刻の悪夢で見た一号機のそれと、寸すん分ぶん違たがわない。

（当たり前だ）

　ガルナスタンの〈シャドウ〉を斃した一号機も、目前で突きかかってくる二号機も、どちらも同じ〈レイヴン〉で、しかも操あやつっているのも同じく達哉自身なのだ。

　本人か、複製されたＡＩかの違いはあれども。

（……だったら！）

　集中──

　迫せまり来る単分子カッターの切っ先。その描えがくであろう軌き道どうを、達哉は予測する。

　集中──

　読め！　思考しろ！　自分が二号機ならどう攻せめる？　どう殺す？

　集中──

『これで、終わり！』

　次の瞬間、二号機の突きが一号機の胸部を──コクピットを、深々と貫つらぬいた。

『達哉さん!?』

『タツヤ!!』

　絶ぜつ叫きようする二人の少女。だが──

「いいや、まだだ」

　半はん壊かいした一号機のコクピットで、達哉は唸うなった。

　単分子カッターの刃は、コクピットの天てん井じようスレスレを貫かん通つうしていた。達哉自身の頭上、わずか数センチの箇か所しよを。

　繰くり出される刃の軌道を完かん璧ぺきに読み切った上で、命中の直前にほんのわずか機体をずらし、致ち命めい傷しようを避さけたのだ。まさしく捨て身の受け技わざである。

　刃がコクピットを貫通した際、飛び散った破は片へんで左眉のあたりをざっくり切り裂さかれていた。至し近きん距きよ離りで轟音を食くらったため、右耳の鼓こ膜まくも破れている。真っ赤に染まる視界と、遠ざかる騒そう音おん。

　だが、まだ達哉は生きている。まだ動ける。まだ──戦える！

『む、無茶苦茶だ──死ぬ気か!?』

「何を言ってるんだ？　こいつは戦争なんだろ」

　この瞬間を、見み逃のがすわけにはいかない。次々とダウンするスクリーン越ごしに二号機をにらみつけ、操縦スティックを握にぎる両りよう腕うでに力をこめる。

　ほとんど死に体の一号機は、それでもオペレータの意志に応こたえた。その両腕が二号機に絡からみつく。

「なら、無茶を押し通した方が、生き残るに決まってるさ！」

　二号機を拘こう束そくしながらも、一号機は単分子カッターを抜ぬき放った。逆手の一いつ閃せんが、背中から二号機のコンデンサを貫く。

『タ──タツヤァァァ!!』

　歪ゆがんだオルカンの声が、ぷつりと途と絶だえる。

　大きく震ふるえたアデリーナの二号機が、そのまま停止した。崩くずれかけたその機体を、一号機は優やさしく、そして力強く支える。

　絡み合う二機の〈レイヴン〉は、まるで再会の抱ほう擁ようを交かわしているかのようにも見えた。




　鈍にぶい機械音と共に、〈レイヴン〉一号機のコクピットハッチが、外部から開かれた。

「あ──」

　差しこんでくる落日の残光に、達哉は目を細めた。どうやらわずかな時間、気を失っていたらしい。

「タツヤ……タツヤ……」

　その声に、ようやく達哉は気づいた。逆光になった少女の影かげが、自分を見下ろしている。

　すらりと引き締しまった肢し体たいと、躍おどる金のポニーテール。鋭えい利りで端たん整せいな顔立ちは、涙なみだに濡ぬれている。
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　ガルナスタンで別れ別れになって、半月も経たっていないのに、ずいぶんと久しぶりに会った気がした。

「本当に、お前だったんだな。リーナ」

「タツヤ……」

　屈くつ託たくなく笑う達哉に、アデリーナは戸と惑まどった。マスター・スーツを開放し、そんな彼女に右手を差し出す。

「お帰り」

「……うん」

　軽くうつむいたまま、アデリーナはその手を握り返した。互たがいの鼓こ動どうが、温ぬくもりが、一つに解け合う。

「すまない、タツヤ──ありがとう」

「いいんだ。それに、礼を言うのは俺の方さ」

「え？」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべた達哉は、アデリーナと握りあった右手をじっと見下ろす。

「俺さ、今まで自分のＡＳ乗りの才能ってのを、ずっとつまらないものだと思っていた。こんな破壊と殺戮コワシバラシしかできない才能を、疎うとんじてたんだ」

「……知ってる」

「でも、今日やっと分かった気がする。この力で、俺はお前を助けることができた。それだけじゃない。今までずっと、この力は俺を守ってくれたんだって」

「今さらだな」

「ああ、本当に今さらだ。でも、それを教えてくれたのはお前なんだ。ありがとう」

　真ま面じ目めぶった声で、達哉は言った。その言葉を聞いたアデリーナは、こそばゆそうに目を伏せる。

　と、その時──

「で、貴様は何をやっている？」

　アデリーナが剣けん吞のんな視線でにらんだ先──達哉の左ひだり腕うでには、菊乃がひしと取りすがっている。

「ひどいです、達哉さん」

　顔を伏せて露ろ骨こつな噓うそ泣なきをしがら、菊乃は達哉に体を寄せる。

「アデリーナさんが帰ってきたら、もうわたくしは用済みなのですか!?　あの日──わたくしをあんなに激しく求めた夜は、全て偽いつわりだったのですか!?」

「ちょ、菊乃──」

「どういうことだ、タツヤ？」

　焦あせる達哉の様子に、アデリーナが目を細めた。

「わたしが不在の間に、キクノと何かあったのか？」

「いや、そのだな……てっきりお前がもう死んだと思ってたから──その、つい──」

「死んだ!?　わたしが死んだから何だというのだ君は！　この──」

「だ、だからだな、その──って痛いてえ!?」

　達哉の右手に、容よう赦しやない力がかかる、ひどく不ふ穏おんな半眼になったアデリーナが、渾こん身しんの力で握り締めたのだ。

　それに気づいたのか、菊乃も顔を上げた。目元の涙をぬぐうと、こちらは薄うすい笑みを浮かべる。

　アデリーナと菊乃、二人の少女は達哉の頭あたま越ごしに視線を交かわす。

「……今だけだ」

　地の底から響ひびくような声で、アデリーナは呻うめいた。

「お前にも借りができた。だから今だけは、それで構わない」

「あらあら、何をおっしゃいますのやら」

　対する菊乃はころころと、まるで鈴すずの音ねのような声で笑う。

「わたくしは、いつまでもこれで構いませんが。無論、この三人で」

「────」

「…………」

　少女たちに挟はさまれ、達哉はぼーっと空を見上げる。鼓膜が破れているため、二人の諍いさかいはひどく遠かった。

　というか、何を言い合っているのかさえよく聞こえない。

（あー、しんどい。もう勘かん弁べんしてくれ）

　と、その時だった。

「タツヤ、通信が入っているぞ」

「え？　ああ、本当だ」

　アデリーナの指し摘てきに、達哉は一号機の通信機へと無事な左耳を向けた。右耳が聞こえないため今まで気づかなかったが、確かに少年の声が漏もれている。

『おーい、聞こえるか兄ちゃん』

「その声、ハリリか」

　開きっぱなしのハッチから外を見やると、ひっくり返った〈ブッシュマスター〉がそのままの姿勢で右手を振ふっていた。

「なんだ、生きてたのかお前」

『うわ、ひでえ』

　さすがに不平の声を、ハリリは上げる。

『ま、いいけどさ。それより、兄ちゃん宛あてに通信が入ってるんだ』

「……通信？　俺に？」

『うん、よく分からないけど重要コードだって。今からそっちに回すよ』

「お、おい──」

　詳くわしいことを聞く前に、音声が切り替かわった。雑音混じりの、歪ひずんだ通信。だがそれを耳にした途と端たん、達哉の顔色が変わった。

『きこ……える……か──タツ、ヤ……キ、クノ──』

　切れ切れの声は、達哉たちのよく知ったものだったのだ。

「クララ!?」

　なぜここに？　などと疑問を覚える余よ裕ゆうもない。慌あわててコクピットに潜もぐりこみ、通信機を取る。

「俺だ！　達哉だ！　どうしたんだ一体!?　今どこにいる!?」

『いま──すぐ……逃にげ──ガルナ……スタ──ン軍が、国境を越こえ──』

「おい、おい──」

『────』

　不ふ吉きつな言葉だけを残し、途と切ぎれる通信。

「ガルナスタン軍が、国境を越えただと」

　顔を見合わせる達哉たち。その瞬しゆん間かん、北西の方角から遠えん雷らいのような轟とどろきが響きわたる。

　何度も、何度も──

「本当、なのか──」




「始まったか」

　峠とうげに陣じん取どった一ツ目のＡＳ──〈レガトゥス〉で、ミハイロフは低くつぶやいた。

　眼下の国境を越え、ガルナスタン軍の進軍が見える。

　彼の指揮下にある〈ケントゥリア〉だけではない。〈シャドウ〉や〈サベージ〉といったＡＳを先頭に、ガルナスタンの正規軍が続いている。

　そう、二〇年前のアフガニスタン侵しん攻こうのように。

「ふん、くだらん」

　感傷に心を揺ゆらすことなく、ミハイロフは南東の方角を見やる。

「これくらいのことでくたばるなよ、イチノセ・タツヤ」




　この日、ガルナスタン紛ふん争そうは新たなる局面を迎むかえた。








エピローグ









　その部屋は、黄金の鳥かごだった。

　豪ごう奢しやに、華か美びに、飾かざり立てられた室内。だが絵画も、彫ちよう刻こくも、調度も、何一つとして部屋の住人のためのものではない。

　この部屋の全すべては、その住人も含ふくめて、ただ一人の人間のためのものなのだから。

　そんな空くう虚きよな世界の住人──ソラヤ・パルミシュは、天てん蓋がい付きのベッドにぼんやりと腰こしかけていた。

　時を刻む柱時計。カレンダーの存在しない室内では、指折り数えていても日数の感覚がぼやけていくばかり。昼と夜だけが、ただ過ぎ去っていく。

　と、部屋の扉とびらが乱暴に押し開かれた。誰だれが、などと問う必要さえない。正確な時刻に届けられる食事を除き、この部屋を訪おとなう人間はただ一人なのだから。

「……オルカン？」

　よろめきながら入室した幼おさな馴な染じみを、ソラヤは見やった。柔やわらかな絨じゆう毯たんにだらしなく尻しりもちをついたオルカンは、うつむいたまま髪かみをかきむしっている。

「やあ、ソラヤちゃん」

　腰を上げたオルカンが、ふらつきながら近づいてくる。と、絨毯に足を取られてつんのめった。

「危ない！」

　反射的に立ち上がったソラヤ。だがオルカンを支えようとしたその瞬間、恐きよう怖ふと嫌けん悪おの感情が彼女の体を強こわ張ばらせた。

　身をすくませたソラヤの目の前で、オルカンは床ゆかに倒たおれこんだ。

「……酷ひどいじゃないか」

　大の字になったまま、オルカンはソラヤを見上げた。無言で目を逸そらすソラヤの姿に、オルカンはむしろ満足気に笑った。

「そんなに、僕が怖こわいのかい？」

　ぴくりとソラヤの肩かたが震ふるえる。

「ごめんごめん、ちょっと今日ゲームに負けちゃってさ。いやね、割りとどうでもいいはずのことだったんだけど、意外と虫の居所がさあ……」

　怪あやしげな抑よく揚ようの声で、オルカンはぺらぺらと言葉を並べ立てる。

「やめて……」

　か細く訴うつたえるソラヤの声に、オルカンは口を閉じる。

　ゲームの内容が何なのか、ソラヤには朧おぼろ気げながら分かっていた。

「もうやめて、オルカン」

「何をかな」

「この、戦争を」

「…………」

　ゆるゆると立ち上がりながら、オルカンは無言で聞いていた。

「考えてみてよ！　こんな無茶苦茶な戦争、いつまでも続けられるはずないじゃない！　今ならまだ、引き返せる！　死んだ父さんだって、きっとオルカンがそうすることを願って──」

「あ、それはない」

　ひらひらと手を振って、オルカンはソラヤの言葉をさえぎった。

「それだけはない。きっとパルミシュの小お父じさん、僕が地じ獄ごくに堕おちてくるのを今か今かと待ってるから」

「そんなことはない！　だって──」

「だって、小父さんを撃うち殺したの僕だもの」

　ごくあっさりとした、さり気ない声だった。

「──え」

　パルミシュ少将の死因は、単に戦死とのみ発表されている。ソラヤもまた、それだけの情報しか与あたえられていない。

「だから、僕が拳けん銃じゆうで撃ち殺したんだよ。こう、パーンってね」

　ごくあっさりとオルカンは、その真相を口にする。

「あ──」

　ソラヤにとっては、初めて知る事実だった。

　そしてまた、薄うす々うすと予想していた事実だった。

　なおかつ、信じたくない事実だった。

「ああ────」

　ソラヤの中で、危あやうく保たれていた精神の均きん衡こうが、ついに崩くずれた。

「ああああああ！」

　声を上げながらオルカンに駆かけ寄り、振りかぶった右の平手を見み舞まおうとする。

　だが──

「危ないなあ」

　振ふり回される右の手首を、オルカンは易やす々やすとつかみ取った。

「あのさあ、こう見えても僕は男なんだよ？　本気になれば、女の子の君が勝てるわけないじゃないか」

「この、この、この！」

　だがソラヤは収まらない。続けて振るわれる左の平手打ちを、オルカンはあえて防がずに頰ほおで受ける。

「ははは、痛い──なあ」

　容よう赦しやなく、反はん撃げきの打ちよう擲ちやくを見舞う。ソラヤの右手首を握にぎったまま、二度、三度。その度たびに肉が肉を打つ重い音が、部屋に響ひびいた。

「そうだよ、大人しくしなきゃ。女の子なんだからさあ」

　ぐったりとしたソラヤを、オルカンはベッドに横たえた。薄うす衣ぎぬの上からでも、上下する胸の膨ふくらみがはっきりと分かる。

　力を失った少女の肢し体たいに、オルカンはのしかかる。

「やめて──お願い──」

　か細い抵てい抗こうをむしろ楽しむかのように、オルカンはソラヤを組み伏ふせる。

「嫌いや……イヤ……いやぁ……」

　切れ切れの悲鳴は、やがてすすり泣きに変わっていた。








あとがき









　先日、日課のジョギング中に足を挫くじいてしまい、エライ目にあいました。

　人気のないコースだった上、財布も携けい帯たいも持っていなかったもので、痛む足を引きずりながら家まで帰るはめに。痛いわ寒いわきついわで、もう何もかも放り出してへたりこみたくなりました。

　今回の達たつ哉やも、そんな気分だったのかも……




　とういうわけで、達哉にとっても試練となったはずのガルナスタン逃とう亡ぼう編です。

　あまりのリア充じゆうっぷりにブチ切れたオルカンくんが、「死にくされハーレム野や郎ろう」と襲おそいかかってきました。げに恐おそろしきは非モテ男の嫉しつ妬とですね。

　……ちなみにこの後書きを書いてるのは、一二月二五日の深夜だったりします。昨日は家で一人、大おお掃そう除じを一日中していました。

　あれ、何だろう？　眼めにゴミが──




　さて、そろそろこのフルメタアナザーも大おお詰づめです。

　とはいえ、『フルメタル・パニック！』という作品自体は、まだまだこれからも広がっていきます。

　スパロボには、ついに待望の原作版が参戦することになりました。あのシーンやあの会話やあの戦せん闘とうがどう再現されるのか、あの作品やあのキャラやあのロボとどう絡からむのか、今から楽しみです。

　ＴＲＰＧでは、リプレイが発売中！　さらには『メタリック・ガーディアンＲＰＧ』とのコラボリプレイまで発売です。ＰＬ参加した賀が東とう先生から漏もれ聞きく話だけで、カオスさにＤＯＫＩＤＯＫＩが止まりません。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一四年　一二月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　とうとうフルメタアナザーも一〇巻となってしまいました。早いものです！

　……ところでこの欄らんの『解説』というお題なんですが、一巻のころからモヤモヤしていまして。普ふ通つう、小説の文庫につく『解説』というものは、その作品とは直接関係ない先生とかが『この作品はいいですよ！』とか『こういうところが見所ですよ！』とか、いろいろヨイショするコーナーだと相場が決まっているのですね。ところがこの『アナザー』については、自分も制作の責任をかなりの部分で負っているわけでして、なんかこの表題だと、自画自賛ぽいというか、身内誉ぼめというか、そういうカッコ悪い気分になってしまうのですよ。

　じゃあなんて表題がいいのかなあ、と思ってもなかなかいい案が浮うかんできません。実際にいちばん苦労して書いてるのはホセこと大おお黒くろくんなので、『あとがき（賀が東とう）』とかやるのは失礼すぎます。『賀東のコメント』とかやるには、ちょっとボリュームありすぎますし、『原作者からのメッセージ』なんてやっても、今度はなんかマジメなムードが漂ただよっていて堅かた苦くるしい。そもそも一巻で『解説』とやってしまったのだから、二巻以降で変えちゃうのもどうなのよ？

　……というわけで、いまだにそっけなく『解説』の二文字だけですませている始末です。でもなんかモヤモヤするんだよなあ。

　ちなみに巻末やピンナップの『ＡＳ解説』は、一巻から全部賀東が書いております。いま見返すと、スペックまわりで手痛い凡ぼんミスに気付いちゃったりもするのですが、それは全部賀東のせいです。すみません（汗あせ）。




　そういえば！

　この本が出るころに、同じＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．さんのロボットものＴＲＰＧ『メタリックガーディアン』で、フルメタＲＰＧとコラボしたリプレイ本が出る予定らしいですよ。

　あ、ちなみに『メタリックガーディアン』というのは、ぶっちゃけスパロボ風味のごった煮にロボットワールドで大暴れしちゃおー！　という感じのゲームなんですが、そこにフルメタ世界のキャラとメカが参戦することになりまして。はい。

　キャラは本家フルメタの完結後、東京のアニメ会社に就職したという想定のベルファンガン・クルーゾーさんです。役職は制作進行なので、愛機の色も相まって『ＫＵＲＯＢＡＫＯ！』状態です。メカは異世界技術でひどいことになったＭ９ファルケです（ほとんど賀東の思いつきです。お楽しみに！　というかマジメな人は見ないで！）。そしてそのプレイヤーは（というかその設定の言い出しっぺは）、誰だれあろう、不ふ肖しようわたくし、賀東招しよう二じです（あー、怒おこらないで！）。

　えー、要するに……犯人は原作者です。

　まあ、オフィシャルじゃありませんから！　どうせやるなら、みんながびっくりするくらいのサービスをしましょうよ！　ということで、思い切りふざけてしまいました。

　よかったらぜひご覧ください！

　それから既すでに発売中のフルメタＲＰＧのリプレイ本『アンダカヴァ』には、プレイヤーとして四し季きさんや、なんと！　テッサの中の人のゆかなさんが出演してますよ！　こちらもまだでしたら、ぜひどうぞ！




　あと個人的にこの巻の最大の見せ場は、男・下しも村むらさんの涙なみだでしょうか。本家フルメタの二巻（ＯＮＳ）で、ちょこっと出てきてやられてしまった自衛隊のＡＳに、下村さんが乗っていたという設定は、大おお黒くろくんのちょっとしたお遊び設定だったんですが、それがこんなに膨ふくらむとは。十数年の時を越こえて報われた、地味なおっさんの熱い思い！　長いシリーズだと、こんな味わいも出たりするのが楽しいところですね。




　アナザーのストーリーも、そろそろ終わりが見えてきました。まだ二転、三転あるかとも思いますが、どうかご声せい援えんを！（大黒くんも、ホントうまくなってきました。応おう援えんしてあげてください！）





二〇一五年　一月　賀東招二
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